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［巻頭言］ 

 

東海大学紀要（体育学部）第５０号発刊に寄せて 
 

積山 和明＊1 

 
 

東海大学紀要（体育学部）は、本号をもって創

刊第 50 号を迎えることができました。長きにわた

って体育・スポーツ科学の発展に寄与していただ

きました先輩教員の皆様方、並びに今まさにご活

躍を賜っております現学部教員各位に、改めて敬

意を表するところです。 

東海大学体育学部が創設された１９６７年は、

１９６４年の東京オリンピックを契機として日本

の体育・スポーツへの関心が大いに高まり、単に

競技力向上に止まらず、青少年育成や健康づくり、

更には国際交流の分野としても注目が集まってい

た頃といえます。ちょうどこの時期に拡充期を迎

えた東海大学は、理想の総合大学の建設に邁進し

ていました。そのような中、体育学部は建学の精

神に基づき、社会変化に対応し、未来の扉を開く

学部として誕生しました。まず、１９６７年には

体育学科のみでスタートし、１９６８年に武道学

科、１９７１年に社会体育学科を創設、１９７６

年には大学院体育学研究科修士課程を開設いたし

ました。その後、時を置いて、２００４年には、

体育学科、競技スポーツ学科、武道学科、生涯ス

ポーツ学科、スポーツ・レジャーマネジメント学

科の５学科による、新教育課程を発足させ現在に

至っています。そして２０２１年４月には、念願

であった大学院体育学研究科博士課程後期を開設

いたします。東海大学体育学部は、目標に向かっ

て常に挑戦し、教育・研究とともに運動部の活動

も両立させた、まさに学園の活力を生み出してい

る学部といっても過言ではないと考えています。 

２０２０年は、本来であれば東京オリンピック

が開催され、世界中の注目が日本に集まるはずの

年でした。それが、全く予想もしなかったコロナ

ウイルスの世界的感染拡大により、オリンピック

は勿論のこと、多くの行事が中止、延期に追い込

まれました。当然教育界にも深い影を落とし、本

学部においても春学期は全て遠隔授業、秋学期は

ゼミナール・実技・実験・実習科目については何

とか対面授業ができるようになったという活動実

績にとどまり、これまでとは全く異なった学園生

活を余儀なくされました。そのような状況の中で

も、この度、東海大学紀要（体育学部）第５０号

の記念号を発刊することができました。遠隔授業

にも慣れてきたとはいえ、これまで経験したこと

がない授業形態であり、学生も大変であったこと

と容易に推察できますが、教員にとりましても授

業のコンテンツ作りから成績管理に至るまで、極

めて多くの時間と労力を費やす中での研究活動と

なりました。 

東海大学紀要（体育学部）第５０号発刊に際し

ては、コロナ禍においても教員それぞれが全力を

傾注していただいたものと確信しています。紀要

は、体育学部の教員の研究活動の一端に触れてい

ただける貴重な機会でもあります。是非、ご高覧

いただきますようお願い申し上げます。最後に、

今回の編集に携わっていただきました関係各位に

感謝申し上げますとともに、日本の体育・スポー

ツとともに歩み続ける東海大学体育学部の更なる

発展に向け、皆様方の力強いご支援ご協力を心よ

りお願いし、巻頭のご挨拶とさせていただきます。 

 
  

＊１ 東海大学体育学部   
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［寄稿］ 

 

半世紀の成果としての博士課程スタート 
 

萩 裕美子＊1 

 
東海大学紀要（体育学部）の創刊第 50 号、誠

におめでとうございます。毎年の研究の蓄積が半

世紀にわたり、紀要という形で残されてきたこと

は大変、意味ある事と思います。 

さて、このめでたい節目に、図らずも博士課程

が設置され、稼働することとなりました。博士課

程の設置は、先人たちも何度かチャレンジされた

とお聞きしております。そのようなチャレンジも

あって、教員採用の折には博士課程の担当も可能

であることを念頭に置いた採用活動をしてきまし

た。その結果、現有勢力だけでチャレンジができ

ることとなり、まさに機が熟したと思われます。 

博士課程設置のきっかけは、外部評価でした。

多くのオリンピアンを輩出し、指導者やコーチも

育成してそれなりの実績があるにもかかわらず、

博士課程がないのはどうなのか。本学でも博士課

程を持たないの 2 つの学部でその一つが体育学部

でした。学生にとっても指導者にとっても魅力あ

る大学にするためには、博士課程の設置は必須と

思われました。 

また社会情勢もめまぐるしく変化を遂げ、体

育・スポーツ振興においても、大きな影響があり

ます。社会が複雑になり、一つの専門分野だけで

は解決しない課題が山積みです。これまであまり

縁のなかった領域においても、体育・スポーツへ

の期待が高まっています。スポーツ立国戦略が提

案されたり、健康寿命の延伸に身体活動促進やス

ポーツ実施率の向上が期待されたり、地域の活性

化にスポーツが一役買ったりと、スポーツそのも

の研究だけでなく、様々な分野とのコラボレーシ

ョンが求められています。 

このような社会的背景の中で、体育・スポーツ

の博士課程を設置することにはどのような意味が

あるのか。ワーキンググループを作ってオープン

に話し合いを重ねました。本研究科の特徴として

スポーツの実践現場を持っていること、総合大学

であることで、他分野との共同研究も可能である

こと、本学はこれらを強みにして、新しいタイプ

の体育・スポーツ研究者(多領域において専門家と

して活躍できる)の育成を目指すこととなりまし

た。またこれらを具現化できる可能性を秘めてい

ると感じています。 

また、2022 年には本学全体の改組改変があり、

新たな時代に向かう人材育成を目指しています。

体育学研究科は体育学部を根とし、現場を重要視

し、より高度化した研究を進めていく所存です。

そのためには実践現場の声をより多く反映し、ど

のような課題があるのか、どのような解決法が有

効だったのか、実践研究、症例研究も重要です。

大事なのは研究の蓄積です。引き続き研究の蓄積

が行われ広く公開されることを期待しております。 

 
  

 

＊１ 体育学部 体育学研究科長 



 3 

［原著論文］ 

 

体育学における人文主義的方向と体育の本質論の一契機 

－ディースターヴェーク教育学における 

自己活動概念に基づいて－ 

 
 
 

阿部悟郎 

 
 

 
One of the moments concerned with the essential discussion  

and the humanistic direction in physical education 

-Based on the concept of “Selbsttätigkeit” in Diesterweg’s pedagogic works- 

 
 

by 
 
 

Goro Abe 
 
 

Abstract 
Physical education is the essentially education. So, it is important to examinate the meaning of physical 

education as education at all times. And it should continue to inquire the educational possibility in 

physical education. Therefore, physical education needs to study a lot of education thoughts and theories. 

The purpose of this study was the theoretical contribution for the construction of the essential discussion 

of physical education through the investigation of Diesterweg’s pedagogic works, especially the concept 

of “Selbsttätigkeit”. 

 

Deasterweg, A.F. (1790-1866) was the one of the important scholars in German academic world and his 

humanistic discussion for School education had been the right path in humanism in pedagogic discussion. 

Based on his pedagogic humanism, education was essentially the contribution to human becoming as the general 

human-building. 

＊１ 東海大学体育学部体育学科 



阿部悟郎 
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So, physical education might be narrated as essentially the contribution to human becoming through 

physical movement in this view point. It should select the most important thing in a lot of moments 

not only the development of physical fitness, hasten the physical growth, or the instruction of sport 

technique and so forth on. What was the most important thing in physical education as education 

essentially? It was the contribution to human becoming in physical education as education. 

 
 
１．はじめに 

 体育、とりわけ教科体育において、児童・生徒

が身体運動を学び、そして多様な身体運動経験を

重ねるだろう。児童・生徒一人一人はそこで有意

味な瞬間を享受しているかもしれない。しかし、

そこにおいては、学びの成果に対する客観化の力

学も否めない。体育は彼らの何を測定しようとし

ているのか。このような問いは、やがて次のよう

な問いに逢着するだろう。体育とは何であり、そ

して何であり得るのか。 
これらは一般的には原理論的な問題であり、解

への到達が困難な、それでいて不断の探求を喚起

する重要な問いでもある。もちろん多くの研究者

がこれに挑み、そして実りある学的成果を提起し

てきた。 
しかし、プラトンに従うならば、これについて

原理的な深さを持って答えることができない以上、

それを本当に知っているとはいえない 1)。体育学

はこれについての、全くの確定知を持っていない

のかもしれない。体育学はこの問いに誠実に対峙

し、そのような原理論的研究の歩みを着実に進め

ていかなくてはならないだろう。 
さて、このような原理論的問題を探求していく

場合、体育概念の基底を成している教育概念につ

いての検討から始めなくてはならない 2)。ここか

ら、体育についての原理論的問題は、教育概念の

問題へと接続されていく。すなわち、体育とは何

かといった体育の本質への問いは、教育概念への

方法的な迂回を通じて進行していくこととなる。

この方法的な迂回を通じて見えてくる知的風景に

ついての語りこそが、体育学の原理論的問題に関

わる有意味な知的蓄積の一つとなるだろう。 
まず、教育についての省察は、古代ギリシアの

啓蒙思想やそれ以降の哲学的な思弁などに遡る 3)。

もっとも、教育思想史の流れにおいて、教育学的

思考をはじめて完全な形式で根拠づけ、それを学

問的な形式で提示したのは、いわゆる教育学的近

代である 4)。ここを介して教育学は学問として発

展していく。おそらく、教育についての学問的な

省察を遡源するためには、少なくともこのあたり

までは遡る必要があるだろう。そして、そこで展

開された教育についての諸々の論議は、人類が教

育をどのように論じてきたか、あるいはどのよう

に論じ得るのかといった学問的要請に、いくつか

の鍵を与えてくれるのではないだろうか。体育学

は教育についての人類の叡智に学ぶ必要がある。 
 そこで、本稿においてはディースターヴェーク

の教育学に焦点をあて、その分析を通じて、体育

の本質論の構成に対する学理論的な寄与を目的と

したい。なお、本稿においても、彼の主著として

承認されている 5)『Wegweiser zur Bildung für 
deutsche Lehrer』第 4 版 6)を基軸とする。ホフマ

ンは、ディースターヴェーク教育学についてのあ

らゆる考察は、この著作を中心に据えなければな

らないと説く 7)。ここでも、この著作にあわせて、

必要に応じてディースターヴェーク全集等より関

連文献 8)を補いながら、その教育学を追っていく。

彼が教育学的近代にあって、「真に悩み闘った対象」

を見きわめながら、彼の教育学にみられる「教育

の実存的理解」に光を当てる試みは、体育につい

ての原理論的問題の追求においても有効であるだ

ろう 9)。 
 なお、別稿 10)においても示した通り、日本の体

育学においてディースターヴェークを主題的に扱

った研究はほとんど確認されない。さらに言えば、

教育学や教育思想史においてエポックメイキング

な教育学的近代の教育学論議を方法として取り扱

った研究もそう多くはない 11)。このことは、教育

学、とりわけ教育学的近代の教育学論議が、日本

の体育学研究に充分にいかされていないことを意
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味するだろう。人類の知的遺産に触れることなく、

体育とは何であり、そして何であり得るのか、と

いった体育の原理論的問題に挑むのはいささか無

謀であるだろう。本稿における体育の本質論の構

成への寄与という試みは、ディースターヴェーク

を通じて教育学的近代を中心とした人類の遺産に

謙虚に学ぶ試みでもあるだろう。 
 
２．本論 
２．１．ディースターヴェーク教育学と一

般的人間形成概念 

 ディースターヴェークの略歴については既に別

稿においてやや詳しく述べてある 12)ため、ここで

は差し控えたい。彼は「ドイツにおける教育学研

究を前進させた最高位」13)と評されるのみならず、

ドイツ啓蒙思想の代表者としても評価されている

14)。そのような彼の教育学的関心は、時代や社会

への迎合にではなく、それらを超越したいわば教

育学的普遍にあった。それは当該の時代や社会に

渦巻いていた諸々の教育問題、たとえば国家主義

や帝国主義、そして実用主義に絡めとられない、

教育の真実の姿 である。そこで、彼は教育の普遍

妥当な原理を求め、探究した 15)。しかし、彼の時

代の教育学の状況ははなはだ貧相で、方法上の入

門書や実践上の教科課程は存在したが、本来の教

育を取り扱っている著作は皆無であったようであ

る 16)。彼は、次のように述べる； 
 
  教育学は、最高位の原理を手に入れなければ、

いよいよ厳密な学問の地位を断念しなくては

ならない 17)。 
 
 そこで、彼は教育の最高位の原理を求めて、研

究活動を推し進めていくこととなる。それでは、

彼が導いた教育の最高位の原理とは、何であった

のか。これについては、彼の学問的背景の一端か

ら探るのが正道であるだろう。たとえば、ディー

スターヴェークの教育学は「基本的にカント哲学

のうえに立つ」18)とされている。あわせて、林も

彼の教育学の基礎はカントであると説く 19)。それ

では、彼はカントをどのように受容したのであろ

うか。おそらく、カントの受容のしかたによって、

教育の論じ方が相違するだろう。林によれば、彼

はカント道徳論の対立的契機から「義務」を切り

捨て、「自律」を採用した 20)。これによって、デ

ィースターヴェークにあっては、教育が、大略、

児童・生徒の自発性に対する援助として論じられ

ていった。これはプロイセン絶対主義教育思想へ

の抵抗であったのかもしれない。 
あわせて、彼のペスタロッチの受容についても

触れておきたい。彼は、ペスタロッチの「人間の

調和的発達」という考え方を受容している 21)。さ

らに、長尾によれば、彼はペスタロッチから「人

間 教 育 ・ 人 間 性 陶 冶 と い う フ マ ニ ス ム ス

Humanismus の理念」を学んでいる 22)。それゆ

えに、彼の教育学は自由主義的であり 23)、当時の

国家中心の硬直した注入主義的な学校教育のあり

かたに真っ向から対決するものであった。彼は次

のように警鐘を鳴らす； 
 
  学校は、国家のために児童を調教してはなら

ない 24)。 
 
 それゆえに、彼は教会の権威と結びついた古い

教育内容や支配的だった暗記学習の機械論的方法

を拒絶する 25)。そして、国家が定めた基準に児童

や生徒をはめ込もうとするのは、ははなはだ狭量

であり、「最も有能な、それゆえに個性的な人をも

プロクルステスのベッド Prokrustesbett に押し

込み、その才能を棄却しようとする」26)愚行であ

るとさえ説く。 
したがって、そのようなプロイセン絶対主義教

育のなかにあって、彼の関心は、あくまでも教育

の硬直した機械論ではなく、学校教育におけるす

べての教科において人格形成的な役割が充分に達

成できるように構想することであったのである

27)。もっとも、彼は当時の教育の現状に対して批

判的な立場にありながらも、未来を明るく展望し

ていた。彼は次のように述べる； 
 
  いつかは・・・（中略）・・・人々がほんとう

に剣を鎌に変える時代が来るだろう。すなわち、

現在は戦争に、戦争の機械、つまり生きた兵器

として利用されている数百万の人々すべてに、
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人間のための人間形成を促進するという使命

が与えられる時代が来るだろう 28)。 
 

この「人間のための人間形成」こそが、彼が追

い求めていたものであるだろう。そして、これが

学問的に結実したのが、一般的人間形成 die 
allgemeine Menschenbildung という概念であっ

た。そして、これは人類史にみる教育についての

あらゆる省察の良識ではなかったのか。彼によれ

ば、人類はずっと前から教育の中に、この一般的

人間形成、つまり「人間をできるだけ全面的に形

成する」という目的を見定めてきたのである 29)。

彼の教育学の試みは、教育学の良識の復権への叫

びとも見て取れるだろう。 
さて、この一般的人間形成については、彼の著

作の随所にみられるが、たとえば、1831 年の著作

からは「人間をできるかぎり全面的に形成する」

という意味に読み取れる 30)。単純にこの意味に立

脚するならば、学校教育は国家のための調教の場

ではなく、「すべての子どもが人間として持ってい

る一般的人間形成への要求」31)にこたえる場でな

くてはならない。彼は、次のように述べる； 
 
  学校は青少年に対して、彼らが求める（一般

的）人間形成全体を与える使命を持つ施設であ

る。それは何ら他の機関に頼らない。それは、

それ自体であり、そして全体である 32)。 
 
 まさに、彼の教育学においては、学校教育は人々

への一般的人間形成の保障の場であるだろう。そ

れゆえに彼は「学校は国家のためにあるのではな

い」33)とまで宣言するのである。このような彼の

教育学は、当時にあってはきわめて進歩的であっ

たといえよう 34)。彼のこのような教育学の中核こ

そが一般的人間形成の概念であり、そして理念な

のである 35)。この一般的人間形成こそが、彼が導

いた教育の最高位の原理であるだろう。そして、

彼はこの教育の最高位の原理、すなわち一般的人

間形成をどこまでも守ろうとしたのであった 36)。

これが彼の教育学なのである。 
 
２．２．一般的人間形成概念と教育の本質論 

 さて、先に見たように、彼が導いた教育の最高

位の原理は、一般的人間形成であった。それでは、

この一般的人間形成の内実に目を向けてみなくて

はならない。彼は、この一般的人間形成の理念を、

二つの側面から捉える 37)。一つは宗教的な理念で

あり、いま一つは哲学的な理念である。前者は、

個人の外側にあり、それ自体が完全なるものとし

て、人間の追求対象あるいは目的として、個人に

努力を要請する。このような努力を通じて、個々

人の本質の「最も高貴な萌芽」が発展していく 38)。

これに対して後者は、個人の人間的な発展を通し

て次第に生成していく。これを通して人格の自由

がもたらされ、最も完全なる本質のありかたにま

で個人は高まりゆく 39)。彼は次のように述べる； 
 
  前者においては、まず神的なもの Göttliche

が措定され、人間はそれを通して理念化されて

いくのに対して、後者においては、人間は道徳

的な存在として措定され、やがて神的なものと

の合致にまで、自分を高めていくのである 40)。 
 
 端的に表現するならば、前者においては神の側

から人間を高めるのに対して、後者においては人

間を神に向かって高めるのである。彼はそれら両

者を、人文主義 Humanismus と称するのである

41)。 
もっとも、ここで彼の神概念に触れておく必要

があるだろう 42)。彼の教育学において、神は人格

態として語られない。まさにそれは、真・善・美

という人類全体の崇高なそして永遠の理念の究極

値として語られるのである 43)。彼によれば、人間

はさまざまな理念の追求を通して、真・善・美そ

のものであるところの神に似通うのである 44)。 
彼のこのような表現は、随所に確認される。た

とえば、彼のベルリン教員養成所所長就任演説に

おいても、教育の目的の一つに「神の似姿になる

こと Gottähnlichkeit」を明確に位置づけている

45)。まさに、彼の提起した一般的人間形成は、こ

の「神への似通い」や「神の似姿」という思考方

法を欠いては成立しない。そして、彼はこの「似

通い」をその個性の限界内において達成した個人

のありように人間存在の意義を見出す。彼は次の
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ように述べる； 
 
  人間はそのものそれ自体が人間なのではなく、

人間になりゆく存在である。それゆえに人間の

生とは、まさに各人の絶えざる発展の過程にほ

かならない 46)。 
 
 いささかの誤解を恐れずに約言すれば、彼が用

いる人間という表現は、生物的・物理的な概念で

はなく、一つの価値論的な目的概念であるだろう。

しかも、それは固定的・完結的な理念像ではなく、

むしろ不断に生成し、そして常に価値形成的に再

構成されゆく可能的暫定像として理解されるよう

に思われる。そして、この神に対する可能的暫定

像としての人間には、その不断の生成や常なる再

構成をもたらす主動因が内在する。これが、自己

das Selbst である 47)。 
 それでは、この自己はいかにして不断の生成や

常なる再構成をもたらすのであろうか。実は、こ

の自己には「崇高で価値高きものを求める天分」

がある 48)。これがために、人間は「崇高で価値高

きもの」を感知し、それを得ようと努め、それら

を積み重ねながら、自らのものとして確定してい

くことができる。ここで、「崇高で価値高きもの」

という表現に着目してみたい。先の引用を想起す

るならば、「崇高で価値高きもの」とは、「真・善・

美そのものであるところの神」の現世的なあらわ

れと見てよいだろう 49)。 
そうであるならば、この自己は、神学色を少し

脱色して表現するならば、真・善・美という客観

的価値を求め、それを得ようと努め、やがてそれ

を自らのものとする一連の価値探求的な活動体と

して理解される。ちなみに彼はこれを「真・善・

美をめざす努力」とも表現している 50)。そして、

そのような努力は理念界に想起される形而上の存

在とではなく、現実世界に存在する有形無形の形

象との交渉を通じてなされることとなる。彼は次

のように述べる； 
 
  現世的なもの、すなわち地上の財 Güter

は・・・人間が精神的な財を得るための媒介で

あり、手段であり、そして前提なのである 51)。 

 
 したがって、精神的な財は、自己みずからの努

力と活動によって獲得しなくてはならない。彼の

比喩 52)を踏まえるならば、肉体は肉体以外のもの、

たとえば金や銀、絹繊維や宝石によって飾ること

ができるが、精神については自己みずからが、そ

れを求め、獲得し、そしてそれを自らのうちにつ

くりあげなくてはならないのである。そして、こ

のように自己の価値探求的な活動によって多くの

ものを獲得すれば、それだけ「神への似通いを高

めていく」53)こととなる。すなわち、いわゆる神

性の高みには、この自己の価値探求的な努力によ

って登っていくのである 54)。彼は、このような自

己の価値探求的な活動を、自覚的に「自己活動

Selbsttätigkeit」と表現する 55)。そして、彼はこ

れを「人間のうちにおいて本来的に人間的なるも

の」と位置付けるのである 56)。彼は次のように述

べる； 
 
  人間はこのような自己活動を通してのみ、自

然物以上のものに、つまり人間になれるのであ

る 57)。 
 
 さて、彼によれば、人間はこのような自己活動

を通して、そのうちに多くの精神的な財を獲得す

る。おそらく、その総和がその人の人間性を構成

するだろう。しかし、それは物理的な単純総量を

意味しない。彼は、ここで調和という概念を持ち

出す。彼は次のように述べる； 
 
  あらゆる人間は、自ら自身の中のまとまった、

そして完全なる調和を得ようと努めなくては

ならない 58)。 
 
 つまり、真・善・美という人類の理想は、その

内実を個々人の天分に従って追求されるべきであ

り、万人が同一の理念像をその人格に示す必要は

ないのである 59)。万人がゼウスにならなくてよい。

ここから彼の教育学は個性論へと開かれていく。

彼は、個性の本質を、個体間の単純差異にではな

く、精神的な財の調和によって確定した特有の品

性に見出す 60)。そして、彼においては、このよう
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な調和ある品性を本質とした個性を形成すること

が、教育の目的になっているのである 61)。まさに、

この個性こそが、「神が人間に与えた使命」である

だろう 62)。この個性こそが、人間が「成らなけれ

ばならないもの」の現世的内実なのである 63)。そ

して、それは生涯にわたる価値追求を通じた自己

の価値形成的な再構成の道でもあるだろう。 
それゆえに、ホフマイスターは、この自己活動

を特有の個性における「真・善・美の諸価値の実

現」であると総括する 64)。これによって人間一人

一人は、ようやくそれぞれが成らなければならな

いものに成れるのである 65)。まさに、ディースタ

ーヴェークの提起した一般的人間形成とは、この

自己活動による諸価値の獲得と調和を通じた個性

化の道であるといえよう。ディースターヴェーク

はここに学校教育の中核を置く。まさに、この自

己活動という概念は、ディースターヴェーク教育

学における中心的なカテゴリーなのである 66)。 
それでは、学校教育はこの自己活動に対して何

を為しえるのだろうか。彼によれば、真の教育は

この自己活動が展開する範囲において、その効力

が発揮されるのである 67)。したがって、教育の主

要な配慮は、この自己活動を展開させることと、

それに併せてこの自己活動の能力を高めることと

なるのである 68)。 
したがって、一般的人間形成という観点からす

れば、学校教育は、一人一人の中に人間を見出し、

それを尊重し、人間として全くふさわしい存在に

到達するよう、助力しえるのみである 69)。そうで

あるならば、ここでは価値への誘いあるいは促し

こそが学校教育の重要な役割の一つとなるだろう。

彼は、ここに教育の本質をみるのである。 
まさに彼のこのような教育学、とりわけ一般的

人間形成の概念は、いわゆる市民社会の形成期に

おける、硬直した学校教育に対する思想的な挑戦、

あるいは啓発であったともいえる。そして、それ

はまた実用主義的教育観の否定であるとともに、

ペスタロッチ教育学の再規定 70)を通じた教育学

的人文主義の提起でもあったように思われる。 
おそらく、それは近代教育学の潮流において、

人文主義的思考方向の起点の一つに位置し、後に

続く精神科学的教育学の有意味な批判対象の一形

式となったのではないだろうか。彼は、教育にお

いては、何よりもまず人間の高まりと高貴化を考

えるべきであると説く 71)。彼のこのような人文主

義的な提起は、明らかに教育学的普遍の不可欠な

基底であるだろう。 
 もっとも彼の教育学は、概念の明確さや体系性

についての批判もみられる 72)。あわせて、彼の教

育学的価値論の不徹底から、彼の提起する教育の

目標論が「結局、形式的・ユートピア的なものに

とどまっている」73)という批判もみられる。 
しかしながら、彼が求めていたものは、教育学

的普遍であり、そして教育の真実の姿であったこ

とを想起されたい。そして、それを指し示してく

れる正しい意味での教育学は、その当時は存在し

ていないことを、彼は嘆いていた 74)。そこで、彼

は教育学の成立のために、教育についての普遍妥

当な「最高の原理」が不可欠であると思念したの

であった 75)。彼の教育学的探求を通して到達した

「最高の原理」こそが、あの一般的人間形成であ

り、そして教育学的人文主義であるだろう。教育

学、彼が到達した正しい意味での教育学について

彼は次のように述べる； 
 
  教育学は、人間を人間にまで形成しようとす

るのである。そして、また教育学はそうすべき

なのである 76)。 
 

教育の対象は、知識や技術ではなく、あくまで

生成しゆく一人一人の人間なのである。そして、

これによって、教育の本質は、たとえばそのよう

な人間の生成の歩みに対する寄与、すなわち人間

形成 Menschenbildung として語られていくだろ

う。そして、これこそが教育学の中心概念であり、

あらゆる教育事象の共通分母 Einheitsnenner と

なるのである 77)。ここが、彼の教育学における教

育の本質論の中核であるだろう。 
 
２．３．体育の本質論の構成と一般的人間

形成の契機 

 体育の本質を問い、その基底にある教育概念を

検討していくとき、教育についての語りが体育の

可能性を押し拡げてくれるだろう。やはり、教育
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それ自体を精緻に把握すれば、それだけ体育の概

念を精緻に構成することができるだろう。本稿に

おいては、その基底をディースターヴェークの教

育学に求めてきた。それでは、これによって、体

育の教育としてのありようはどのように規定され

ていくのであろうか。 
まず、彼の教育学の中核には、一般的人間形成

の概念が位置する。人間の全面的で調和的な高ま

り、つまりこの一般的人間形成への要求は誰しも

が有しているという。彼に従えば、これについて

の保障の場が学校教育ということになる。それゆ

えに、学校教育はこの一般的人間形成との関わり

から論じられていく。体育も同様である。体育も、

児童・生徒の一般的人間形成の保障の場であるだ

ろう。まさに、学校教育のあらゆる内在的契機、

とりわけあらゆる教科の目的は一般的人間形成で

ある。それぞれの教科の特性はそのまま一般的人

間形成の特定的な可能性として規定されていく。

体育は、概ね身体運動文化を媒介するところに特

性があるとすれば、そこから特定的な可能性が論

じられていくだろう。 
そこで身体運動文化に目を向けてみたい。この

身体運動文化は永い歴史的過程において人類が創

造した価値形象の一形式であり、文化伝達を介し

て未来へと開かれている。したがって、そこには

人間によって実現された価値が形式化されている。

たとえば、表現芸術における特有の価値形象は、

超験的な価値の分化によって表現可能となった美

という客観的価値を中核として構成されるだろう

78)。また、学問は、おそらく真という客観的価値

を中核として構成されるのではないだろうか。表

現芸術と学問は、そこに実現された価値が相違す

る。差異論的価値論からすれば、同一の体系内に

おける個別形式の価値は、それらの間に示された

差異に存在する 79)。双方の価値はいうまでもなく

代替不能な特有なのである。 
それでは、あの身体運動文化はどうであろうか。

身体運動文化にもさまざまな形式があるが、その

一つがスポーツである。そして、スポーツにもさ

まざまな形式がある。野球やバレーボール、サッ

カー、陸上競技、登山、ダンスなど、あるいは新

たなスポーツも誕生している。そして、それぞれ

の形式には、それ特有の価値が実現されており、

それぞれの価値に差異が存在する。教科体育では、

児童・生徒にとっては、これらが「地上の財」で

あり、「精神的な財を得るための媒介」となるので

ある。体育で多くのスポーツを教材として児童・

生徒に提示するのは、一般的人間形成という観点

から見れば、ここにも意味があるだろう。スポー

ツ教材の多様性は、そのまま自己の価値探求的な

運動、すなわち自己活動の可能性の多様性に直結

するだろう。 
さらには、一人一人の価値探求は、拡がりとと

もに深まりの方向も予見される。体育における身

体運動文化の価値追求において、特定のスポーツ

形式に傾注する場合もあるだろう。たとえば、教

科体育というより、むしろ課外体育においては、

特定のスポーツ形式に深く取り組む機会があるだ

ろう。これも一般的人間形成の保障という点では、

教育学的に意義が認められる可能性がある。学校

教育における運動部活動の諸問題を棚上げするわ

けにはいかないが、少なくとも制度論的にはそこ

に積極的な意義がある。特定のスポーツ形式に傾

注することは、美談や根性論に絡め取られること

なく純粋に教育学的に思念すれば、まさに高次な

価値探求行為であり、その深みの質こそが自己活

動の程度を規定するだろう。 
これらの自己活動の多様性と価値探求の深み

の積算によって、神学的に表現するならば、その

ぶんだけ「神への似通い」を高めていくのである。

体育も、教育であることの真意において、何より

もまず人間の高まりと高貴化を重視しなくてはな

らないだろう 80)。そして、そのようにして獲得さ

れた価値本質 Wertwesenheit81)は自己の中で特

有に調和し、人格の内実を構成していく。それは、

まさに「精神的な財の調和によって確定した特有

の品性」であり、これこそが個性なのである 82)。

このような調和ある品性を本質とした個性を形成

することが、教育の目的になっていた 83)ことを想

起されたい。やはり、体育も、この自己活動によ

る諸価値の獲得と調和を通じた個性化の道である

ように思われる。それは生涯にわたる価値追求を

通じた自己の価値形成的な再構成の道でもあるだ

ろう。 
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これは、一人一人の不断の生成 Werden の道程

である。このように考えるならば、体育は、一人

一人の生成の歩みに対して、おもに身体運動文化

という価値形象を媒介として寄与していくことが

できる。それは、運動能力育成や体力育成という

ことではなく、価値追求を通じた自己の価値形成

的な再構成、つまりは一人一人の高まりの高貴化

への特有の寄与であるだろう。かつてゲーテはそ

の作品「神性 DAS GÖTTLICHE (1783) 」にお

いて「人間よ、高貴であれ Edel sei der Mensch.」
と詠った 84)。体育も教育であることの真意からひ

とりひとりが高貴であることを希い、そしてその

高まりを喜ぶのである 85)。これによって体育は人

間形成 Bildung として語られていくのである。こ

こに体育の本質論の中核を見据えるべきであるだ

ろう。 
 
３．結語 

これまで、ディースターヴェーク教育学の特徴

に目を向け、その主要概念である一般的人間形成

と自己活動の分析に基づいて、体育の本質論の構

成を試みてきた。体育の本質論は、人間形成概念

を共通分母として構成される。体育のこのような

ありかたは、やはり人文主義と呼ばれるだろう。

ただし、この立場は、決して運動能力育成や体力

育成等を拒絶しているわけではない。体育がそれ

らと全く無縁でいることなど、できようはずがな

い。 
しかし、体育は教育であることの真意において、

「ルカの福音書」においてイエスがマルタに説い

たように、「なくてはならないもの」を、勇気を持

って選択しなくてはならない 86)。それが、人間形

成なのである。ジンメルはこれを、つまり教育の

概念を人間形成に置くか、それとも測定可能な客

観的成果に置くかといった選択は、教育における

「最も重大な原理的決断 wichtigste prinzipielle 
Entscheidung」であるとさえ述べた 87)。 

体育の世界でもエビデンスが声高に叫ばれ、測

定主義が次第に進行するなか、体育はそのありか

たについての決断が迫られているとすれば、体力

の増強やスポーツ技術の指導もさることながら、

勇気をもって人間形成を選択するべきであるだろ

う。これは体育の未来をつくる「最も重大な原理

的決断」の一つである。そして、それは、もはや

体育学的なユートピア論などではなく、体育学の

人文主義的構成の本質的契機であるだろう。 
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Examination of building a defense strategy in handball competition 
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Abstract 
In Modern handball, tactics have been diversified, and it has become possible to see a wide variety and highly 

proficient performance in any aspect. This tendency is particularly noticeable in the attacking phase, and the 

construction of a defense strategy to deal with it has become an urgent issue. Therefore, the purpose of study, it is 

clarified the actual situation at the top level of domestic university female teams and to examine the construction of 

defense strategies. The main findings in this study are as follows.  

1. Inducing mistakes in the opponent's attack by defense is not a direct means to control the goal, but it may lead to 

the reduction of the range of the opponent's attack and the creation of effective haste opportunities.  

2. In modern handball, a high shot saving rate is a direct factor in controlling goals.  

3. In modern handball, it is effective to make the control of the shoot prevention rate a central consideration in the 

defense strategy planning. 

 
 
 Ⅰ．緒言 

球技における戦術の発達は、ある攻撃に対する

防御の対応、さらに新たな攻撃への対応といった

発達を繰り返す。會田１）は、トップレベルの大会

における戦術の発達の過程は、その種目の系統発

生そのものであるとし、それらがあらゆるカテゴ

リー、レベルに広がっていくと述べている。 
Dietrich Spa ̈te ら２）は、現代におけるハンドボ

ール競技のトップレベルにおいては、ゲームのあ

らゆる局面においてバリエーションが豊富であり、

＊１ 東海大学体育学部競技スポーツ学科 
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進化を遂げていることについて言及している。特

に攻撃局面における進化は著しいものであり、そ

れに対峙する防御の課題について、シュート阻止

率の低下やインターセプト等のシュート阻止以外

のボール所有権獲得の出現が低下しているとした

上で柔軟で積極的な防御の重要性を述べている。

また、Jose M. Saavedra ら３）は、スコア分析に

より、インターセプトやゴールキーパーによるシ

ュート阻止の、試合結果への大きい影響について

触れているものの、これらに関する具体的な言及

は他に多く見られない。 
このような状況において、防御戦略の充実は喫

緊の課題であり、戦略構想立案について整理する

ことの必要性が高いと推察できる。そこで本研究

では、国内大学女子トップレベルにより展開され

るゲームの実情について明らかにし、防御戦略の

構築について検討することとした。 
 
 Ⅱ．研究の目的 

ハンドボール競技における、現代のゲームの様

相をスコアの解析により俯瞰し、有効な防御戦略

の構築を検討することを目的とした。 
 
 Ⅲ．研究方法 

防御局面の実態をスコアから把握し、防御戦略

の構築について検討した。スコアの収集について

は、調査対象となる試合の VTR の視聴により行

った。また、正確なデータの収集には、ハンドボ

ール競技の競技規則に関する適切な理解を要する

為、公益財団法人日本スポーツ協会公認ハンドボ

ール上級マスターコーチの資格を有する者の監修

の元、T 大学女子ハンドボール部に所属する部員

2 名によりデータ収集を行い、その後に他の 2 名

により同等の方法で確認した。 
 

1．調査対象 

関東学生ハンドボールリーグ女子 1 部リーグ 
１）2019 年度秋リーグ全 28 試合 
２）2020 年度秋リーグ全 28 試合 
 
2．調査項目 

１）得点・失点 

調査対象の 2019 年度秋リーグ全 28 試合、およ

び 2019年度秋リーグ全 28試合における各チーム

の得点と失点の平均値と標準偏差を調査した。 
２）ミス誘導 

相手チーム攻撃のシュート以外のボール所有

権喪失（パスインターセプト、ドリブルスティー

ル、反則によるミス）を“ミス誘導”とし、チー

ム毎の平均値と標準偏差を調査した。 
３）シュート阻止 

相手チームによるシュート数から相手チーム

のゴール数を引いた数を阻止数とし、阻止数を相

手チームシュート数で除したものをシュート阻止

率として算出した。チーム毎のシュート阻止率に

ついて、平均値と標準偏差を調査した。 
４）ミス誘導と失点の関係 
 ミス誘導と失点の関係性について、相関を調査

した。 
５）シュート阻止と失点の関係 
 シュート阻止率と失点の関係性について、相関

を調査した。 
 
3．統計処理 

各指標は平均値と標準偏差で示した。統計解析

には、 IBM SPSS Statistics 20 を用いて、

Kruskal-Wallis 検定により有意性を確認したの

ち、多重比較には Dann-Bonferroni の方法を用い

た。シュート阻止率、ミス誘導、失点の関係性の

検討には、ピアソンの積率相関係数を求めた。有

意水準は 5%未満とした。 
 
 Ⅳ．研究結果 

1．得点・失点 

図１に、2019 年関東学生ハンドボール秋季女子

１部リーグの全試合における、順位毎の得点平均

と失点平均を示した。得点平均においてチーム間

の有意差は認められなかった（p=0.154）。一方、

失点平均においてはチーム間の有意差（p<0.05）
は認められ、多重比較の結果、1 位チームと 6 位、

7 位、8 位チームの間にそれぞれ有意差（p<0.05）
が認められた。 

また、得点、失点ともに順位との緩やかな関係

性が見られ、4 位以下のチームは、いずれも失点
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が得点を上回った。 
 

 
図１．チーム別 得点・失点平均（2019 年関東学

生秋季女子 1 部リーグ） 
 
 

図２に、2020 年関東学生ハンドボール秋季女子

１部リーグの全試合における、順位毎の得点・失

点平均を示した。得点平均においてチーム間の有

意差は認められなかった（p=0.305）。 
一方、失点平均においては、全チーム間の有意

差が認められ（p<0.05）、多重比較により 1 位チ

ームと 8 位チームの間、2 位チームと 8 位チーム

の間にそれぞれ有意差（p<0.05）が見られた。 
また、4 位以下のチームにおいては、失点が順

位に影響を及ぼした可能性が示唆された。 
2019 年と 2020 年の関東学生ハンドボール秋季

女子 1 部リーグ戦においては、5 位以下の順位の

変動があったが、いずれも順位と失点の間におけ

る関係性が見られた。 
 

 
図２．チーム別 総得点・総失点（2020 年関東学

生秋季女子１部リーグ） 
 
 
2．ミス誘導 

 

 

図３．チーム別 ミス誘導数（2019 年関東学生秋

季女子１部リーグ） 
 

図３に 2019 年関東学生秋季女子１部リーグの

順位毎のミス誘導数平均を示した。 
上位チームと下位チームの間にゆるやかな傾

向の違いが見られるが、有意差は認められなかっ

た。 
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図４．チーム別 ミス誘導数（2020 年関東学生秋

季女子１部リーグ） 
 

図４に関東学生秋季女子一部リーグの順位毎

のミス誘導数平均を示した。 
2 位チームの B とすべての他チームの間に異な

る傾向が見られるが、2019 年度同様、有意差は認

められなかった。 
 

3．シュート阻止 

 
図５．チーム別シュート阻止率（2019 年関東学生

秋季女子１部リーグ） 
 

図５に 2020 関東学生秋季女子一部リーグの順

位毎のチーム別シュート阻止率を示した。 
全チーム間に有意差（p<0.05）が認められ、そ

の後の多重比較により、1 位チームの A と 6 位チ

ームのF および 7 位チームの Gとの間にも有意差

（p<0.05）が認められた。総じて上位チームと下

位チームの間に顕著な差異が見られた。 
 

 
図６．チーム別シュート阻止率（2020 年関東学生

秋季女子１部リーグ） 
 

図６に、2020 年関東学生秋季女子１部リーグの

順位毎のチーム別シュート阻止率を示した。全体

的に順位と阻止率の間に緩やかな関係性が見られ、

全チーム間に有意差（p<0.05）が認められた。ま

た、多重比較においては有意差が認められなかっ

た。 
 

4．ミス誘導と失点の関係 

図７．ミス誘導と失点の関係（2019 年関東学生秋

季女子１部リーグ） 
 

図７に、2019 年関東学生秋季女子１部リーグに

おける、ミス誘導と失点の関係について示した。 
ミス誘導と失点の間に有意な相関（r=-0.33，
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p<0.05）が認められた。 
 

図８．ミス誘導と失点の関係（2020 年関東学生秋

季女子１部リーグ） 
 

図８に、2020 年関東学生秋季女子１部リーグに

おける、ミス誘導と失点の関係について示した。 
ミス誘導と失点の間に有意な相関（r=-0.44，

p<0.01）が認められた。 
 
5．シュート阻止率と失点の関係 

図９に、2019 年関東学生秋季女子１部リーグに

おける、シュート阻止率と失点の関係について示

した。シュート阻止率と失点の間に有意な相関が

認められた（r=-0.87，p<0.01）。 

 

図９．シュート阻止率と失点の関係（2019 年関東

学生秋季女子１部リーグ） 

 
 

図１０に、2020 年関東学生秋季女子１部リーグ

における、シュート阻止率と失点の関係について

示した。シュート阻止率と失点の間に有意な相関

が認められた（r=-0.87，p<0.01）。 
 

 
図１０．シュート阻止率と失点の関係（2020 年関

東学生秋季女子１部リーグ） 
 
 

 Ⅴ．考察 

1．防御パフォーマンスの重要性 

本研究における調査結果より、国内大学女子ト

ップレベルにおいて、防御パフォーマンスのゲー

ム結果に及ぼす影響の大きさが示唆された。効果

的な防御パフォーマンスの必要性については、複

数の知見３）４）５）６）が見られる。また、フランス

代表チームは、男子チーム女子チームの共通した

モットーとして、 “Attack wins you games, 
defence wins you titles.” という概念を掲げ７）、

防御の重要性を強く認識している。今回の調査結

果はそれらを支持するものとなった。 
得点を競い合うハンドボール競技において、よ

り多くの得点を獲得する高い攻撃パフォーマンス

の確保と、失点をより抑制する高い防御パフォー

マスの確保の双方が必要であるが、防御パフォー

マンスの効果性に焦点をあてることによって、ゲ

ーム結果をよりコントロールし得る可能性が示さ
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れた。 
 

2．防御パフォーマンスにミス誘導の有効性 

図３および図４より、チーム間におけるミス誘

導の差異が見られた。しかしながら、チーム成績

との明確な関係を見出すことはできなかった。ま

た、図７および図８より、ミス誘導と失点におけ

る統計的に有意な相関を見出すことができた。 
以上より、本調査においてはミスの誘導が防御

パフォーマンス結果に好影響を及ぼすことが確認

できた。 
ゲーム結果は、攻撃の効果と防御の効果の関係

性の中で決定づけられるため、ミスの誘導率が直

接ゲームを決定づける大きな要因とは断言できな

いものの、失点抑制につながる一要因である可能

性が示唆された。 
相手側のミスを積極的に誘導する、パスインタ

ーセプト、ドリブルスティール、あるいはパスや

ドリブルの牽制行動などの防御パフォーマンスは、

攻撃する相手への影響があることは明確であり、

相手攻撃の展開の自由度を狭めたり、心理的プレ

ッシャーを与えることが考えられる。 
八尾ら８）は、相手の速攻に対する帰陣する局面

での防御戦術の重要性についても言及し、

Dietrich Spa ̈te２）らは、現代ハンドボールにおい

て柔軟で積極的な防御の必要性は高いとし、攻撃

における様々なパフォーマンスが進化した現代ハ

ンドボールにおける、バリエーション豊かな防御

パフォーマンスによる対応が不可欠であるとする

他、Balint Elena９）は、予測的な防御機能の重要

性について言及している。また、相手チームのミ

スを誘導することが、速攻機会の創出、および速

攻機会の有効化に極めて有効であるとの知見が散

見される１０）１１）１２）。 
すなわち、相手チームのミスを誘導することは、

ゲームの勝敗を決定づける直接的な要素ではない

ものの、相手攻撃の幅を抑制する効果や、速攻機

会への効果性の増幅などによる、失点抑制への効

果性が考えられることから、ゲーム結果へのポジ

ティブな影響を及ぼす重要な要因であることが考

えられる。 
 

3．シュート阻止率のゲームへの影響 

図５および図６より、シュート阻止率がチーム

成績に明らかな影響を及ぼしていることが確認さ

れた。また、図８および図９より、失点数との間

に統計的に有意な相関があることが認められた。

これらの調査結果より、高いシュート阻止率のゲ

ームに与えるポジティブな影響は明確であること

が示唆された。 
相手攻撃のミスの誘導が、ゲーム結果に好影響

を及ぼす直接的な要因でないことに対し、シュー

トの阻止率が失点抑制のための極めて直接的な要

因であり、ゲームの勝敗に強く影響を及ぼすこと

が明らかになった。防御戦術も攻撃戦術等と同様

に、時代の変遷とともに幅広くなっており、シュ

ート阻止以外のボールの所有権獲得も多岐にわた

る。しかしながら、現代のハンドボールにおいて、

シュート局面への対峙をゲーム構想立案における

中心的な考察事項におくべきことは否めない。 
 

4．シュート阻止率を考慮した防御戦略構築の有用

性 

シュート阻止率は、ゴールキーパーのパフォー

マンス能力に大きく依存することは明らかである

が、防御活動全般の戦略性によるシュート阻止率

のコントロールすることの重要性が考えられる。 
Dietrich Spa ̈te２）らの報告では、2019 年の男子

世界選手権において、ゴールキーパーのセーブ数

が低下しており、コートプレーヤーによるプレー

のバリエーションや習熟性がより豊かになったこ

とに起因していると言及している。今日の実情に

おいて、ゴールキーパーの個人的なアプローチだ

けに委ねるだけでは、シュート阻止率の向上を担

保することが不十分であり、その傾向は強化され

てきていることが推察できる。 
會田１３）は、ゲーム構想はチーム構成メンバー

の身体的、精神的、技術・戦術発達段階に大きく

影響されると示しており、チームの事情により取

り組み可能な個別の防御戦術は異なる。同様のこ

とは攻撃構想にもあてはまり、速攻機会の多用が、

より有用となるチームもある。それらを踏まえた

防御戦略構想の立案が必要となるが、その中心的

な検討事項にシュート阻止率のコントロールを据
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えることが望まれる。 
 

 

 Ⅵ．まとめ 

本研究より、以下の知見を得た。 
１． 防御による相手攻撃のミスの誘導は、失点抑

制のための有効な手段であり、相手攻撃の幅

の抑制や、有効な速攻機会の創出につながる

可能性がある。 
２． 現代ハンドボールにおいて、高いシュート阻

止率は、失点を抑制する直接的な要因となっ

ている。 
３． 現代ハンドボールにおいて、防御戦略構想立

案にシュート阻止率のコントロールを中心

的検討事項とすることは有効である。 
 

本研究は、今日的なハンドボールとして、国内

大学女子トップレベルをスコアより俯瞰し、防御

戦略構想の立案に寄与することを試みた。結果と

して、一定の知見を得ることはできたが、定量的

なゲームの観察にとどまった。今後の展望として

は、対象とするレベルを拡大するとともに、質的

なゲームの観察をともないながら、本研究と同様

の課題に取り組むことがあげられる。 
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［実践研究］ 

 

スノーボード用チタン製センターディスク使用と技術習得との関

連性に関する研究 

〜テキストマイニング分析から技術習得補助具としての有効性を

検討する〜 
 
 

内藤堅志＊1＊2・瀧澤憲一＊3・藤沼到＊4・須藤桂＊5 

・今村佑良＊4・粟國朝嗣＊4 

 
Studies on the relationship between the use of titanium center discs for snowboarding 

and skill acquisition. 

Examining the effectiveness as an auxiliary tool for learning snowboarding skills from 

text mining analysis 

 
by 

 
Kenshi Naito, Kenichi Takizawa, Itaru Fujinuma, Katsura Suto, Yura Imamura,  

Tomotsugu Awakuni 
 

 
Abstract 

This study examined whether the use of the newly developed titanium center disc for snowboarding is effective 

for technical acquisition. The subjects of the study are 5 professional snowboarders and 3 intermediate level 

snowboarders, all of whom are freestyle snowboarders. The analysis was a text mining analysis using KHCoder3. 

And the subject of analysis is a video that the research subject introduces the titanium center disk on SNS (social 

networking service). The result. What was common to both the advanced level and the intermediate level was "force 

transmission", which contributed to accurate board operation. A characteristic statement at the intermediate level 

was that "snowboarding accelerated". Acceleration techniques are the skills needed to step up to an advanced level. 

It can be said that it is meaningful to be able to experience that skill. The characteristic remark at the advanced 

level was "torsion, carving turn". It is possible to refine these skills by using a titanium center disc. It is 

thought that using a titanium center disc is effective for learning the skills of "acceleration", "torsion", 

"carving turn", and "force transmission (Snowboarding operation)". 

＊１ （公財）大原記念労働科学研究所   ＊２ 東海大学体育学部非常勤   ＊３ LATE project 

＊４ Pro Snowboarders Association ASIA   ＊５ Salomon Japan 
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Ⅰ．はじめに 

スノーボードは 1 枚の板（ボード）に両足を固

定して滑走するために，上達する上でバランスが

ポイントとなる．日本スノーボード協会（以下

JSBA）ではスノーボード教程の中でバランスの

スポーツと明言し,バランスの定義を「滑走時に作

用する外力に対応する，能動的な運動による調整

力」としている 1)．また，全日本スキー連盟（以

下 SAJ）でも技術の習得課程でバランスを重要視

している 2)．このようにバランスが重要であるが

故にスノーボードはマテリアルのスポーツと言わ

れ，マテリアルの選択やセッティングによって上

達の度合いが変わるとされている 3)．スノーボー

ドはアルパイン系モデルとフリースタイル系モデ

ルとに大別できるが，どちらのモデルも基本的に

ボード，バインディング，ブーツから構成されて

いる．マテリアルは毎年開発が行われ，各メーカ

ーともに軽さ，強さ，反発力，復元力を追求して

操作性，レスポンス，コントロール，疲労軽減を

追求している 4-8)． 

スノーボードの研究に関しては様々な研究が行

われている．具体的には傷害や雪崩などの安全に

関する研究 9-11)やターンやオーリーなどの技術研

究 12-15)，技術研究を行うための測定機器の研究
16-19)，板やバインディングなどの構造に関する研

究 20-25)，トレーニングやコーチングに関する研究
26-28)，パラリンピック選手用の下腿切断者用装具

の研究 29)などである． 

本研究は新たに開発したフリースタイル用チタ

ン製のセンターディスクをスノーボーダーが試乗

し，その発言・会話に対して計量テキスト分析を

行いスノーボード技術習得ための補助具としての

チタン製センターディスクの有効性を検討した． 
Ⅱ．チタン製センターディスクについて 

センターディスクとはバインディングのパーツ

である．フリースタイル系モデルのバインディン

グの構造はベースプレート，ヒールカップ，ハイ

バック，トウストラップ，アンクルストラップ，

センターディスクから構成されている（図 1）．バ

インディングの役割はスノーボード（板）とブー

ツ（足）を固定することにある．そして直接スノ

ーボード（板）とバインディングを固定（結合）

させているパーツがセンターディスクとなる．セ

ンターディスクの役割として，バインディングと

ボードを連結する足の角度（アングル）の調整，

スノーボーダーの力を板に伝える，雪面の情報を

スノーボーダーに伝えるなどの役割がある． 

 
図 1.バインディングの構造とセンターディスク 

一般的なセンターデイスクはプラスチック，マグ

ネシウム，アルミニウムなどの素材からできてい

る．本チタン製センターディスクはチタンの特性

を生かして軽量（比重 4.51 で銅の約 1/2，鉄の約

60％），高強度（重さあたりではアルミニウムの

約 3 倍，鉄の約 2 倍の強度）30)，薄い形状となっ

ている．なお一般的なセンターディスクとの比較

を表 1 に示した． 
表 1.センターディスクの比較 

 
Ⅲ．方法 

1．対象者と対象データ 

研究対象者は表 2 に示すよう上級者（Pro 
Snowboarders Association ASIA プロスノーボ

ーダーおよび JSBA 有資格者）5 名，中級者 3 名

である．なお表中に参考として研究対象者の技術

スタイル及び競技スタイルを JSBA のカテゴリ

ーに従って示した．技術スタイルのグラウンドス

タイルとはオーリーやノーリーやスピンなどのグ

ラウンドトリックを中心とするスタイル，エアス

タイルとはスノーパークなどのキッカーやテーブ
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ルトップなどでジャンプをするスタイルである．

競技スタイルの HP はハーフパイプ，SS はスロー

プスタイル，SJ はストレートジャンプ，SX はス

ノーボードクロスの略である．なおレベル及びス

タイルの判定はJSBAのC級インストラクター資格

を有する労働安全衛生・事故調査・技能研究を研

究分野とする研究者及び Pro Snowboarders 

Association ASIA プロスノーボーダー資格を持つ

共同研究者が行なった．  
表 2．研究対象者の特性 

 
今回は研究対象者が SNS（social networking 

service）上でチタン製センターディスクを試乗し

ている 8 本の映像を分析の対象とした（表 3）．な

お研究対象者全員がチタン製センターディスクを

使用するのが初めてであった．また試乗する際に

はチタン製センターディスクの素材について説明

をしたが，使用効果や取り付け方法について説明

はしていない. 
表 3．分析対象データ 

 
2. 分析方法および分析手順について 

本研究は分析対象映像の発言および会話の文字

起こしを行い，計量テキスト分析のフリーソフト

ウエアである KH Coder3 を用いて分析を行った.

計量テキスト分析とは内容分析の一種で,質的デ

ータ（文字データ）をコーディングによって数値

化し,計量的分析手法を適用してデータを整理,分

析,理解する方法である 31)-34).また HK Coder の開

発者である樋口は言葉を計量的に分析する意義を,

データ検索による新たな気づき,機械的な分析結

果を第三者に提示することで研究手法が批判・検

討・検証を行うことができ信頼性の向上につなが

る 35)と述べている.本研究の分析手順は KH Coder

を開発した樋口が推奨する手順に従い行なった
31).以下に本研究の具体的な分析手順を示す. 

1)対象データのトランスクリプション:研究対象

者がチタン製センターディスクを試乗している映

像のトランスクリプト化. 

2)前処理の実行(同義語句の統一)：トランスクリ

ブションされた文章を確認して同義語句の統一を

行なった.同義語句の統一に関してはバイン・バイ

ンディング・ビンディングを「バインディング」

に,テク・基礎・テクニカルなどスノーボードの基

礎を学ぶ人を表す言葉を「テクニカル」に，板・

ボードなどスノーボード本体を表す言葉を「板」

に，ダイレクト・直接など雪面の情報が伝わる様

子を「ダイレクト」に,軽量・軽い・超軽量など重

さに対する表現を「軽い」に統一した.  

3)データーのテキスト化：トランスクリプト化し

たデータを KH Coder3 で処理をするためにテキス

ト形式(.txt)によるファイルの作成を行なった. 

4)強制抽出：KH Coder3 分析を行う前に強制的に

抽出する語句の設定を行なった.KH Coder3 の分析

では茶筌（IPADIC：著作権、奈良先端科学技術大

学院大学情報科学研究科自然言語処理学講座松本

研究室）の形態素解析の結果をほぼそのまま利用

しているために,KH Coder3 の品詞体系も茶室の品

詞体系に準じている.そのためにスノーボードの

専門用語であるトーションを“トー”と“ション”

に分解してしまい不十分な分析となる.今回は KH 

Coder3 の機能である「語の取捨選択」機能を使い,

オーリー,トーション,グラウンドトリック,ショ

ートターン,逆エッジ,バタートリックの強制抽出

を行なった．なお以上の作業は JSBA の C 級インス

トラクター資格を有する労働安全衛生・事故調

査・技能研究を研究分野とする研究者及び Pro 

Snowboarders Association ASIA プロスノーボー

ダー資格を持つ共同研究者が行なった．  

5)分析：今回の分析は KH Coder3 が有している頻

出語機能，共起ネットワーク分析機能を用いて行
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った．頻出語機能とはデータ内で多く出現してい

た語を抽出する機能である．共起ネットワークと

は，出現パターンの似通った語，すなわち共起の

程度が強い語を線で結んだネットワークである．

円は語（node）をあらわし，語の出現数（frequency）

に応じて円のサイズが変化する．また円と円を結

ぶ線は共起関係をあらわし，共起の程度（係数：

coefficient）に応じて線の太さが変化する 31,36,37)

という共起を可視化した図である．なお KH Coder3

が有している多次元尺度構成法,階層的クラスタ

ー分析,共起ネットワーク,自己組織化マップの分

析機能の中から,共起ネットワーク分析を選んだ

理由は今回の対象としたデータの情報量（大きい,

小さい）,情報の普及の程度（非常に広く知られて

いる,そこまでは知られていない）との関係から共

起ネットワーク分析を選択した 31)． 

共起ネットワーク分析は初めに「語と語分析」を

行い全体の傾向を把握した．その後スノーボーダ

ーの技術レベルを外部変数に用いて「語と外部変

数見出し分析」を行った．さらに共起ネットワー

クの分析結果を KH Coder の機能である KWIC コン

コーダンス（抽出語が使われている文脈検索）で

検討を行った.共起ネットワーク分析で対象とす

る言葉に注目し,KWIC コンコーダンスで言葉の使

われ方を元のテキストで確認することにより，言

葉がどのような使われ方をしてどのような意味を

持つのかを考察するためである 38.39).さらに本研

究は元のテキストを事例として紹介する際，発言

したスノーボーダーが特定できるようにしている.

この理由であるが本研究はスノーボードのマテリ

アルを使用することによる技術習得貢献への有効

性を検討しているためである．技術の習得過程に

おいて，上級者と中級者が語っていることや,感じ

ていることの水準や内容は異なっており，理解の

水準も異なる．植田 40)は「選手のレベルに合った

内容を理解できる言葉で伝えることは競技力向上

のために必要」とし,狩野 41)も「技能・技術が上

達していない段階では要領を言葉でいっても受け

手には理解されない面もある.しかしある程度上

達してくるとかなり難しい技術上の言葉を理解で

きるようになる」としており， 研究の有効性から

元のテキストをスノーボーダーと共に紹介をした． 

Ⅳ．結果および考察 

今回の分析対象の総抽出語数は 6,333 語で分析

に使用した語数は 2,450 語、解析文は 430 文であ

った。 

1.頻出語分析 

データ内に多く出現していた語の上位 150 位を

表 4 に示した．最も多く出現していた言葉は板で

出現回数は 48 であった．次いで感じ（出現回数

39），思う（出現回数 36），凄い（出現回数 36）で

あった． 

2.共起ネットワーク分析 

1)語と語分析（全体分析：図 2） 

共起ネットワークの分析は，最小出現数 5，最小

文書数 1，共起関係の種類「語−語」，描写する共

起関係の描写を Jaccard 係数により上位 60，語と

語を結ぶ線は「強い共起関係ほど濃い線に」の設

定を行い，Subgraph 分析を行った（以上デフォル

ト設定）. 

分析の結果であるが語の数（node）は 56，線（edge）

として描写されている共起関係の数が 90，社会ネ

ットワーク分析における密度（density）が 0.042

であり 31),比較的強く結びついている語のグルー

プ（Subgraph）の数は 10 であった.なお，図中の

Coefficient は Jaccard 係数で測定した共起の程

度に応じて線の濃淡を変化させる機能で，

Frequency は単語の出現回数を表し出現回数（表 4）

が大きくなると円のサイズも大きくなる機能であ

る．出現した 10 の Subgraph の特徴を以下のよう

に解釈した．  

Subgraph1：チタン製センターディスクを使用す

ることで「生じた変化」に関連するグループ． 

Subgraph2：チタン製センターディスクを使うこ

とで生じた変化の中で「滑りの技術」に関するグ

ループ． 

Subgraph3：チタン製センターディスクを使うこ

とで生じた技術的な変化の中で内力（スノーボー

ダー自身の運動によって板や雪面に力をかけるこ

と）１）を板に伝えやすいことを述べているグルー

プ． 

Subgraph4：チタン製センターディスクの素材で

あるチタンに対するイメージに関するグループ． 

Subgraph5：チタン製センターディスクを取り付
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ける際の困難さに関するグループ． 

Subgraph6：チタン製センターディスクを勧める

対象（人）に関するグループ． 

Subgraph7：チタン製センターディスクの薄さと

軽さに関するグループ． 

Subgraph8：試乗の準備や試乗したいコースに関

するグループ． 

Subgraph9：チタン製センターディスクの欠点を

述べているグループ． 

Subgraph10：チタン製センターディスクを使用す

ることで生じた変化の発言に関するグループ． 

以上となった．次に各グループの詳細を述べる． 

Subgraph1 では，「思う」「言う」「プレートピア

（チタン製センターディスクの商品名）」「ディス

ク」「使う」「変わる」などの発言が多く含まれて

いた．具体的な内容を KWIC 検索の一例で示す.な

お会話の後にある（ ）はスノーボーダーとレベ

ルを表している．「正直，使うまではこのディスク

だけで滑りが変わるとは思ってもいませんでした

（A：上級）」,「夕方でバーンがボコボコなんです

よ.でも跳ねさせられちゃう感じが弱い．本当だっ

たらもっとバタバタってバタつかされて崩される

と思うんですけれどもその感覚が弱い（D：上級）」,

「正直言って僕も悔しい,こんなにも変わるとは

思ってもいなかった（E：上級）」,「チタン製セン

ターディスクを履いた時に感じます気のせいかと

思った.足の裏と雪面が近く，地べた感が凄いなと

思った．（F：中級）」などが一例である．チタン製

センターディスクを使用することで生じた変化の

内容は対象者により様々ではあるが，上級者・中

級者ともにその変化を感じ取ることはできると思

われる． 

Subgraph2 では，「トーション」「カービングター

ン」「感じる」「エッジ」「動き」などの発言が多く

含まれていた．このグループは Subgraph1 で示し

たチタン製センターディスクを使うことで生じた

変化の中で，滑りの技術に関する発言のグループ

といえる．その理由は Subgraph2 のトーションと

表 4．頻出語 
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Subgraph1 使うが点線で結ばれており，この意味

はトーションという語が Subgraph1 に弱いながら

も関連性があると推測されるからである 37,39)．な

おトーションとは本来は板を捻ったときの剛性・

強度のことを指すものであるが，スノーボードで

は内力で板を捻る（操作）という意味でも使われ

ている 42).本研究ではトーションを内力で板を捻

る（操作）の意味において解釈する． 

具体的な内容を KWIC 検索の一例で示す，「板のト

ーションを必要とする滑りはなんでも上達するよ

うな気がする．ターンの動きにも向いている，そ

してキッカーであればキッカーの踏切の時にグッ

とトーションを使って足場を作ってスピンをして

いく，ジブ（注：ジビング．JIBING．人工物を利

用した自由な遊びの意味）であればレール，ボッ

クスに乗った時にトーションを使って逆エッジに

ならないようにするなどそういったトーションを

使うスノーボードの滑りであればなんでも上達で

きると思う（A：上級）」，「板を捻るのがあまりに

も簡単すぎる．柔らかく感じているというよりは，

深く曲げ過ぎてしまう感覚．凄くトーションが掛

かる（E：上級）」，「チタンプレートを付けている

状態と外した状態でカービングターンをすると明

らかに違う（C:上級）」，「少し柔らかいバーンです

けれども硬かったらスペシャルなカービングター

ンができそうな感じがする（F:中級）」が一例であ

る．Subgraph2 の概要を述べると，チタン製セン

ターディスクを使うことにより板を捻る（トーシ

ョン）ことが容易に行えるようになる．その結果，

グラウンドトリックやジビングの際に板のエッジ

を効果的に使ったり逆に解放したりすることが容

易になったり，テクニカル系ではズレの少ないカ

ービングターンが行いやすくなると考えられる．

指導教程や指導書などでも，ボックスでのライデ

ィングにおいてエッジを使うことは転倒のリスク

につながるので 43)エッジが掛かりそうな時は解

図 2. 共起ネットワーク（語と語分析：全体） 

＊図中の囲み線は研究者が追記 
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放することが必要であることや，テクニカル系の

カービングターンを行なう上でも内力によりトー

ションを使うことは有用とされている 42,44)． 

Subgraph3 では，「板」「感じ」「凄い」「力（ちか

ら）」「付く」「加速」などの発言が多く含まれてい

た．このグループの力と付くに関しては出現回数

が板，感じ，凄いよりは低いが 4 つの語と結びつ

いており特徴語であると考えられる 36). 次に特

徴語を中心に KWIC 検索を行なったので一例を示

す．まず力に関する例であるが「センターディス

クが硬いので板，軽い力で板を捻るトーションを

凄く使いやすい．またセンターディスクが歪まな

いので実際に力をグッと伝えている感覚があるの

でカービングターンで踏んでいる時もしっかり乗

れているな，エッジグリップ力があるなと感じた

（A：上級）」，「板をちょっと持ち上げただけで力

の伝わり方全然違う（E：上級）」，「慣れれば勢い

余って転倒した力を，体を回転させる力に変える

ことができる（G：中級）」，「少ない力で加速がで

きる（H：中級）」などであった．次に付くに関す

る例であるが「板が付いてくる．上に引き上げる

のが軽くなった感じ（A：上級）」，「なんだろう？

板が雪面に吸い付いている．上手く表現できない

（E：上級）」，「両足をつけたのですけれども，な

んか俺吸い付くような気もします（F：中級）」，「ビ

スと板が直にくっ付いているこの薄さで．本当に

動かしやすい（G：中級）」などが一例である．加

速に関しては「本当に加速しやすいです（H：中級）」

などであった．また力と加速が両方使われていた

発言に「板から力が逃げないので減速せずに，ど

んどん加速する（B：上級）」があった．以上

Subgraph3 は特徴語である力に関連しており，軽

い力でトーションが可能，ノーマルセンターディ

スクよりも力が板に伝わる，操作がし易いなどス

ノーボーダー自身の内力を板に容易且つ正確に伝

えられることが述べられている．また後述するが

Subgraph4 には同じスノーボーダーの発言で元の

センターディスクに戻したら加速しなくなったと

いう発言もあり，チタン製センターディスクの力

を伝える性能が高いことが推察できる． 

Subgraph4は Subgraph3と類似している内容であ

り，発言は「チタン」「感覚」「プレート」「硬い」

の 4 つが含まれていた．KWIC 検索の一例は「プレ

ートが歪まないので，伝えている感覚がある（A：

上級）」，「自分のセンターディスクに戻したら、加

速が全く無かった．最後に自分の（センター）デ

ィスクに交換して滑ったがプレート全体が（沈黙）

結構イライラした（H：中級）」などであった．プ

レートとはベースプレートのことでチタン製セン

ターディスクに変えるとベースプレート全体の硬

さの感覚も変化することが推測される．また

Subgraph4 の「プレート」が点線で Subgraph2 の

「感じる」と繋がっており，関係性を KWIC 検索か

ら検討したが Subgraph1「使う」と Subgraph2「ト

ーション」との関係性のように特徴的で意味のあ

る関係性を見出すことはできなかった。 

Subgraph5 では，「アングル」「じゃあ」「角度」「取

り付ける」の 4 つが含まれていた．KWIC 検索の一

例は「酷評できる点はアングル角度です，アング

ル角度の調整が難しかった．あとはメリットしか

見つからなかった（D：上級）」，「取り付ける上で

アングル角度が分かりにくい（E：上級）」などで

ある．このグループはチタン製センターディスク

を取り付ける際の困難さに関するグループといえ，

チタン製ディスクの短所を表している．取り付け

が困難な理由として，研究対象者がチタン製セン

ターディスクを試乗した時はまだ試作品であった

ため通常センターディスクについている，アング

ル角度を調整する目盛りがない状態であった，そ

のためにこのような結果になったと考えられる． 

Subgraph6 は，「人」「滑る」「実際」「見る」の 4

つが含まれていた．このグループはチタン製セン

ターディスクを勧めたいレベルやスタイルについ

て述べられている．具体的な発言内容を KWIC 検索

の一例で示すと「例えばグラウンドトリックをや

っていると，稀にノーマルディスクが割れる人が

います．何故かというと物凄い力で板を引き上げ

たり，捻ったりする動作を何回も繰り返すからで

す．パワフルな人はディスクが陥没して割れるこ

とがあります，そのような経験のある人はこのデ

ィスクは良いと思う．（A：上級）」、「板に取り付け

る穴が 4 ヶ所固定式なのでセンタリングができな

い．センタリングは必要ないという人やスノーボ

ードを快適に滑りたい，少しでも上達したい人に
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はお勧めです（D：上級）」，「パークを滑っている

人は使った方が絶対有利です．中級以下の方でも

違いが実感できる人は実感できると思う（E：上級）」

などの発言であった． 

Subgraph7 では，「本当に」「薄い」が含まれてお

り，チタン製センターディスクの薄さと軽さに関

係するグループである．KWIC 検索の一例は，「チ

タンにするって、薄くて軽いの（A：上級）」，「も

う本当に薄い（E：上級）」，「ディスクが薄くなり，

ジャンプとかしたら足が痛かなと不安です．（F：

中級）」などチタン製センターディスクの薄さと軽

さが傑出している内容であった． 

Subgraph8 は「試す」「付ける」が含まれている

内容で試乗に関する内容であった．KWIC 検索の一

例は「大きなバーンでより踏んでみて試してみた

い（B：上級）」，「みんなに絶対試してもらいたい

（D：上級）」などである． 

Subgraph9 は「センタリング」「楽しい」が含ま

れた内容で，Subgraph5 と類似したチタン製セン

ターディスクの短所に関する内容であった．KWIC

検索の一例は「ビス穴がもう固定なので，センタ

リングをするためのバインディングを前後にずら

す機能が付いていない．（A：上級）」、「センタリン

グができると絶対買です（H：中級）」などチタン

製センターディスクの欠点に関するグループであ

る．チタン製センターディスクは通常のディスク

と異なり（図１）板に取り付ける 4 つの穴が固定

式である．そのために板に取り付けたバインディ

ングを前後に調整するセンタリングが出来ない．

センタリングとはブーツの中心とスノーボードの

横幅を調整する 3）,45)ことである．センタリングの

調整を行うことでヒールターン中に踵が雪面に接

触するドラグ（drag）を防止したり，爪先・踵か

らエッジまでの距離を調整したりすることでトウ

サイド・ヒールサイドのターン中に適切なエッジ

ングが可能となる． 

Subgraph10 は「違う」「全然」が出現してお

り,Subgraph1 と同様にチタン製センターディス

クを使用することで生じた変化に関係するグルー

プ で あ る .Subgraph10 の 特 徴は Coefficient

（Jaccard 係数：0.54）が図 2 の中で最も強い結

びつきとなっている（濃い線）.具体的な発言内容

を KWIC 検索の一例は「持った感じは元々の既存デ

ィスクと比べて然軽さが全然違う．後で測ってみ

ようかなと思うが重さがまず軽い（A：上級）」，「両

足付けたのだが違う．板と一体感が増した気がす

る．凄い，全然違う（D：上級）」，「ディスクを変

えたら滑りが変わるなんて想像できない．でも履

いて板をちょっと持ち上げただけで全然力の加わ

り方が違う（E：上級）」，「滑りが全然違う．道具

で変わる（H：中級）」などである．  

2)レベル別分析：語と外部変数見出し分析（図 3） 

次に上級と中級，両レベルにおけるチタン製セン

ターディスクの有効性を検討するために，スノー

ボーダーのレベルを外部変数として共起ネットワ

ークの「語−外部変数・見出し」分析を行なった． 

分析の設定は最小出現数 5，最小文書数 1，共起関

係の種類「語と外部変数見出し」，描写する共起関

係の描写を Jaccard 係数により上位 60，語と語を

結ぶ線は「強い共起関係ほど濃い線に」の設定に

て分析を行った． 

上級者と中級者の異なり及び共通して強い結び

つきの語を図 3 に示した．まず両レベルに共通し

て結びつきの強い語は「板」「感じ」「思う」「言う」

「良い」などであった．上級者に強い結びつきの

語は「使う」「プレートピア（チタン製センターデ

ィスクの商品名）」「トーション」「カービングター

ン」「バインディング」などで，中級者は「本当に」

「加速」「結構」「薄い」「低い」などの語と結びつ

きが強かった．なおこれらの語に対して KWIC 検索

を使い元の文脈でどのように使用されているのか

を確認して，スノーボードの技術に関連する語を

抽出した． 

まず両レベルに共通していたスノーボードの技

術に関する語は「力」であった．全体分析の

Subgraph3 で述べたようにチタン製センターディ

スクを使うことによりノーマルディスクよりも力

（荷重）を確実に板に伝えることが可能となる．

その結果トーションが使いやすくなったり，板を

確実に撓ませたりすることが可能となり，中級者

の加速や上級者のトーション及びカービングター

ンの発言につながったと推測される． 
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中級者の「加速」であるが，加速は上級者が具備

している技術要素の一つであり中級者が習得しな

ければならない技術の一つである．その理由は，

JSBAでは 1級検定のフリーライディングの着眼点

に「斜面状況にあったボードコントロール，流れ

の良い運動と滑走」があり，A 級・B 級インストラ

クター検定にも「コントロールされたスピード」

という項目がある 46)．すなわち減速は減点の対象

となり，外力（重力，遠心力，雪面抗力，摩擦抵

抗，空気抵抗，地形変化）が影響する状況下で速

度維持や減速した場合には加速しなくてはならな

い場面も生じる．また SAJ の日本スノーボード教

程では採点競技であるハーフパイプの採点方法と

して「回転数が高く，ジャンプが高いほど採点は

上がる」47)としておりパイプ内で加速させること

がポイントとなる．中級レベルのスノーボーダーH

はハーフパイプを主なスタイルとしているので

「加速する」ことに対して印象を持ったと推測さ

れる（Subgraph3 を参照）．このことから中級者が

チタン製センターディスクを使用することで加速

感を体験できると共に，ターンの山周りや落下で

の加速方法や板への荷重方法などを理解すること

が可能となり，加速の技術を習得するための補助

となることが考えられる． 

次に上級者の「トーション」「カービングターン」

について述べる．先ずトーションに関しては、グ

ラウンドトリックやカービングターンを行う際に

先行動作として行われる．具体的にはスピンを行

う際の足場固めであったり，カービングターンで

はソールがフラットな状態から角付へ移行する際，

トーションを使い前足のエッジから雪面を捉えた

りするものである．次にカービングターンに関し

図 3. 共起ネットワーク 

（語と外部変数見出し：レベル別） 
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ては前述のトーションを効果的に使えるようにな

ると共に，Subgraph3 の「ノーマルディスクより

も力が板に伝わる」にあるように板のフレックス

（柔らかさ、撓り）を効果的に利用できるように

なることが窺える．上級者においてトーションが

活用しやすくなるチタン製センターディスクを使

用することはスキルアップに有効であると考えら

れる．その理由は JSBA スノーボード教程の上級者

に「上級者になるとさまざまな技術の習得と熟練

が必要になりますが，劇的なレベルアップが見込

めなくなってくる段階です。実際の滑走だけでは

なく，視覚や理論も併用して技術習得の補助が必

要」48)と記載されているからである．このことは

様々な方法でスキルアップを図ることが必要であ

り，チタン製センターディスクを補助具として使

うことで上級者においてもスキルアップが行える

可能性が示唆された．  

Ⅴ．まとめ 

本研究は新たに開発したフリースタイル用チタ

ン製センターディスクの技術習得補助具としての

有効性を検討した．方法はスノーボーダーが試乗

し SNS 上で公開している映像に対して KH Coder3

を用いて計量テキスト分析を行い，共起ネットワ

ークの「語と語分析」と「語と外部変数見出し分

析」を行った．語と語の分析からは滑りや技術に

関する内容と共に，勧めるべき対象や取り付け時

の短所などに関する内容が抽出された．一方，語

と外部変数見出し分析ではスノーボードの技術を

中心とした内容が抽出された．具体的には「語と

語分析」では 10 の Subgraph が出現し，Subgraph1

から 3 はディスクを使用したことにより生じた変

化に関するもので，1 は感覚の変化，2 は滑りの変

化，3 はスノーボーダーの内力の変化に関するも

のであった．また Subgraph4 は素材，Subgraph5

はディスク装着の困難さ，Subgraph6 は勧めるべ

き対象，Subgraph7 は薄さと軽さ，Subgraph8 は試

乗，Subgraph9 はディスクの欠点，Subgraph10 は

Subgraph1 と同様に感覚の変化であった．次に「語

と外部変数見出し」であるが，レベル間で共通し

てみられた技術に関する変化は「力」であった．

チタン製センターディスクを使用することで力

（荷重）を適確に板に伝えられるというものであ

った．中級者で特徴ある語は「加速」であった．

チタン製センターディスクを使用することで加速

感を体験できると共に，加速のタイミングや板へ

の荷重方法を理解することが可能となり，技術習

得の補助となることが示唆された．上級者で特徴

ある語は「トーション」「カービングターン」であ

った．上級者になると劇的なレベルアップは期待

できなくなる．その中において板のトーションを

効果的に使うことができること及び質の高いカー

ビングターンが行えることは技術の向上が期待で

きると考えられる． 
以上のことから中級者・上級者においては「力（荷

重）」，中級者においては「加速」，上級者において

は「トーション」「カービングターン」に関する技

術の習得に対して，チタン製センターディスクは

補助具として有効的であると考えられた． 
Ⅵ．本研究の限界と今後の課題 

本研究の限界であるが，今回は中級者と上級者が

対象であるために，初心者・初級者に対する効果

は不明である．また本研究は SNS で紹介された 8
本の映像を分析しており編集者の恣意が含まれて

いる可能性がある．そのために研究の信頼性を担

保するため SNS や雑誌に対する先行研究 49,50)や

プロスポーツチームや裁判事例などの先行研究
51-55),KH Coder の作者である樋口の「計量テキス

ト分析及び KH Coder の利用と展望」で紹介した

応用研究 56)などを踏襲して研究デザインを決定

した．今後は初心者・初級者を含めて検討すると

ともに，使用者の先入観を除外するためにダブ

ル・ブラインド・テスト（double blind test；DBT）
的な手法を取り入れることも必要と思われる．ま

た上級者の多くが発言していた「トーション」に

関しては運動学的解析や動力学的な解析を行い，

スノーボーターが発揮しているトルクやタイミン

グ等を定量的に示して検討する必要性がある．  
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Abstract 

In order to explain the significance of overseas educational cruise that has continued for half a century, the 

purpose of this study was to find out its value after organizing the uniqueness and immutableness parts of the 

educational program. There are three uniqueness part of overseas educational cruise. The first is the utilization 

of the marine research and training vessel "Bosei Maru", the second is the experience at sea and on the ground, 

and the third is the process for implementing an educational program. There are three immutableness parts. The 

first is two limited training routes, the second is the program content at sea and on the ground, and the third 

is the number of team officers and the composition. There are three significances of overseas educational cruise. 

The first is the value of an educational program that includes uniqueness and immutability. The second is that 

the founding spirit of Tokai University is at the root. The third is that we have continued full-body education 

since the first, based on the spirit of founding Tokai University. Tokai University founder Shigeyoshi Matsumae's 

four words, an educational program based on the spirit of founding, reminded us of the significance of overseas 

educational cruise. I hope that the value will be inherited and enhanced. 

 
 
Ⅰ．はじめに 

東海大学ではユニークな実践教育の場として

大学が所有する実習船かつ国際航海旅客船でもあ

る海洋調査研修船「望星丸」で,海外研修航海とい

う独自性を活かした豊かなプログラム実施してい

る.1986年の第 1回航海以来,半世紀に渡って一度

も途切れることなく歴史と伝統を継承する本研修

航海を通じて訪問した地は 70 箇所にのぼり,航海

日数は 2306 日,研修に参加した学生は 4034 名,団

役員（教職員）は 683 名である.この航海は学校法

＊１ 東海大学体育学部スポーツ・レジャーマネジメント学科 
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人東海大学傘下の大学・短大生（第 31 回からは外

国人留学生を含む）が学部学科の枠を越え,船とい

う限られた生活環境に集い,大自然の中で様々な

ことを学び,各寄港地では現地の大学などと国際

交流を実践し,国際的視野を広げる企画を実施し

ている.2019 年度第 51 回目の海外研修航海は,航

海半世紀の歴史を踏まえ生涯の理想を求める船旅

としての原点に立ち戻り,新たな一歩を踏み出す

航海として出航直前まで準備を進めてきた.しか

し, 世界中で拡がりつつあった新型コロナウィル

スにより,第 51 回海外研修航海は 2020 年 2 月 10

日（出航 10 日前）にやむなく中止が決定された.50

年もの間,海外研修航海が継承されたのは本研修

の価値や意義を分かち合う経験者の経験知の賜物

である 1）. 

そこで本研究の目的は,海外研修航海の教育プ

ログラムとしての独自性と不易性を整理したうえ

でその価値を見出し,コロナ後の再開に向けて海

外研修航海の意義を再明示することである. 

研究方法は,主に第 51 回海外研修航海や松前重

義関連資料並びに文献,東海大学ホームページに

掲載されている活動記録を参考にし,教育プログ

ラムとしての独自的並びに不易的な部分を整理す

る.そのうえで,海外研修航海の意義を説くことを

試みる. 

Ⅱ．教育プログラムとしての独自性 

1．海洋調査研修船「望星丸」の使用 

東海大学ホームページ海洋調査研修船「望星丸」
2）によれば,海洋調査研修船「望星丸」は,（2,174

国際総トン）1962 年に日本初開設の海洋学部の海

洋実習および調査・観測のほか,学園全体としての

海外研修航海,地域社会の青少年に対する海洋思

想の普及活動を目的として航行している.大学独

自の研究だけでなく,日本の海洋調査船の中でも

総合的海洋調査機能をもつ調査船であることから,

文部科学省,農林水産省等の各省庁,および大学研

究機関より委託研究を受け,海洋に関する国家プ

ロジェクトの調査船として数多くの調査研究を行

い,そこで得られたデータは様々な分野で役立て

られている.最近では,地球科学的な視点に立つ調

査研究も多く行われ,環境問題や資源問題に新た

な視野を拓くものとして,内外から高い評価を集

めている. 

海外研修航海はこの海洋調査研修船「望星丸」

を使用し,1986年の第 1回航海から 2019年の第 50

回まで南太平洋やアジア諸国を巡りながら,船内

の限られた生活環境の中で,教員や仲間との共同

生活を通じて協調性を養い,より豊かな人間形成

を図り,人間性を培うことを目的としている.本研

修の特徴的な独自の教育プログラムの一部分であ

る. 

2．洋上と陸上における経験 

1）洋上での 3 つの経験 

多くの研修団員（学生と教職員）にとって海外

研修航海は初体験である.普段の生活では簡単に

飛行機で到着することができる場所にも,望星丸

を使用することで何日もの時間をかけて陸上の目

的地（寄港地）に辿り着く. 

1 つ目の経験は,松前 3）によると,全身体活動を

通して自然の厳しさと美しさに気づくことである.

大海原は時として船舶を引き裂くような荒波を起

こし,また風が一切なく揺れを全く感じることな

い凪を生み出す.どちらも自然の一面であり,それ

らの環境下で自身や仲間の存在の大きさを肌で感

じ,自然と共生することの尊さを己の経験として

受け止め,一人の人間として大切なことに気づく.

人間の自然に対する責任など,これから地球の中

でどのように振舞うべきかなどを真剣に考え,研

修中の行動の変化に繋がり,研修後も継続され続

ける. 

2 つ目の経験は,本研修に参加した多くの学

生・教職員が海洋調査研修船「望星丸」の内部を

知る機会がプログラムの一つとして組まれている

ことである.具体的には,入港に際しての官庁手続

きや船員事務管理などマネジメントを担う事務部

について,船の操縦,船体の保守,積み荷の管理を

行う甲板部について,食材調達・調理や食材保管場

所の倉庫や調理場などを担う調理部ついて,ウェ

ットラボ・ドライラボに分かれた各種観測機器類

の管理・使用する観測部について,船を動かす根幹

を管理運営する機関部について五感を使って学ぶ

ことができる. 
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表 1：船内の 1 日の生活 3 つ目の経験は, 

船内生活である.

船内では基本的

には規則正しい

生活を送る（表

1）.6 時起床に

始まり,点呼・体

操後は,班ごと

に学生食堂,階

段,廊下（2nd）,

シャワー室・ト

イレ,廊下（Lower）,後部甲板の掃除を毎日行う.

掃除に関しては,寄港地に入港する際には大掃除

が半日かけて実施される.7 時半から朝食,9 時か

ら午前プログラム,昼食,13 時から 16 時半は午後

プログラム,17 時から夕食,18 時から 21 時半ごろ

までは各種ミーティング,点呼,22時消灯が 1日の

流れである.比較的余裕があるようにみえるが,実

際には行事や研修など学生主体の企画が多く,各

自複数兼務していることから日々ミーティングや

準備をしている状況である.また気象条件によっ

ては体調不良になることもあり,陸上とは異なる

環境で予定通り事が進まないこともある．船内生

活は限られた空間で原則 1 部屋 8 人の共同生活送

る.研修期間中は仲間と寝食を共にし、友情を育み,

人との関わりや生きる知恵を得るために,非効率

でありながらも時間をかけて答えを導きだすよう

な努力と考察を重ねる経験をする 3）.日々便利な

ものに囲まれた陸上での日常生活とは全く異なり，

人間味溢れた生活を船内で送る. 

2）地上（寄港地）での経験 

1986年の第 1回航海から 2020年の第 51回の航

海まで海外研修航海の航路はアジアと南太平洋の

2 航路である.1996 年の第 28 回は世界一周をして

いる.第 1 回の航路はアジアであったことから,第

51 回は海外研修航海が始まって以来半世紀が過

ぎ,原点回帰かつ新たな一歩を踏み出す意味でア

ジア航路に決定した.アジアと南太平洋航路の大

きな違いは,行程の長さである.前者は日本から近

距離のところに寄港地が点在しているため,行程

日数が比較的短く,寄港地の数は多い.後者は赤道

を越えて南太平洋諸国に向かうため,行程日数が

長く,寄港地間の移動にも時間がかかり寄港地数

は少ない. 

地上（寄港地）での経験は第 51 回の研修計画

を参考にして解説する（表 2）. 

 

第 51 回では東京を出港し横浜に帰港する 38 日

間の海外研修航海期間中に合計 5 つの寄港地（4

か国）を巡る予定であった.1 つ目は那覇（沖縄）

で,歴史と文化に触れることをテーマとし,少人数

のグループや全体での研修予定していた.グルー

プ研修は学生が自ら研修目的を考え行動計画を立

て団役員の指導と確認の上で実施される.全体研

修はあらかじめ研修団として考案したプログラム

である.2 つ目はコタキナバル（マレーシア）で,

自然と文化をテーマとし,全体,選択別,グループ

別での 3 つのタイプの研修を予定していた.コタ

キナバルでは比較的時間の余裕が取れたことと研

修生が自ら行動できる範囲の治安が良好であるこ

とから,地上での研修スタイルの幅を拡げること

を試みた.選択別研修は,その中で複数のプログラ

ム（2-3 つ）を用意し,研修生が事前に選択し参加

する仕組みである.3 つ目はバンコク（タイ王国）

で,大学交流と文化がテーマであった.大学交流は

東海大学がアジア諸国における国際貢献の象徴と

する一つのタイ王国・モンクット王ラバカン工科

大学（以下,KMITL と略す.）で日本語を学ぶ学生

との交流を予定していた.前学長の髙野教授 4）は,

東海大学は大学が果たすべき使命として当時

（2011）,「教育」「研究」「社会貢献」に加え,「国

際貢献」を明確に掲げ,アジア諸国をはじめ諸外国

に向けて積極的な学術支援の取り組みを,国際交

流・国際貢献を通して世界で活躍できる教養人を

育成していくことが求められていることに照し合

せて説明した.さらに,この考えは創設者・松前重

義博士が掲げた建学の精神に通じるものとし,「松

前博士は,建学当初から『他分野を理解し,他分野

表 2：第 51 回海外研究航海で予定していた地上研修 
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の人たちと協働できる能力が大切だ』と説いてい

たこと挙げ,自分自身と違うものを受け入れると

いうことは,まさに国際交流の基本である」と述べ

ていた.海外研修航海の教育プログラムにも 2011

年の数年前から留学生も参加できるようになった.

東海大学と KMITL の交流は長い歴史があり,1965

年に KMITL の前身であるノンタブリ電気通信大学

の卒業生を編入学生とし別科日本語研修課程,工

学部通信工学科に受け入れたことに始まる.その

後 KMITL とは国際貢献から発展し,学術協定協力

を結び幅広い学術交流を展開している 4）.歴史

的・学術的・人材的繋がりの深い KMITL との大学

交流は第 51 回の中心的な地上（寄港地）研修の一

つであった.4 つ目はダナン（ベトナム社会主義共

和国）,5 つ目は基隆（台湾）で,歴史と文化をテ

ーマに掲げいずれの寄港地でも 2 つのタイプの研

修を予定していた.両寄港地ともに東海大学の同

窓会（ダナンは 2020 年に設立）があり,多くの卒

業生が活躍している.とくに台湾に関しては歴史

的に親日国であるため,治安も良く,公共交通機関

も日本のシステムを取り入れ充実していることか

ら,第 51 回の最終寄港地における研修学生に対す

る主体的な教育プログラムとしてグループ別研修

を考えていた. 

 地上（寄港地）での経験は第 51 回の寄港地研修

を例に挙げた.いずれの寄港地でも学生の主体性

を意識し,教育要素を含む経験ができる研修を用

意していた. 

3．教育プログラム実施に向けたプロセス 

第 40 回以降,教育プログラムの基本的な枠組み

は,航路が南太平洋でもアジアでも大きく変わら

ない.しかし,学生と団役員は毎回異なる顔ぶれに

なる.そのため教育プログラムを遂行するにあた

ってのプロセスは各回で新たに練り直し構築して

いる.構築方法は各々異なり,舵取り役は団役員の

中で副団長という役職に就いた教員が概ね務める.

例えば,副団長がプロセスの枠組みを決め,内容を

団役員が考える場合もあれば,プロセスも内容も

副団長を中心としながら全団役員が役割分担しな

がら決定する場合もある.両者にはそれぞれにメ

リットとデメリットがある.前者のメリットは短

時間で決定事項が生み出せる一方,デメリッㇳは

副団長の負担が他の団役員よりも非常に大きくな

る傾向が強い.後者のメリットは全団役員が共通

理解のもと役割を分担しながらプロセスを歩みこ

とで情報共有がしやすい一方,デメリットは副団

長以外の団役員も通常の授業や業務以外に本研修

に対し研修以前から多くの時間を割いて協力して

もらう必要がある.第 51 回は後者の方法を取り,

教育プログラム実施に向けて全団役員でプロセス

を歩む方法を選択した.その結果, 本研修が本格

的に始まる以前に団役員間では情報共有だけでな

く相互理解も深めることができ,研修団の中での

他者承認が各々の意識向上に繋げられた. また第

51 回は 1986 年の第 1 回から半世紀の歴史を歩み

続けた海外研修航海の新たな一歩として,「原点に

戻る」「新たな第一歩」5）,「歴史を踏まえ,歴史を

作る」6）という言葉を念頭に置き本研修直前まで

プロセスを積み重ねてきた. 

Ⅲ．教育プログラムとしての不易性 

1．研修航路 

海外研修航海の航路はアジアと南太平洋の 2つ

である（表 3）. 

全 51 回の海外研修航海のうち,アジア航路は 9

回,南太平洋航路は 41 回,世界一周は 1 回（1996

年,第 28 回）である.研修航路は,南太平洋航路が

全体の 4分の 3を,アジア航路が 4分の 1を占めて

いる.第 1 回と第 51 回のコースである（表 4）. 

コースを比べると,重なる寄港地が那覇,基隆,

バンコクと寄港地の半数を占める。選択された寄

港地を見ても第 51 回は第 1 回の歴史を踏まえて,

新たな一歩としての歴史を創るためにふさわしい

寄港地研修が計画されていた.海外研修航海を 50

年の間一度も途切れることなく継続し,航路を 2

つに限定し積み上げてきた研修諸国との関係は,

表 3：海外研修航海の航路と航海回数 

表 4：第 1 回と第 51 回のコース 



海外研修航海の意義 価値ある教育プログラムとして 

2020-50 37 

言うまでもなく教育プログラムの「変わらない」

良さから生み出される「継続－繋がり－信頼」を

築く一側面である. 

2．プログラム内容 
1）洋上プログラム 

研修学生が自ら企画運営する洋上プログラム

は,大きく研修と行事に分けられる（表 5）. 

 

研修は,幅広い教養と基礎知識を身に付けるた

めの多岐な分野に渡る洋上講座,英語コミュニケ

ーション力を磨く語学講座,救命救急,調査（寄港

と船内）が設けられている.これらの中で寄港地調

査は地上プログラムの寄港地研修を充実させるた

めに,学生自身が事前調査・実際（研修）・事後報

告という一連のプロセスを通じた学びがある.行

事は,スポーツ大会,大学交流,洋上卒業式,卒業生

を送る会,Farewell Party とクラブ活動がある.い

ずれも学生が主体で企画・運営する. 

洋上での活動は,出航前に事前に企画内容を凡

そ決定し,必要な道具や材料を限られた予算の中

で揃え,荷積みを行う必要がある.実施直前の最終

打ち合わせや予行練習などは船上活動になること

から出航前の準備が非常に重要である.船上では

気象条件により日程や実施場所の変更に臨機応変

に対応する場面がしばしばある. 

2）地上（寄港地）プログラム 

地上プログラムは寄港地研修と大学交流の 2 つ

である.まず寄港地研修は地上（寄港地）での経験

（Ⅱ.2-2））で先述したが,研修方法は全体・選択

別・グループ別の 3 つのタイプがある.そのうち全

体は全研修学生が同じ内容で研修するのに対し,

選択別は 3-4 の選択肢があるため研修内容に違い

が生じる.グループ別研修は 5-6 人の少人数で自

由に計画を立て行動するため多様な研修内容が展

開される.第51回を例にすると,表2のように寄港

地が沖縄・コタキナバル（マレーシア）・バンコク

（タイ王国）・ダナン（ベトナム社会主義共和国）・

基隆（台湾）の 5 つあり,テーマに歴史・自然・文

化を示したように寄港地には世界遺産が多く,民

族の歴史や文化,自然環境に直接触れることで

各々が人間を取り巻く環境に対して考察し,思考

の幅を広げることに繋がることを期待していた.

さらに学生が多面的に物事を捉えるために,寄港

地調査では,寄港地の数に合わせたグループを編

成し,自ら調べ発表することを通して,より深く考

察するきっかけを各自持つことができる時間を用

意した.その目的は寄港地研修を充実したものに

するために,各寄港地について詳細な調査を事前

に出航前と船上で行い,発表を通して研修団全体

で共有し理解を深めることができることである 7）.

具体的な内容は自然環境・歴史・文化・観光地・

産業・信仰や宗教・その他国によって異なる政治・

経済・社会について多面的な観点から詳細に調査

する.自然であれば動植物や気候を,文化であれば

戦争（沖縄戦やベトナム戦争）も含む一側面では

なく包括的に捉え文献・各種資料・インターネッ

トを駆使して情報収集し整理する 7）.発表は発言

者にとっては聴講者がいることで分かりやすく伝

達するための工夫を凝らすことで,自身での深い

理解へと繋がる.聴講者は自らの思考に留まらず

新たな発見や気づき,興味関心の広がりが促され

る.寄港地調査から得られた知識や考察は,実際の

研修で人類普遍の課題へと考察が広まり,前学長

髙野教授４）による「これからの時代の国際交流は,

日ごろからともに学び,ともに働く,すなわち“協

働”でなければならい」という意味に非常に近い

部分で研修ができ,グローバルな視点を培う一役

を担っている.また PDCA サイクルを活かし事後報

告を様々な発表形式で行うことで振り返りと改善

点が見つかり,次の寄港地調査の内容や発表に繋

がる相乗効果が得られる.地上プログラムの一つ

の寄港地研修は事前調査や事後報告と連動し,プ

ロセスを踏むことでより有意義な学びの機会とな

る. 

次に大学交流はアジア航路の場合は特に東海

表 5：洋上プログラム（研修と行事）の内容（第 51 回） 
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大学にとってもアジア地域にある大学と数多くの

協定を結ぶ中で,タイ王国・モンクット王ラバカン

工科大学（KMITL）は地上（寄港地）での経験

（Ⅱ.2-2））で先述した通り,1965 年から前身大学

からの留学生が東海大学に入学した時以来長い歴

史を共に歩み築き上げてきた絆と信頼を背景に持

つ中で第51回はその歴史の1ページに足跡を残す

機会であった 4）6）.次の時代における世界経済の

牽引役としての動向が国際的にも注目される

ASEAN 諸国を始めとしたアジア諸地域であり, そ

の中で若者同士の交流や,多様な歴史・自然や文化

を持つアジア諸国での国際交流は極めて大きな意

味を持つとともに大きなチャンスと位置付けてい

た 3）. 

3．団役員数と団役員構成 

第 40回から第 51回までの団役員数と団役員の

構成である（表 6）.  

団役員数は第 40 回が 15 名,第 41 回から第 45

回は 14名,第 46回から第 48回が 13名,第 49回と

50 回が 14 名,第 51 回は 15 名である.団役員の構

成は団長と副団長が各 1 名,医師が 2 名（航海日数

の半分で入替えのため,前後半 1 名の配置）,看護

師 1 または 2 名（第 51 回は医師と同様に前後半入

替えのため各 1 名）,教員が 6-7 名,職員が 2-3 名

である.医師と看護師を除いた団役員（団長と副団

長を含む）は 7 キャンパスと 1 フィールドに広が

る大学 19 学部と短大から万遍なく選出されため,

多岐に渡る分野から団役員が構成される.各団役

員は個人としても異なる背景を持つため,例えば

洋上プログラム中の洋上講座は,多彩な魅力的か

つユニークな内容に溢れている.団役員数と団役

員の構成は過去十数年ほとんど変わらない.医師

と看護師が研修を通して帯同していることは海外

研修航海にとって安全を確保する上で最も不可欠

である.各回の選出された団役員の顔ぶれにより,

唯一無二な団役員のイメージが作られる. 

Ⅳ．海外研修航海の意義 

1．教育プログラムとしての価値 

海外研修航海の教育プログラムとしての独自

性と不易性に着目しこれまで述べてきた.独自性

には海洋調査研修船「望星丸」の使用,洋上と陸上

における経験（洋上での 3 つの経験,地上（寄港地）

での経験）を,不易性には研修航路,プログラム内

容（洋上プログラム,地上（寄港地）プログラム）,

団役員数と団役員構成を挙げた.教育プログラム

における独自性は私立大学としての東海大学の価

値を高め,不易性は東海大学の歴史,信頼と誇りを

築き上げ,アジア諸地域並びに南太平洋諸国での

価値を生み出している. 

2．東海大学の建学の精神 

海外研修航海は東海大学の創立者松前重義が

掲げた四つの言葉を踏まえた教育プログラムであ

る.松前重義は自らの人生の中で,内村鑑三と出会

い彼の思想に深く感銘を受け,また敗戦後の国の

復興を教育によって成し遂げた近代デンマークの

歩みに心打たれ,「国造りの基礎は教育にあり,教

育を基盤としてより良き社会として平和国家を築

こう」と決意したとされ,デンマークの国民高等学

校の教育を模範としながら東海大学の原点となる

「望星学塾」を開設し,四つの言葉を掲げた 8）9）10）. 

 

若き日に汝の思想を培え 

若き日に汝の体躯を養え 

若い日に汝の智能を磨け 

若き日に汝の希望を星につなげ 

 

これらの言葉は東海大学の建学の精神であり,

変わることのない一貫した東海大学の教育の方針

である 11）.人道主義,人格主義に基づく正しいも

のの考え方,見方を確立させる思想教育が極めて

大事とし,身体を鍛え,知能を磨くとともに,人

間・社会・自然・歴史・世界等に対する幅広い視

野と思考力,一人ひとりが人生の基盤となる思想

を培い,心を通い合わせることができる豊かな心

を持ち,人生の意義について共に考えつつ将来と

いう希望の星に向かって生きていこうと語りかけ

ている 11）12）13）14）.東海大学は創立者の精神を受

表 6：団役員数と団役員構成（第 40 回以降） 
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け継ぎ,明日の歴史を担う強い使命感と豊かな人

間性を持った人材を育てることで「調和のとれた

文明社会を建設する」という理想を高く掲げ,現在

も歩み続けている 14）15）16）.また国の行方も人類の

将来も,これに携わる人間の思想に左右されるこ

とを身をもって体験した松前重義は,兼ねてから

目指していた「思想を培う教育、文科系と理科系

の相互理解をめざした教育」を東海大学のなかで

実践した 17）18）.お互いに理解し合える要素を学生

時代に養うこと,つまりは互いがそれぞれの立場

を尊重し合って手を握り,前進してゆく態勢がつ

くれれば,日本という国の発展が助長されると考

え,大学の方針に入れたのである 17）.松前重義が

教育に託したものは,人類の幸福と平和の実現に

向かって,明日の歴史づくりを担う人材の育成で

あった.松前重義が生きた当時も今も現代社会の

変化は激しく,私たち人類の未来にも様々な難問

が横たわっているからこそ,高い理想をもって未

来をみつめていくことが,いま私たちに最も求め

られているという意味が「希望を星につなぐ」に

込められている 19）20）21）22）. 

3．海外研修航海と建学の精神 

 海外研修航海のねらいは東海大学の海洋調査研

修船「望星丸」と使用して海外の諸国を訪問し,

多様な自然や文化に触れることで,国際的な視野

を獲得し,実体験に基づく世界観と人生観の確立

を目指している.また船内という限られた空間と

環境の中での共同生活を通して,豊かな人間形成

を図ることであるとする 23）.これらは創設者の松

前重義が掲げた四つの言葉,「建学の精神」に合致

している.第 51 回海外研修航海は 2019 年 12 月か

ら世界中に一気に広がった新型コロナウィルスの

感染が原因で,2020 年 2 月に中止を決定した.1 年

が過ぎようとする今も第 3 波というこれまでに経

験のしたことのない感染者拡大に直面している.

まさに目まぐるしく変化する社会の中でどんなに

時を経ても変わらない普遍的な存在としての海外

研修航海は,若者が兼ね備えている無限の可能性

を信じ,高い理想を持ち歩み続けることの価値を

踏まえ,半世紀に渡って一度も途切れることなく

継続してきた.その歩みは「希望を星につなぐ」に

込められた意味を十分に踏まえて体現してきた証

である 5）.このように海外研修航海は建学の精神

として受け継いできた創設者の意志を引き受け,
歴史を積み重ねてきた. 
Ⅴ．まとめ 

本研究では半世紀に渡って継続してきた海外

研修航海の意義を説くために,教育プログラムと

しての独自性と不易性を整理したうえでその価値

を見出すことを目的とした. 

海外研修航海の独自性は 3つある.1つ目は海洋

調査研修船「望星丸」に乗船し,船内の限られた生

活環境の中で共同生活や寄港地での研修など非日

常性を有していることである.2 つ目は洋上と地

上の経験である.洋上では全身体活動を通して自

然の厳しさと美しさに気づくこと,海洋調査研修

船「望星丸」の内部を知る機会がプログラムの一

つとして組まれていること,規則正しい船内生活

を送ることの 3 つである. 地上ではアジア諸国と

南太平洋諸国ともに東海大学と繋がりを重視し教

育要素の含む寄港地研修を用意していることであ

る.3 つ目は教育プログラムの実施に向けたプロ

セスにメリットとデメリットがあり,かつ各回の

団役員の構成メンバーによって遂行方法が異なる

ことである.海外研修航海の不易性は 3 つある.1

つ目は研修航路がアジアと南太平洋の 2 つの航路

に限定されていることである.研修諸国とは将来

性のある国際交流・国際関係を築いている.2 つ目

は洋上と地上におけるプログラム内容である.洋

上プログラムは研修と行事があり,学生にとって

新しい知識や興味関心が持てる講義や,学生の主

体性を生かした準備・企画・運営できる内容があ

る.地上プログラムは寄港地での研修に留めるの

ではなく PDCA サイクルを活用し,事前調査や事後

報告をすることで全体でより理解を深め,研修中

を通して評価・改善をすることを意識している.3

つ目は団役員数と団役員構成である. 団役員数は

15 名前後であり,医師と看護師が研修中随時帯同

し,教職員は全学 19 学部と短大から万遍なく選出

され,多岐に渡る分野から団役員が構成される. 

海外研修航海の意義は 3つある.1つ目は独自性

と不易性を含む教育プログラムとしての価値であ

る.2 つ目は東海大学の建学の精神が根底にある

ことである.3つ目は変化の著しい現代社会に生き
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る若者に対し,自身の可能性を信じ高い理想を持

ち歩み続ける建学の精神を踏まえ,第 1 回の海外

研修航海からこれまで全身体活動的教育を継続し

てきたことである. 

Ⅵ．結びに 

1986 年の第 1 回に始まる海外研修航海は,半世

紀に渡って「望星丸」という船を活用しながら非

日常性を有した教育を通してその価値を構築して

きた.2020 年 2 月に予定していた第 51 回は,世界

中に拡がった新型コロナウィルスにより止むを得

ず中止する決断を下した.この機に東海大学の創

設者松前重義の四つの言葉である建学の精神を根

底に置いた教育プログラムである海外研修航海の

意義を改めて意識し,見直すべきことは精査した

うえで改善していくことが,再開後の海外研修航

海の価値を高め,継承し続けていくことの一助と

なると期待する. 
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Abstract 

The purpose of this study is to research the YouTube channels of prefectures and grasp the trends of exercise 

promotion videos. Under the influence of the COVID-19 pandemic, there is a secondary damage caused by lack of 

exercise. In this situation, local governments are working to eliminate the lack of exercise. Among them, I focused 

on exercise promotion videos on YouTube channels in prefectures. Eleven prefectures have uploaded exercise 

promotion videos, accounting for 23.4% of the total. There was no significant difference between the presence 

or absence of playlists and video views. In addition, there was no significant difference between the presence 

or absence of publication on the homepage and video views. In the future, I would like to research the recognition 

of exercise promotion videos and consider the exercise style required by local resident in COVID-19 pandemic. 

 
 

Ⅰ．緒言 

2019 年末に発症が報告された新型コロナウイ

ルス（以下，COVID-19）により健康づくりにも影

響が出ている．2020 年 12 月現在，健康づくりの

活動やスポーツ活動は制限が緩和しつつあるが，

施設によって時間や人数の制限，運動種目の制限

がされており，COVID-19 の発症以前と比べると健

康づくりの運動の自由度や質は低下していると考

えられる．COVID-19 の影響で，従来のような生活

を送ることが困難となり，ストレスや不安の増大

が懸念される．このようなコロナ禍においての活

動制限の不安要素に運動不足が挙げられている１）．

＊１ 東海大学大学院体育学研究科体育学専攻修士課程  ＊２ 東海大学体育学部生涯スポーツ学科 
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実際に，高齢者の身体活動時間が 2020 年 1 月と 4

月を比較すると大幅に減少したと報告されている
2）．2020 年 4 月に緊急事態宣言が日本政府より出

されたが，その宣言中の自粛期間も含め，運動不

足による健康への二次被害の問題が指摘されてい

る．この問題への対応としてスポーツ庁は，運動

不足による健康への二次被害を予防するためのガ

イドラインを掲載している 3）．ガイドラインでは，

運動不足に加え，ウイルス感染への不安によるス

トレスの蓄積や，在宅勤務やオンライン授業の導

入による座位行動の増加での腰痛・肩こりなどの

疲労も健康二次被害として指摘している．このよ

うな中で，新しい生活様式でのスポーツのあり方

が注目され， Information and Communication 

Technology（以下，ICT）の更なる活用が進められ

ている．健康づくりの ICT の活用には主にメール

や電話を用いた運動啓発や運動実践状況の確認，

ウェアラブル端末を用いた身体活動量の測定があ

る．その他に，地方自治体はコロナ禍でも健康づ

くりのための運動を実施できるような「運動指導

動画」を配信する方法も行っている． 

ところで，大学生の行動変容に関して，運動・

スポーツの情報入手方法は，「無関心期」以外は「イ

ンターネットの動画」であるという報告がある 4）．

運動指導動画を用いての運動は，コロナ禍での運

動不足解消の第一歩に適していると考えられる．

近年，注目されている情報発信ツールに「ソーシ

ャルメディア」がある．ソーシャルメディアは事

業組織，行政，中間支援組織，市民など，多様な

人たちとの情報交流を行うことができる．この情

報が社会参画の契機となる可能性もあると言われ

ている 5）．また，薮本らは情報提示順序の確定性・

表現の多様性・信頼性の確保など 8 つの特性から

企業・組織の動画活用の有効性を論じている 6）．

地方自治体は導入のしやすさや，住民への普及状

況を鑑み，ソーシャルメディアで動画共有サービ

スの一つである YouTube を積極的に活用している．

YouTube は個人または団体でアカウントを持つこ

とができ，撮影した動画をインターネット上に公

開し，誰もが視聴することができる．都道府県も

YouTube に各々のチャンネルを持ち，動画を撮

影・編集し公開している．インターネットの利用

において，YouTube 等の動画共有サービス利用率

の合計加重平均は 76.8％7）である．小寺（2011）

は，「YouTube には利便性，情報性，再現性，社交

性という効用が存在すると見ることができる．」8）

と述べており，これらは YouTube のメリットであ

ると考えられる．さらにいつでもどこでも気軽に

視聴ができること，運動指導動画であれば動作の

確認が分かりやすく，動作の秒数や呼吸の確認も

でき，視聴しながら行うことができる． 

しかし，運動指導動画について，地域住民に認

知・利用されているのかは十分に把握されていな

い．健康増進法では地方公共団体は健康増進に必

要な技術的援助を与えることに努める，国民は健

康の増進に努めなければならない旨が記載されて

いる．したがって，地方自治体は健康づくりや身

体活動促進のための施策を提示し実行を促す役割

があり，住民はそのサービスを受ける権利がある．

動画を用いた普及方法であれば，視聴されなけれ

ば健康づくりを進める上では意義が低い．また，

視聴の目安となる動画の再生回数等について，都

道府県間を比較したような報告は認められず，視

聴させたい住民へ認知されていない可能性がある．  

 以上のことから，本研究では各都道府県の

YouTube チャンネルについて，以下の項目の状況

を調査し，運動指導動画の動向を把握することを

目的とする． 

・各都道府県の YouTube チャンネルの登録者数 

・YouTube チャンネル内の運動指導動画の有無 

・YouTube チャンネル内での再生リストの有無 

・都道府県ホームページでの YouTube チャンネル

の掲載の有無 

・運動指導動画の再生回数 

 
Ⅱ．方法 

1．主要概念の定義 

1）運動指導動画 

本研究での運動指導動画とは，自宅でできる体

操・運動・ストレッチ・軽いトレーニングなどの

健康づくりのための運動を目的とするものを指す．

動画を視聴しながら運動を行うことが出来るもの

が対象である． 
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2）都道府県の YouTube チャンネル 

各都道府県は情報発信のため公式 YouTube チャ

ンネルを開設している．運動指導動画以外にも

COVID-19 関連の情報や県議会の様子，観光地の PR

動画などが公開されている． 

3）再生リスト 

 再生リストは公開された動画を種類やジャンル

ごとに分類し，整理するための機能である．運動

指導動画は，「健康」や「健康づくり」のリストと

して分けられていることが多い． 
4）ホームページでの YouTube チャンネル

の掲載 

 都道府県の公式ホームページではトップページ

に SNS（Social Networking Service）のページや

YouTube チャンネルのリンクが掲載されているケ

ースがある．このような掲載をすることによって

アクセスがしやすくなることが考えられる． 
 
2．対象 

対象は都道府県の公式 YouTube チャンネルに上

げられている運動指導動画を対象とした．調査対

象の動画は 2020 年 3 月 13 日から 2020 年 12 月 2

日までに公開された動画である．なお，2020 年 3

月 13 日は新型インフルエンザ等特別措置法の施

行が可決された．  

 
3．調査方法及び統計解析 

1) 各都道府県の YouTube チャンネルの登録者数

と運動指導動画の有無，再生リストの有無，ホー

ムページでの掲載の有無を調査した． 

2) 運動指導動画を公開している都道府県につい

て，運動指導動画の本数とそれぞれの動画の再生

回数を調査した． 

3) 運動指導動画を公開している都道府県につい

て，再生リストの有無の二群に分け，動画の平均

再生回数に有意な差が認められるか対応のない t

検定を行った．有意水準は 5％とした． 

4) 運動指導動画を公開している都道府県につい

て，ホームページでの掲載の有無の二群に分け，

動画の平均再生回数に有意な差が認められるか対

応のない t検定を行った．有意水準は 5％とした． 

 

Ⅲ．結果 
1．各都道府県の YouTube チャンネルの登

録者数と運動指導動画の有無 

表１に各都道府県の YouTube チャンネルの登録

者数と運動指導動画の有無，再生リストの有無，

ホームページでの掲載の有無を示した（2020 年 12

月 2 日現在）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 各都道府県の YouTube チャンネルの登

録者数と運動指導動画，再生リスト，ホーム

ページ掲載の有無 

 都道府県 登録者数 動画 リスト HP掲載
北海道 17,500
青森 6,720
岩手 24,800 〇 〇 〇
秋田 8,610
山形 3,240
福島 12,800 〇 〇
茨城 137,000
栃木 3,550
群馬 17,600
埼玉 5,580 〇 〇 〇
千葉 3,460
東京 145,000
神奈川 26,300 〇 〇 〇
新潟 2,450
富山 1,280
石川 406
福井 1,640
山梨 12,000
長野 653 〇 〇 〇
岐阜 788
静岡 10,800
愛知 1,340
三重 1,730 〇 〇 〇
滋賀 7,630
京都 5,650
大阪 5,630
兵庫 2,470
奈良 209
和歌山 3,290
鳥取 15,200 〇 〇
島根 8,310
岡山 13,500
広島 4,450
山口 668
徳島 7,760 〇 〇 〇
香川 8,600
愛媛 7,590
高知 5,670
福岡 3,860 〇 〇
佐賀 3,300
長崎 1,410
熊本 1,750
大分 4,800
宮崎 1,340 〇 〇
鹿児島 2,680 〇
沖縄 6,410
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宮城県はチャンネル登録者数非公開のため，表

からは除外した．都道府県の YouTube チャンネル

の登録者数の平均は 12,335.3 人（中央値 5,190

人）であった．運動指導動画をアップしている県

は，岩手県，福島県，埼玉県，神奈川県，長野県，

三重県，鳥取県，徳島県，福岡県，宮崎県，鹿児

島県の 11 県であり，全体の 23.4％であった． 

 

2．運動指導動画を公開している都道府県

の動画の本数と平均再生回数 

 表 2 に運動指導動画を公開している都道府県の

運動指導動画の動画数と平均再生回数を示した

（2020 年 12 月 2 日現在）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各都道府県の間には動画数，平均再生回数とも

にばらつきがあることが分かる． 

 
3．再生リストの有無と平均再生回数 

運動指導動画を公開している都道府県の再生

リストの有無による動画の平均再生回数に関して，

対応のない t 検定を行った．再生リストを設けて

いた都道府県は，岩手県，埼玉県，神奈川県，長

野県，三重県，鳥取県，徳島県，福岡県であった．

再生リストの有無と平均再生回数に統計的に有意

な差は認められなかった（t=-1.60, p=0.14）． 

 

4．ホームページでの掲載有無と平均再生

回数 

運動指導動画を公開している都道府県のホー

ムページでの掲載有無による動画の平均再生回数

に関して，対応のない t 検定を行った．ホームペ

ージで掲載があった都道府県は，岩手県，福島県，

埼玉県，神奈川県，長野県，三重県，徳島県，長

崎県であった．ホームページの掲載有無で動画の

平均再生回数に有意な差は認められなかった

（t=0.43, p=0.67）． 

 

Ⅳ．考察 
本研究では各都道府県の YouTube チャンネルに

ついて，5 つの観点から運動指導動画の動向を把

握することを目的とした．各都道府県の YouTube

チャンネルの登録者数について，平均が 12,335.3

人であった．平均である 12,335.3 人は日本人口に

対して，約 10,000 人に 1 人しか登録していない割

合だと考えられる．茨城県の「いばキラ TV」の登

録者数と茨城県の人口の比を考えると，約 20 人に

1 人が登録している計算になる．これに比べると

都道府県全体の YouTube チャンネルが認知されて

いるとは言い難い．また，仮説として新型インフ

ルエンザ等特別措置法の施行が可決されたことで，

都道府県が運動不足の解消を促すために，運動指

導動画を作成し公開することを想定していたが，

実際は 11 県（23.4％）と少ない状況であった．一

方で，運動指導動画を公開している都道府県は動

画の本数にばらつきがある．また，鳥取県や神奈

川県といった動画本数の多い都道府県は運動の種

類や部位別に動画を分け，第 1 回，第 2 回などシ

リーズ化し動画を公開しているなど運動指導動画

について積極的に公開していた． 

再生リストの有無と運動指導動画の平均再生

回数について，二つの間に有意な差は認められな

かった．再生リストの有無が運動指導動画の再生

回数の増加に影響はなかった．本来，再生リスト

はキーワードを検索した際，関連動画がまとめて

上位に表示され，再生回数の増加に繋がるといっ

た役割があるものの，十分にその役割が果たされ

ていない可能性がある．また，ホームページでの

YouTube チャンネルの掲載の有無と平均再生回数

表 2 運動指導動画を公開している都道府県の

運動指導動画の動画数と平均再生回数 

 都道府県 動画数 平均再生回数
岩手 17 626.9
福島 5 24203.2
埼玉 3 449.3
神奈川 15 349.7
長野 9 314.1
三重 1 9551.0
鳥取 24 1665.8
徳島 4 722.5
福岡 3 474.0
宮崎 1 12.0
鹿児島 4 587.8
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についても，二つの間に有意な差は認められなか

った．都道府県のホームページに YouTube チャン

ネルの掲載があることで宣伝の役割となる．宣伝

により動画を視聴しやすくなることが期待された

が，本研究の結果では再生回数の増加には影響し

ていない可能性がうかがえた． 

茨城県の公式 YouTube チャンネルの「いばキラ

TV」は都道府県の公式 YouTube チャンネルの中で

動画掲載本数，総再生回数，チャンネル登録者数

の 3分野において 2016年 1月に日本一を達成して

いる 9）．本研究において茨城県の公式 YouTube チ

ャンネルには，運動指導動画は認められなかった

が，47 都道府県の中でも公式 YouTube チャンネル

の視聴に繋げる動画広報が成功している県といえ

る．なお，茨城県では，マスコットキャラクター

や人気の高い YouTuber の動画出演によって注目

を集める工夫がなされていた． 

YouTube など動画サイトの広がり，Web サイト

での動画公開，テレビ放送のデジタル化，携帯電

話による新しい動画配信サービスなど映像コンテ

ンツの活用は今後さらに加速する 10）．このように

行政の動画広報は，社会のトレンドに合わせて，

時代に適合したプロモーションを進めていくこと

が有効である．例えば，運動指導動画もその都道

府県が出身である著名人を出演させることで注目

を集めるような工夫が考えられる．また，視聴者

が動画を視聴する際には，文章や単語よりもサム

ネイル（視認性を高めるために加工や縮小した画

像）が優先されている 11）ことから，ターゲットや

内容が伝わることに加え興味を抱かせるようなサ

ムネイルを作成することも重要ではないかと考え

られる． 

今後の課題としては，都道府県が作成する運動

指導動画について，地域住民に対しての認知度や

必要性を詳細に調査し，コロナ禍での地域住民が

求める運動様式や視聴してもらえる動画作成に役

立てることが必要であると考えられる． 
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Abstract 

The purpose of this article is to provide a report on Tokai University’s practical online classes for health 

and sports subjects during the Covid-19 pandemic. These health-and-sports classes were conducted through a 

task-based learning style (TBL) in on-demand remote classes. This report indicated that these remote classes 

were beneficial as a learning system for both the knowledge and theory of sports science. However, our findings 

suggest that on-demand remote classes do not meet all the needs of our students and that regular face-to-face 

classes for first year students is necessary for their education. 

 
 

Ⅰ．はじめに 

2020 年に世界的に流行した新型コロナウイル

ス感染症(以下、COVID-19)は日本においても甚

大な影響を及ぼした。2020 年 4 月には緊急事態

宣言が発令され、外出の自粛などの行動制限や社

会・経済・教育活動における様々な制限により市

民生活も大きな影響を受けることとなった。当然

ながら Covid-19 は大学教育にも大きな影響を及

ぼし、文部科学省(2020)によると 2020 年 5 月時

点では全国の大学のうち 90.0%が遠隔授業によっ

て授業を実施しており、従来の授業形態を大きく

変更せざるを得ない状況となった。東海大学にお

いても 2020 年度春学期の授業開始が 5 月 11 日に

延期され、全ての授業を遠隔で実施することが決

定された。 
東海大学では健康スポーツ科目という名称で

＊1 東海大学体育学部生涯スポーツ学科  ＊2 東海大学体育学部競技スポーツ学科   

＊3 東海大学スポーツ医科学研究所  ＊4 東海大学体育学部体育学科   
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体育実技科目が必修としてカリキュラムに位置付

けられており、全国のキャンパスにおいてそれぞ

れの特徴を生かしつつ授業が展開されている。健

康スポーツ科目は、“健康と体”とテーマに学ぶ「健

康・フィットネス理論実習」と“生涯スポーツ”

をテーマに学ぶ「生涯スポーツ理論実習」の 2 科

目計 2 単位から構成されている。これらは、健康

と体育・スポーツ活動の意義を学び、将来の人生

をより豊かにできるようなライフスタイルを身に

付けることを目標とし、「若き日に汝の体躯を養え」

という建学の精神に則るとともに、「広く自らの歴

史観、世界観、人生観を培い、社会に対する強い

使命感と豊かな人間性を備えた人材を育成する」

という東海大学の教育目標に寄与する科目として

設定されている。また、健康・体力面だけでなく、

初年次教育としての位置づけも併せ持ち、仲間と

ともに身体活動を体験することで、「友達づくり」

や「仲間との信頼関係づくり」もねらいとしてい

る。そのため、東海大学の全学生は、学科ごとに

指定された健康スポーツ科目を第 1 セメスターと

第 2 セメスターに履修することなり、その履修者

は湘南キャンパスだけでも約 5,000 名にも及ぶ。

また、これだけの大人数に対して必修の体育実技

科目を展開するためには授業コマ数や担当教員の

確保が必要となり、湘南キャンパスにおいては年

間 150 コマ以上の授業が開講され、延べ 350 名の

教員が本授業を担当している。これほど大規模に

必修の体育実技科目を展開している大学は極めて

稀である。2020 年春学期はこの健康スポーツ科目

も Covid-19 対策として遠隔授業で開講されるこ

ととなり、急きょ授業内容ならびに運営体制を変

更することとなった。 
本稿は、2020 年度春学期に東海大学において実

施された健康スポーツ科目の遠隔授業の組織的実

践を記録するとともに、その実践を通して導かれ

た体育実技科目における遠隔授業の有用性と課題

を明確化することを目的とする。この知見は、大

学教育における新しい生活様式下での体育実技科

目の授業内容ならびに授業運営にとって有益な示

唆を与えるものとなるであろう。なお、健康スポ

ーツ科目の授業形態は各キャンパスにおいて異な

るため、本稿においては湘南キャンパスの事例を

中心に取り上げることとする。 
 

Ⅱ．2020 年度春学期における健康スポー

ツ科目の概要 

2020 年度 春 学期 の 健康 スポ ー ツ科 目 は

Covid-19 対策により遠隔授業として開講され、一

般体育研究室特設サイト(以下、特設サイト）によ

る課題提示と授業支援システム(以下、LMS）を

用いたレポート提出というオンデマンド形式によ

る課題学修型の授業として展開された。学生は、

各自で特設サイトにアクセスし、掲載された「学

修計画書」に基づいて授業内容や課題を確認し、

教科書ならびに参考資料を用いて自己学修のうえ、

LMS を用いてレポートを提出するというサイク

ルを毎週実施することとした。 
学修計画書とは、単元ごとの「テーマ」「授業

目的」「教科書該当ページ」「キーワード」「学修の

進め方・内容」「課題」「参考資料」「レポート評価

基準」といった授業に必要な情報をまとめたもの

であり、教科書の内容に沿って作成した。特設サ

イトを通じて毎週日曜日に学生に配信を行い、こ

の学修計画書によって全履修者が統一された内容

で学修を行うことが可能となった(資料 1）。 
授業内容については、14 回の授業回数を維持し

たうえで、教科書の内容を網羅する形で各単元の

テーマを設定した(表 1、表 2）。基本的には、教科

書を基本とした座学による課題学修であり、健

康・フィットネス理論実習においては一部運動を

実技による課題を取り入れたが、生涯スポーツ理

論実習では実技を取り入れなかった。理由は、オ

ンデマンド型の遠隔授業においては、学生の体調

や体力・技能レベル等を把握できないうえに、当

時は外出自粛などの行動制限の程度が不透明であ

り、学生の安全性が十分に確保できないと判断し

たためである。また、他大学の体育授業で散見さ

れた学生の運動実践を動画等に記録して提出させ

るような課題については、学生のインターネット

環境の確保や大容量のデータをやり取りするイン

ターネットシステムの整備が不十分であったため

見送ることとした。 
遠隔授業における教材は、健康スポーツ科目に

用いるために東海大学一般体育研究室で編集した
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教科書「健康・フィットネスと生涯スポーツ 三訂

版」(大修館書店）を引き続き使用した。加えて、

WEB サイトや NHK オンデマンド等の動画教材

を参考資料として学修計画書によって提示した。

学生自身が独自で参考資料を検索することも認め、

その場合は出典を明示するよう指示をした。一方

で、海外にいる学生の教科書購入は一つの課題と

なった。出版社からの情報提供により、海外から

も注文が可能な WEB サイトを学生に伝えて教科

書購入を促すとともに、参考資料を提示して課題

回答を求めるなどの対応を行った。 
また、運動制限のある学生や自身の障害や特性

から通常の授業での履修が困難な学生を対象とし

て「個別クラス」を開講していたが、遠隔授業へ

の切り替えに伴い、実技を行わなくても学修を進

めることができるため、2020 年度春学期について

は開講を取り止めた。なお、学生からの要望があ

った場合には開講できる体制は整えていたが、学

生からの要望はなかった。 
レポートは大学が導入していたLMSを用いて、

WEB システム上から提出させた。レポート提出

期限は曜日時限関係なく統一を図り、学修計画書

の提示(毎週日曜日 21:00）から 2 週間後(月曜日の

0:00）に設定した。レポートの評価は、提出によ

る基礎点と内容による実習評価点によって構成さ

れ、評価基準や点数の配分を学修計画書に記載し

て学修課題の明確化と透明性の確保に努めた。 
出欠席の確認については、レポートの提出をも

って出席として扱い、シラバスの規定通り全授業

回数の 2/3 以上の出席がある者を成績評価の対象

とした。成績評価は、単元ごとのレポートの合計

点により行った。定期試験は、対面・遠隔いずれ

においても試験環境を整えることが不可能であっ

たため実施しなかった。

 

 
 資料 1 学修計画書サンプル 
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Ⅲ．授業運営体制と授業運営説明会 

湘南校舎における健康スポーツ科目は、1 年次

生ならびに再履修者の合計約 5,500 名が履修する

大規模な科目である。2020 年度春学期は 80 コマ

の授業が開講され、のべ 180名の教員が担当した。

そのため、遠隔授業への切り替えにあたり、授業

内容の統一と授業の質の担保が課題となった。ま

た、多数の教員が関わるため学生への情報提供を

一元化する必要があった。その課題に対応するた

めに、一般体育研究室の構成教員によりプロジェ

クトチームを立ち上げて授業内容の検討と授業運

営を行った。プロジェクトチームは 5 名で構成さ

れ、全体統括、学修計画書の作成、学生対応、特

設サイトの運営、LMS の設定、学生・教員への情

報発信などの業務を分担し、授業運営体制を整え

た。学生に対する授業内容の提供はすべてこのプ

ロジェクトチームが担い、その他の授業担当教員

は提出されたレポートの採点業務を中心に担当す

ることとなった。 
また、健康スポーツ科目の授業担当教員への情

報提供のため、授業期間中の毎週土曜日に全 14 回

の一般体育授業運営連絡会を web 会議にて実施し

た。連絡会の様子は動画にてレコーディングを行

い、特設サイトの教員専用ページから随時視聴で

きるようにした。主な内容は以下の通りである。 
 ① 授業課題の説明 
 ② 課題採点のポイント解説 
 ③ 学生からの質問と回答 
 ④ 授業担当教員からの質問と回答 
 ⑤ LMS の使い方の説明 
 ⑥ 大学からの最新情報 

連絡会を開催することで、担当教員が授業内容

やレポート採点、学生への対応について共通の理

解を持つことができた。また、実際の授業で起こ

っている事例や問題点、その解決策を共有するこ

とができた。 
 

Ⅳ．健康・フィットネス理論実習の授業

内容と変更点 

健康・フィットネス理論実習は、健康的な生活

習慣を身につけることに重点を置き、健康に関す

る理解を深めるとともに、自己の体力に応じたフ

ィットネスの実践能力を習得することを目的とし

た科目である。2019 年度までは、ガイダンス(1
回)、体力測定(2 回)、健康づくりのための運動の

理論と実践(9 回）、健康に関する知識や考え方を

学ぶための講義(2 回）の計 14 回の授業により構

成され、さらに定期試験として筆記試験を実施し

ていた。自己の体力に応じたフィットネスの実践

能力を習得することを重視していたため、授業内

容は実技を中心に展開されていた。具体的に学生

は、まず体力測定を実施したうえで、エアロビク

ス運動、筋力トレーニング、コンディショニング

運動(ストレッチングやコーディネーショントレ

ーニング)という 3 つの運動領域について理論を

学びながら運動を実践する形態をとっていた。 
しかしながら、2020 年度春学期については遠隔

授業に伴い、理論の理解を重視した課題学修を中

心として展開し、実技(運動の実践)は最小限にと

どめた。授業内容の構成はガイダンスとまとめ(2
回)、建学の精神と健康スポーツ科目の意義に関す

る学修(1 回)、教科書等をもとにした健康・体力・

運動実践に関する課題学修(8 回)、3 つの運動領域

に対応した課題学修(3 回)の計 14 回となり、定期

試験は実施しなかった(表 1)。 
遠隔授業における実技については、3 つの運動

領域の単元において、実践方法や運動強度の設定

方法を提示したうえで、学生自身が無理のない範

囲で運動を実践し、その感想を課題として提出さ

せた。しかしながら、Covid-19 による社会情勢や

学生の健康状態などにより実技を実施できない場

合を想定し、実技に替わる課題も併せて提示して、

実技を行わなくてもレポートが提出できるよう選

択肢を用意した。一方で、毎回の学修計画書には、

教員が外部媒体に掲載していた既存の WEB サイ

ト(写真や動画)を活用し「やってみよう！本時の

運動実践」として健康づくりのための運動プログ

ラムを提示して運動の実践を促した。「やってみよ

う！本時の運動実践」については、健康管理のツ

ールとして学生に活用してもらうことを目的とし

たため成績評価には加えなかった。 
 
 Ⅴ．生涯スポーツ理論実習の授業内容と

変更点 
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生涯スポーツ理論及び実習は、生涯を通じたス

ポーツライフスタイルの獲得に重点を置き、スポ

ーツの持つ「おもしろさ」などを学び、ライフス

テージに応じたスポーツの楽しみ方と実践能力を

修得することを目的とした科目である。 
2019 年度までの授業形態としては、ガイダンス

(1 回)、生涯スポーツに関する講義(1 回)に加え、

２種目のスポーツを 6 回ずつの実技授業を通して

学習し、実技授業においては適宜それぞれの種目

のルールや戦術などの理論の講義を実施していた。 
しかし、2020 年度春学期においては、理論の理

解を重視した課題学修によるオンデマンドによる

授業を展開した。授業内容は、まず、授業前半は、

ガイダンス(1 回）、建学の精神と東海大学におけ

る QOL を通して健康スポーツ科目が開講されて

いる意義を理解する内容(1 回)、スポーツの概念や

本質的な価値に関する内容(1 回)、「する」「みる」

「支える」「知る」といった様々なスポーツの楽し

み方を理解する内容(4 回)について学修を進めた。

授業の後半からは、スポーツの実践として「球技・

集団」「個人・ネット競技」「個人競技」「アウトド

アスポーツ」「武道」といった分類で各種のスポー

ツ種目の歴史や特徴、ルール、基本技術、ゲーム

の楽しみ方を中心に広く学修した(5 回）、13 回目

の授業では、これまで学んできた内容を踏まえ、

大学生活においてどのようにスポーツを楽しみ、

卒業後も生涯にわたってスポーツにどのように関

わっていくかを自分のキャリアや将来像と関連し

て考えさせる内容とし(1 回）、最後に次学期の健

康スポーツ科目の説明を行った(表 2）。 
学修計画書は、教科書の内容に沿って、教科書

の執筆者とも相談したうえで作成した。各単元で

受講者に学修してもらいたいテーマや目的、学修

の進め方を明確にした上で、課題を提示した。こ

の学修計画書には参考とする教材として、教科書

以外に NHK オンデマンドや参考となる動画、関

連した Web サイトなどを掲載し、受講者が課題に

対して自ら考え、主体的に課題に取り組めるよう

にした。 
従来は受講者が選択した２種目のスポーツ種

目の実技を中心に授業を展開していたが、2020
年春学期については、設備や用具が自宅では十分

に用意できないことや体力や健康状態の把握が十

分に実施できず受講者の安全性が担保出来ないこ

とから、実技は実施しなかった。 

 
 
 

 
 

2019年度まで 2020年度春学期

第1回 ガイダンス ガイダンス

第2回 ●体力測定１ （ 屋内種目） 健康・ スポーツ科目の意義とQOL

第3回 ●体力測定２ （ 屋外種目） 運動・ 休養と健康

第4回 講義１ （ 健康とフィ ッ ト ネスについて） 食事と健康

第5回 ●エアロビクス運動１ （ 基礎） 喫煙・ 飲酒・ 薬物乱用と健康

第6回 ●エアロビクス運動２ （ 応用） 生活習慣病

第7回 ●エアロビクス運動３ （ 発展） 体力とは

第8回 ●筋力ト レーニング１ （ 基礎） ト レーニングの基本原則と実践方法

第9回 ●筋力ト レーニング２ （ 応用） ●エアロビクス運動の理論と実践

第10回 ●筋力ト レーニング３ （ 発展） ●筋力ト レーニングの理論と実践

第11回 ●コンディ ショ ニング運動１ （ 基礎） ●コンディ ショ ニング運動の理論と実践

第12回 ●コンディ ショ ニング運動２ （ 応用） こころの健康と運動中の安全管理

第13回 ●コンディ ショ ニング運動３ （ 発展） 自らの日常生活と健康

第14回 講義２ （ まとめ） 来学期の健康スポーツ科目について

定期試験 有 無

●は実技を含む

表 1 健康・フィットネス理論実習における授業内容 
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Ⅵ．遠隔授業特設サイトと授業支援シス

テムについて 

1．特設サイトと LMS の活用 

 2020 年 4 月 3 日、2020 年度春学期授業の開始

が 5 月 11 日に延期されることと同時に、開講授

業は原則インターネットを活用した授業(オンラ

イン授業等）で行われることが大学公式ホームペ

ージより発表された。それから約１ヶ月間で「東

海大学体育学部遠隔授業特設サイト」を整備し、

5 月 7 日に約 5,500 名の健康スポーツ科目履修者

に公開した。特設サイトには、学生へ授業内容・

課題を提供するほか、授業の進め方、担当教員へ

の情報提供、学生の相談窓口などの機能を持たせ、

レポートの提出と採点のみ LMS を使用した。 
 
2．特設サイトの必要性 

 全学部必修科目である健康スポーツ科目を遠隔

授業で実施するにあたり、運用上の問題点は以下

の通りであった。 
① 遠隔授業でも提供する授業内容や採点基準を

一定に保つ必要がある。 
② LMS では、ファイルサイズの大きいリッチコ

ンテンツを提供できない。アクセスが集中す

ると、システムがダウンしてしまう可能性が

ある。 
③ LMS の利用について学部ごとに利用制限が

設けられたため、授業曜日時限と LMS 利用

時間帯が一致しない。また、1 日 90 分の LMS
利用時間内では、動画を閲覧する、必要な情

報を調べてレポートを作成するなどは難しく、

実際の学修や課題への取り組みは、LMS 外で

行える必要がある。 
④ 教員によって IT リテラシーが異なるため、

授業実施や採点の方法に複数のツールは使わ

ず、できる限りシンプルにする必要がある。 
 これらの問題を解決するため、一般体育研究室

が運営する特設サイトを作成することとした。学

内のシステムに依存しない特設サイトから授業内

容・課題を全履修者に対して同時に提供すること

で、授業の平等性を保ちつつ、アクセス制限や授

業曜日時限の問題を解決することができた。一方、

学内の LMS は履修登録システムとリンクしてい

るため、レポートの採点から成績算出まで行える。

そのため、レポートの提出と採点には LMS を使

用することで、授業担当教員が使うツールを統一

し、採点業務の円滑化を図るとともに、IT リテラ

シーの差による影響を最小限に抑えた。 
 

2019年度まで 2020年度春学期

第1回 ガイダンス ガイダンス

第2回 ●1種目目 健康・ スポーツ科目の意義とQOL

第3回 スポーツと生涯スポーツ

第4回 スポーツの楽しみ方（ する）

第5回 スポーツの楽しみ方（ 見る）

第6回 スポーツの楽しみ方（ 支える）

第7回 スポーツの楽しみ方（ 知る）

第8回 日常生活とスポーツ（ 講義） スポーツの実践（ 球技･集団）

第9回 ●2種目目 スポーツの実践（ 個人･ネッ ト 競技）

第10回 スポーツの実践（ 個人競技）

第11回 スポーツの実践（ アウト ド アスポーツ）

第12回 スポーツの実践（ 武道）

第13回 大学生とスポーツ（ まとめ）

第14回 来学期の健康スポーツ科目について

定期試験 無 無

●は実技を含む

曜日時限ごとに開講された下記の種目より 、 適
宜選択する。
サッ カー、 卓球、 柔道・ 護身術、 テニス、 陸上競技、
剣道、 ソフト ボール、 ラグビー、 バレーボール、 バス
ケッ ト ボール、 バド ミ ント ン、 ハンド ボール、 空手
道、 ゴルフ

曜日時限ごとに開講された下記の種目より 、 適
宜選択する。
サッ カー、 卓球、 柔道・ 護身術、 テニス、 陸上競技、
剣道、 ソフト ボール、 ラグビー、 バレーボール、 バス
ケッ ト ボール、 バド ミ ント ン、 ハンド ボール、 空手
道、 ゴルフ

表 2 生涯スポーツ理論実習における授業内容 
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3．特設サイトの構成と運用 

 特設サイトの作成には、ホームページ作成ツー

ル「jimdo」を使用した。サイト名称を「東海大

学体育学部遠隔授業特設サイト」とし、体育学部

の科目と一般体育科目の情報を掲載するサイトと

した。一般体育関連の主なページと内容は、以下

の通りである。なお、それぞれのページにはパス

ワードを設定しており、履修者もしくは担当教員

しか閲覧できないようにした。 
① 遠隔授業の進め方 

シラバスに即したページ構成にすることで、遠

隔授業用の新しいシラバスとして使用した。内容

は、授業形態や成績評価、授業計画などである。 
② 授業課題 

最新の授業課題のページは毎週日曜日の 21 時

に更新し、次週の学修計画書を掲載した。なお、

学修計画書については、テキストと PDF ファイ

ルを掲載した。それまでの授業課題は過去の課題

ページにアーカイブし、いつでも振り返って学修

ができるようにした。 
③ 問い合わせと FAQ 

問い合わせページのフォームに質問を入力す

ると、一般体育研究室委員のメーリングリストに

連絡が届くよう設定した。問い合わせ内容に対し

ては個別に回答を返信するとともに、FAQ に匿名

で掲載した。FAQ は適宜更新を行い、学生が担当

教員や一般体育研究室に問い合わせなくても問題

を解決できるよう配慮した。 

④ 教員専用ページ 
教員専用ページには、次回の課題、課題採点の

ポイント、LMS の操作方法、成績の付け方、担当

教員一覧、学生からのコメント・質問の対応につ

いて、学生からの問い合わせ内容一覧、毎週実施

した授業運営連絡会の動画、教員用 FAQ などを

掲載した。健康スポーツ科目の授業担当教員が授

業内容や採点について、共通の理解を持ち、滞り

なく授業運営ができるよう適宜更新を行った。 
 

4．特設サイトの利用状況 

 図１は特設サイトを閲覧したユーザー数とペー

ジビュー数を週別に表したものである。週毎のユ

ーザー数は平均 5,467 名であり、ほとんどの履修

者が毎週サイトを訪問していたと思われる。また、

ページビューについては、平均 47,309 ビューで

あったが、週を追う毎に減少している傾向が見ら

れる。これは、徐々に見るべきページがはっきり

してきたため、特定のページ(最新課題のページ）

を確認するようになったためと思われる。 
 図２は、特設サイトに訪れた際に使用していた

デバイスの割合である。約半数の学生がモバイル

端末やタブレット端末を使用していたことが見て

取れる。特設サイトは基本的に PC で見ることを

前提に作成していたが、スマートフォンなどで見

ることも考慮してサイトを作成する必要性が示唆

された。

 

 
          

 

図 1 特設サイトの週別ユーザー数とページビュー数 図 2 使用デバイスの割合 
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Ⅶ．学生からの問い合わせ対応について 

健康スポーツ科目に関する学生からの問い合

わせについては、特設サイト内に設定した専用フ

ォーム(資料 1）もしくは一般体育研究室宛のメー

ルアドレスを用いて受け付けた。教員による回答

のばらつきを避けるため、一般体育研究室のプロ

ジェクトチームメンバーが一括して対応すること

とした。春学期期間中の問い合わせ件数は全 205
件であった。 

主な質問内容については、以下の通りであった

(図 3)。 
① LMS の使い方 
 最も多い問い合わせとして全体の 34.6％を占

めたのが、LMS の使用方法であった。「LMS の使

用時間帯など制限があったためページを開けな

い」、「レポートを作成しているうちにタイムアウ

トしてしまった」といった内容が散見された。 
② 課題内容 
 次に多い問い合わせが全体の 34.1％を占めた

課題内容であった。「どのように課題を作成すれば

よいのか」、「課題を間違えて作成してしまった」

などの内容が散見された。 
③ パスワード 
 3 番目は、全体の 12.1％を占めたパスワードに

関する内容であった。「課題ページに入るパスワー

ドがわかりません」、「パスワードを教えてくださ

い」といった内容が散見された。 
④ その他 
 その他、授業の進め方(7.3％）、教科書(4.3％）、

ホームページ(3.9％）、課題提出(2.4％）に関する

問い合わせがあった。 
 学生からの問い合わせ時期については、授業開

始当初の 5 月中旬の 73 件(35.6％）がもっとも多

く、その後、徐々に問い合わせが減少していった。

授業開始当初は特設サイトの情報の周知が不十分

であったうえに、学生も LMS 等のシステムの操

作が不慣れであったため、問い合わせが殺到した

ことが想定される(図 4)。 
 

 
 資料 2 特設サイト問い合わせフォーム 
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Ⅷ．遠隔授業の有用性と今後の課題 

1．遠隔授業の有用性と課題について 

 Covid-19 への対応として急きょ導入された遠

隔授業であったが、教科書の内容を詳細に扱うこ

とが出来たため、健康や身体運動に関する知識や

理論、スポーツに関する知識や理論を体系的に学

修するうえでは有益であったと考えられる。また、

レポート課題については、教科書等を中心にして

知識や理論をまとめる課題とともに、運動実践を

伴う課題や、自身の生活や経験を振り返る課題、

社会情勢や具体的事例を調べる課題などを組み合

わせて提示したことにより、知識・理論と実践の

相互関係について理解を深めることが出来たので

はないかと考えられる。これは用語の暗記などの

知識に偏りやすい筆記試験や過去の運動経験が大

きく影響する実技試験による評価を補完する意味

でも重要であろう。また、高等学校までに経験し

てきた保健体育科の授業とは一線を画した大学と

いう高等教育機関における体育授業の在り方を考

えるうえでも重要である。そのためにも授業で扱

う内容の専門性・実践性・学際性を高める必要が

あるだろう。一方で、2020 年春学期の遠隔授業は、

各種の制約のため学修計画書によるオンデマンド

形式の授業となり、動画資料の配信、教員の専門

性を生かした解説や質疑応答などに対応できてい

ない。学生の興味関心や学習意欲を高めるために

も、リアルタイムでの講義の実施や動画資料の提

示などの工夫が必要である。また、今回の遠隔授

図 3 内容別問い合わせ件数 

図 4 問い合わせ件数の推移 
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業においては実技の導入が限定的となり、実技科

目としての意義を十分に果たせたとは言い難い。

オンラインでの実技授業の可能性もあるが、体

力・経験にばらつきが大きいうえに、学生の健康

状態の把握が難しく、授業配信のシステム上でも

5000 人を超える大規模授業での導入には限界が

ある。今後は、対面授業における感染症対策や遠

隔授業との併用方法を具体的に検討する必要があ

るだろう。 
 

2．初年次教育としての健康スポーツ科目の価値に

ついて 

 健康スポーツ科目は初年次教育の一環として

「友達づくり」を授業目的の一つとしているが、

2020 年度春学期に実施したオンデマンド形式の

遠隔授業では学生間の交流機会を設けることが出

来ず、その目的を達成することが出来なかった。

学生間の交流を生むためにも、対面形式の実技授

業を設けることが必要であると思われる。また、

オンライン形式による遠隔授業を設けることによ

り、ネットワーク上での交流が可能かどうかも検

討する必要がある。 

 
3．教員の業務分担と専門性について 

 2020 年度春学期については、授業内容の統一と

情報提供の一元化を図った結果、授業担当教員は

レポートの採点とフィードバックが業務の中心と

なった。教員は健康づくりの運動や各スポーツ種

目に対する高い専門性を有しており、学生のニー

ズに対応するうえでもその専門性を生かした授業

展開が必要である。特に 2022 年度から始まる新

カリキュラムでは、生涯スポーツ理論実習におい

て実技中心の授業と講義中心の授業を設定し、学

生が興味関心に応じて選択できるようにすること

を検討している。その際には、学生の興味関心を

高めるととともに高い学習効果を生むためにも、

教員の専門性を生かした授業を展開する必要があ

る。 
 
4．特設サイトの有用性について 

 2020 年度春学期の遠隔授業を実施するための

問題に対しては、特設サイトは十分有用であった

と言える。しかし、その内容は、統一された遠隔

授業を展開するうえで有効な方法に過ぎない。 
 本来の健康スポーツ科目は実技科目である。

2021 年度以降、対面授業と遠隔授業を併用して行

うためには、感染症対策などでグループ分けが必

須であると考えられる。今後は、全履修者に対し

て一括で情報を提供するのではなく、グループ毎

のスケジュールに沿って授業を実施できるよう、

授業課題の提示方法を根本的に見直す必要がある

と考えられる。また、円滑に学修を進めるうえで

も、履修者への特設サイトの周知や誘導は課題で

ある。LMS やシラバス、時間割等において特設サ

イトに誘導する工夫が必要である。一方で、5,000
人を超える履修者に対して滞りなく平等に情報や

授業課題を提供したり、多数の教員が LMS を操

作することで生じるミスを減少させたりするため

にも、引き続き特設サイトは有用であると思われ、

コンテンツや情報提示の工夫改善を進める必要が

ある。 
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Abstract 
This article shows the trend of research in World Congress on Science and Football 2019 in Melbourne. Various kinds 

of studies were conducted in any research fields. Practical research methods for footballs were shown in a workshop, 

these studies tend to be more applied to training or tactics structure in professional sports. In addition, the author 

visited training sessions in professional rugby league team, Melbourne Storm. The training intensity were high in 

contact training session, and the session was around 60 minutes. It was permitted to have interviews for two coaches, 

head coach and defense coach.  

 
 
 Ⅰ．はじめに 

例年、ラグビーフットボール（以下ラグビー）の

ワールドカップがある年に World Congress on 
Science and Football（以下 WCSF）が開催され

ている。この WCSF ではサッカー、ラグビーフッ

トボール（ユニオン：15 人制、リーグ：13 人制）、

オーストラリアンフットボール、アメリカンフッ

トボールなどのフットボールと名前がつくスポー

ツを中心とした学術大会である。2019 年はオース

トラリアビクトリア州のメルボルンで第 9 回目の

大会が開催された。そこで、この報告では、この

大会で発表されていた近年のラグビーの研究の動

＊1 体育学部競技スポーツ学科 
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向と様々な研究方法について興味深かった研究に

ついて報告する。 
ま た 、 大 会 の 会 場 と な っ た Melbourne 

Convention and Exhibition Centre の近くには

Melbourne Sports Centres という国際的なスポ

ーツ大会も行われているスポーツ複合施設があり、

また、その近辺には様々なプロスポーツのトレー

ニング施設が隣接している。今回、学会発表の前

後でプロのラグビーチームの練習を見学すること

ができたため、その時のトレーニングやその後の

コーチとのミーティングについて報告をする。 
 
 Ⅱ． World Congress on Science and 

Football 

1．最近のラグビーの研究について 

 World Congress on Science and Footballでは、

フットボールに関する様々な研究が行われていた。

発表は、プレーヤーの健康とウェルネス、トレー

ニングとモニタリング、エリートアカデミー、コ

ーチング、分析と統計、レフリング、スポーツの

社会性と文化、ビジネスマネジメントと多岐の領

域に渡っていた。 
私もトレーニングとモニタリングの部門でラ

グビープレーヤーの身体組成とトレーニングに関

する研究を発表した（写真 1）。発表時には、あま

りアジアのラグビー選手に関する研究が行われて

いなかったからか、日本人の敏捷性やクイックネ

スについていくつかの質問を受けた。 
その他の研究では、選手の身体に関することだ

けでなく、心理的な側面やゲーム中のパフォーマ

ンスに関しても細かく分析がされていた。興味深

い研究としてはNeil Bezodis博士のキックの戦術

に関する統計の研究である（写真 2）。Neil 博士

はラグビーのプレイスキックやスプリントのスタ

ートに関するバイオメカニクス研究を行っている

1)2)。今回の発表では、イングランドのプロフェッ

ショナルラグビーにおいて、キックの種類とゲー

ムの勝敗に関する研究を行っていた。 
Neil 博士の研究は研究内容がスキルトレーニ

ングや戦術の考案に活かされているようであった。

実際に、プロチームのコーチやディレクターたち

ともミーティングし、チームのスタッフや選手に

講演などを行っているようであった。ニュージー

ランド代表チームでもスポーツサイエンティスト

として運動生理学やスポーツ心理学の研究者がス

タッフとして活躍している。2015 年のラグビーワ

ールドカップ時の日本代表チームでも、スポーツ

心理学者である荒木香織博士がメンタルコーチと

して活動しており、日本代表チームにリーダーの

育成や選手に今までにないマインドセットを植え

付け、大会での躍進を支えていた。 

 
写真 1 発表時の様子 

 

写真 2  Neil Bezodis 博士のポスター 
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2．ワークショップ 

WCSF では発表やシンポジウムの他に実践的

なワークショップなどが行われた。今回はキッキ

ングパフォーマンスについての研究手法のワーク

ショップであったが、Neal Smith 博士のサッカ

ーのキックに関するバイオメカニクス的な研究に

ついて、キックをするときには軸足の膝が伸びて

前に飛び跳ねるような動作がキックのパワーを生

み出していると報告していた 3)。また、キックの

パフォーマンスは、分析、気づき、調整、自動化、

確信（自信）の行程を経ており、これを介入（実

験）研究させて行った結果、ボールの加速度の向

上が明らかとなったことと報告していた。 
 また、福岡大学の布目寛幸先生はボールのイ

ンパクトに関する研究 4)を行っているが、今回の

ワークショップではハイスピードカメラにてボー

ルを蹴った瞬間を撮影し、スイングスピードが速

くなるにつれてボールと足の接触時間が短くなる

ことを報告していた。また、その場でサッカーと

ラグビーのキックをハイスピードカメラで撮影し

比較した。サッカーボールとラグビーボールでは

ボールの形状が異なるため、ボールにかかる圧力

が変わり飛距離や方向が異なることが報告された。

特に、ラグビーの場合ではボールの置き方やキッ

クティーにより、足とボールの接触面が変わり、

ボールの軌道や速度、飛距離が変わることが明ら

かとなった。初めて自分のキックのスローモーシ

ョンを見ることができ、大変興味深いワークショ

ップであった（写真 3）。 

 
写真 3 キック時のボールインパンクト 

このように、この学会で発表されていた研究の

いくつかは応用・実践的な研究で、実際の指導現

場やチームに還元されているようであった。 
 

 Ⅲ．トレーニング視察 

1．視察チームについて 

トレーニング視察に関しては、メルボルン市内

の中心に Melbourne Sports Centres という大き

なスポーツ施設があり、様々なスポーツがこのエ

リアに集結している。オーストラリアには 4 つの

フットボール（ラグビーユニオンとラグビーリー

グ、オーストラリアンフットボール、サッカー）

があり、このセンターにはこの 4 つのフットボー

ルのプロチームの本拠地がこのエリアに集中して

いるものメルボルンの特徴でもある。それぞれの

チームが隣接しているフィールドでトレーニング

を行い、共有できるトレーニング施設は時間帯を

分けてトレーニングを行なっている。 
またすぐ隣には Melbourne Sports & Aquatic 

Centre (MSAC)という競泳や飛び込み競技、水球

などが行えるプールがあり、またセーリングやカ

ヌーなどオリンピック種目の競技に関してもヤラ

川や近くの湖を利用してトレーニングが行われて

いる。

 
写真 4 メルボルンスポーツセンター 

今回の視察ではフットボール学会の前後の日

程や合間の時間にこのメルボルンスポーツセンタ

ー内にあるプロのチームの練習見学やコーチとの

インタービューを行なった。 
 すべての種目のトレーニングを見ることができ

たが、今回は日本ではあまり見ることができない

13 人制のラグビーリーグを中心に視察を行った。

ラグビーリーグは 15 人制のラグビーユニオンよ

りもルールが簡素化されており、プレーが途切れ

ることなく激しいコンタクトが繰り返されるため、

高い身体能力と体力を要すると言われている。オ
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ーストラリアでは 15 人制のラグビーユニオンよ

りも人気があり、また選手の年俸もラグビーリー

グの選手の方が高いため、身体能力の高い若い選

手たちがラグビーリーグのプロチームに流れてし

まっている傾向がある。 
今回メインで視察を行なったメルボルンスト

ームは NRL（国内のプロリーグ）で 2006 年か

ら 10 年以上プレーオフに進出しており、その間、

8 回決勝に進出し、4 回優勝している。このチー

ムの特徴としては Jr で育ったプレーヤーたちが

活躍しており、その若い選手の育成についても高

く評価されている。この視察の数日前にはラグビ

ーのニュージーランド代表コーチが練習見学に来

ていた。 

 
写真 5 ストーム NRL 優勝トロフィー 

 
2．練習見学 
1）ストーム練習見学 
（1）トレーニングセッション 1 

初日に見学したトレーニングセッションでは

ディフェンスの練習を行っていたが、思っていた

以上にコンタクトの強度が高い練習を行っていた。

ケガ予防のためのトレーニングギアを装着してい

たが、それでもフルコンタクトに近いトレーニン

グを少人数のグループで休みなく 20 分ほど行っ

ていた。3 種類のトレーニングを行なっており、1
つのドリルは 5〜7 分程度のものであった。試合 3
日前（1 日は移動日）でもかなりの強度であった。

その後チーム全体のトレーニングとなり、コンタ

クト強度はさほど高くはなったが、その代わり 30
分ほど休むことなく動き続けており、かなりのラ

ンニングボリュームであった。その後もポジショ

ン別のトレーニングを 10 分ほど行なっており、

すべての練習を合わせても 60 分ほどで終わって

いた。練習時間は大変短かったが大変集中した中

で高強度なトレーニングを行っていた。 
【トレーニング内容】  
ターゲット：ディフェンス強化 
選手：26 名 
コーチ 10 名程度（トレーナー含む） 
① コンタクト練習 AT1 v DF3 

（フルコンタクト）5 分 
② 1v1 タックル 

（フルコンタクト）5 分 
③ 5v5―2 フェーズ 

（フルコンタクト）10 分 
④ チームディフェンス  30 分 
⑤ ユニット 10 分 

FWs：近場のアタック 
BKs：ハイボールキャッチ、キックパス、ア

タック 

 
写真 6 BKs ユニットトレーニング 

（2）トレーニングセッション 2 
 2 日目のトレーニングはアタックにフォーカス

を当ててトレーニングを行っていた。前日のトレ

ーニングのようにコンタクト場面はなく、ボール

ハンドリングと動きの確認を行っていた。練習の

途中に確認のため話し合う時間などもあり、すべ

てのトレーニングを合わせて 90 分ほどの練習時

間であった。練習終了後、各自が自主的に練習を

行なっており、それぞれの選手が試合に向けた準

備をしていた。 
【トレーニング内容】  
ターゲット：アタック強化 
選手：26 名 
コーチ 10 名程度（トレーナー含む） 
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① 3 列パス（上がって後ろにパス）。 
② 3v2（前を見てパス） 
③ 2v1（30m ダッシュ。15m 付近に DF） 
④ タッチ AD（13v13） 
⑤ 2 フェーズ AT（8v8） 
⑥ タッチ AD（13v 13） 
⑦ 2 笛 AD 
 
2．コーチとのミーティング 

練習等の合間にヘッドコーチのクレイグ・ベラ

ミー氏と DF コーチのアンドリュー・ブロワーズ

氏とミーティングする時間を頂き、情報を共有す

ることができた。 
1）クレイグ・ベラミー 

最初に、クレイグ・ベラミーヘッドコーチに以

下の点について話をすることができた。クレイグ 
はチームの結束力を高めるのが上手く、みんなが

最後まで目標に向かって進むようにチームをまと

めることができると評価されており、オーストラ

リアの様々な種目のコーチの中でも優秀なコーチ

の一人であると認められている。 
（1）コーチング哲学について 
 クレイグコーチがコーチングで大事にしている

ことは「Hard Work」で、皆がベストを尽くせ

るようにその環境を整え、もし選手でも、スタッ

フでもベストを尽くすことができない障害がある

のであればそれを取り除いてあげることが重要で

あると話していた。そして、とにかくできるまで

やる、やらせるため、様々な方法でアプローチし

ているとのことであった。特に、若いプレーヤー

には物事をシンプルにしてあげることでハードに

できるようになるとのことであった。 
（2）育成年代への指導について 
「もし、育成年代の選手たちにラグビーを教える

としたらどんなことを教えるか？どんなことに注

意するか？」という質問に関しては、特に育成年

代の選手でもプロ選手でも教えることは変えてお

らず、「選手がいい人間になること」を考えて指導

をするとのことであった。チームのことを考える、

人のことを思いやれる、挨拶ができる人間を育て

るとのことであった。 

 

写真 7：Craig Bellamy ヘッドコーチ 

実際に私がグランドで見学していると選手やスタ

ッフが近寄ってきて、見ず知らずの私に自己紹介

をしたり、挨拶をしたりしてくれていた。これは

日本で日本ハムファイターズの 2 軍のキャンプに

見学に行ったとき、多くの選手がわざわざ近寄っ

てきて挨拶をしてくれた。その中には大谷翔平選

手もおり、自己紹介を含め挨拶をしてくれた。ど

の国でも、どの種目でも一流の選手は礼儀作法や

マナーを携えていて、しっかりとした人間性を持

ち合わせていた。 
（3）ディフェンスについて 

このメルボルンストームは、堅い守りで相手の

前進を防ぎ、相手のボールを奪いそこから素早く

攻撃に転じるディフェンスからゲームの流れを作

るチームである。そのディフェンスについて、重

要視していることを聞いたところ、体力的にも精

神的にも「Tough」であることと話していた。こ

れは、まずは身体が頑健、頑丈であることであり、

身体接触が特にハードなラグビーリーグではコン

タクトで怪我をしないような頑丈な身体が必要で

あると話していた。またタフな選手でないと痛い

ことや辛いことをしないで、逃げてしまうとのこ

とであった。また、精神的には、劣勢になった状

態でも最後まであきらめない、強い精神性を持っ

た選手が必要であり、試合に出る選手の選考基準

もこのタフな選手を選ぶとのことであった。いく

らハンドリング（ボール操作）能力が優れていて

もタックルしにいかない選手は選ばないし、選手
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たちもそれがチームのカルチャーであることも知

っているとのことであった。 
（4）クレイグとのミーティングから 

人間性の育成に関しては、国や種目、選手の年

代にかかわらず、共通していることなのだと改め

て考えらせられた。トップになり、そこに居続け

るためには本当にその重要性を理解させ、常に選

手と向き合わなければならないのであろう。クレ

イグヘッドコーチは練習中でも練習前後でも、と

にかく選手と話している時間が多く、選手も気兼

ねなく質問をしたり、確認をしたりしていた。選

手とのコミュニケーションを大事にしているとこ

ろは、前ラグビー日本代表、現イングランド代表

のエディー・ジョーンズと同じであり、トップコ

ーチに共通していることであると確信をもった。 
 
2）アンドリュー・ブロワーズ DF コーチとのミー

ティング 
（1）チームカルチャーとマインドセット 
 ディフェンスコーチのアンドリューブロワーズ

氏とディフェンスのマインドセットについて 90
分ほど話をすることができた。 
 マインドセットを作るためにはまずはチームの

カルチャー（文化）を知らなくてはならないとの

ことであった。自分たちのチームにはどんな選手

やコーチが集まり、どんな環境の中にいるのかな

どを正しく理解する必要があるとのことであった。

集団には必ずその集団の文化があり、それをもと

に固定化されたマインドセット（考え方・思考態

度）が根付いているとのことであった。まずはこ

のチーム文化についてよく調べ、歴史や成り立ち、

背景などのチームの特徴を知ることで彼らがどの

ようなマインドセットを持ち合わせているかを知

ることが必要であるとのことであった。また、こ

れはマインドだけに限らずスキルセット、タクテ

ィカルセットというように、それぞれの分野にわ

けられ、それもすべてチームの文化から成り立っ

ているとのことである。指導者は選手のどのセッ

トが足りていないかを理解することが重要であり、

そのためにもその土台であるチームの文化、選手

の育ってきた環境などについてよく知らなければ

ならないとのことであった。 

 
写真 8：Andrew Blowers DF コーチ 

 
（2）DF 強化について 
 先ほど述べたチームの文化からそれぞれのセッ

トができているが、DF に関しては特にチームの

文化が現れると考えているとのことであった。ラ

グビーのディフェンスにおいて重要なことはボー

ルの奪回と相手の前進を防ぐことであり、状況に

応じてどんなプレーを選択するかが重要であると

のことである。チームによっては、攻撃的に DF
をして積極的にボールの奪回を狙うチームもあれ

ば、とにかく相手の前進を防ぎ、相手がミスや反

則、キックなどでボールを手放す時まで辛抱強く

ディフェンスをし続けるチームもある。ディフェ

ンスはボールを持たないからこそ、さまざまなや

り方でディフェンスすることができるので、チー

ムのカラーが色濃く出るとのことであった。 
 また、タックルスキルに関しての練習方法やキ

ーポイント、チェック項目など細かいスキルから、

ボールを奪うまでの戦術やコミュニケーションの

取り方など、ストームのスキルセット、タクティ

カルセットについて細かいところまで説明をして

頂くことができた。 
 これらのミーティングを通じて、コーチング哲

学やチームづくりの考え方、スキルや戦術、そし

てそれらのトレーニングの方法などについて有益

な情報を得ることができ、多くのことを学ぶこと

ができた。 
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 Ⅳ．まとめ 

今回のオーストラリア、メルボルンでの学会発

表では、多くの研究者と交流を深め、近年の研究

の動向や新たな研究方法についての知識を得るこ

とができた。 
また、海外のトップチームの練習方法や戦術、

チームづくりやコーチングの方法について知るこ

とができた。 
 
本研究は 2019 年度学部等研究補助金を受け実

施されたものである。 
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Current Principles and Best Practices for Providing Effective 

Leadership in Sport and Leisure Management

 
by 

 
 

Andrew Roomy（ルーミィ アンドリュー） 
 

Abstract 
This paper will explore the process of developing a sport and leisure management CLIL-based leadership skills 

framework and rubric for a CLIL sport and leisure management course in leadership. It will attempt to do this in a 

way that integrates theory with practice by focusing on current principles and best practices in sport and leisure 

management. In order to establish a clear, concise, and comprehensive methodology by which to do this, it will look at 

the evolution of leadership models and how aspects of these models might be incorporated into a framework and 

rubric, which in turn would be used to develop materials based upon real-world case studies found in current 

literature.  

 
 
Integrating Theory and Practice 

 One of the underlining premises of my 
teaching philosophy is that in order to master 
the field of sport and leisure management, 
students need to be able to integrate theory with 
practice. According to Wrenn and Wrenn (2009), 
“It is imperative that students in professional 
programs be able to put into practice what they 
have learned in the classroom.” (p.258) One 
approach to doing this is through the use of 
current principles and best practices in sport 
and leisure management. Regarding theory, and 
in this case, current principles, one way to 
facilitate the acquisition of knowledge, skills, 
and experience is through the use of frameworks 
and rubrics. Regarding practice, and in this case, 
best practices, one way to facilitate the 
acquisition of knowledge, skills, and experience 

is through task-based activities based upon 
real-world case studies. That said, it should be 
noted that since the English courses in our 
program use a content and language integrated 
learning approach (CLIL), these frameworks 
need to be simplified as much as possible in 
order to provide comprehensible input to our 
students. This is because the majority of the 
students in our program are EFL students and 
on average have a high-beginner to 
low-intermediate proficiency in English. As such, 
one of my responsibilities as an educator is to 
distill the complexities of sport and leisure 
management theory into simple and easy to 
grasp frameworks, rubrics, checklists, and case 
studies through which to teach theory and 
practice and therefore that is the approach I will 
be using in this paper. Since I am still in the 
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preliminary stages of preparing teaching 
materials on leadership at this point in time, in 
this paper, I will attempt to establish a 
CLIL-based framework for leadership skills 
from which to later build materials on current 
principles and best practices for providing 
effective leadership in sport and leisure 
management from a pedagogical perspective. 
 
Leadership as a Core Sport and Leisure 

Service 

 First of all, I would like to show how 
leadership skills fits into a general framework 
for the provision of sport and leisure 
management services. This is the framework I 
use to teach students about the basics of sport 
and leisure management in their first course in 
the English component of our program. Based 
upon my studies, current theory, and my 
research, these are the core services that sport 
and leisure managers provide. (See Appendix 1!) 
This framework was created by synthesizing 
several sports, recreational, and leisure delivery 
system frameworks, and in particular, The 10 
Major Elements in the Modern Leisure-Service 
Delivery System found in Recreation and 
Leisure in Modern Society by Mclean and Hurd 
(McClean & Hurd, 2015). I believe that it is a 
simple but comprehensive model, which my 
students can use as the overarching framework 
by which to base decisions on how to allocate 
resources when providing these services as 
sport and leisure managers. From this chart, it 
can be seen that leadership is a core service 
provided by sport and leisure managers. 
Currently, in the CLIL component of our 
program, students take four courses in English, 
Introduction to Sports and Leisure, Event 
Management, Tourism, and Leisure Services. 
One of my goals for our program is to expand 
the CLIL component of our program to include a 
course on leadership and in this course provide 

students with current principles and best 
practices in leadership. On a related note, 
although one of my goals for the CLIL program 
is to base our curriculum on similar programs in 
the West, and in particular in North America, 
when I studied about leadership in the United 
States, most of the materials used was 
biographical in nature, such as a review of 
books by successful CEOs on how to be effective 
leaders. This approach certainly holds merit, 
but with regard to the leadership course, I hope 
to use a more quantitative approach, and by 
doing so, instill in students a scientific and 
quantifiable approach to management and 
leadership. Therefore, instead of focusing on 
famous leaders, I hope to use materials from 
sources such as the Harvard Business Review 
as the foundation for the course on leadership. 
By doing this, I believe that I can provide 
students with truly current principles and 
time-tested best practices. 
 
Developing a Sport and Leisure Management 

CLIL-based Leadership Skills Framework 

 In order to create a current and practical 
CLIL-based sport and leisure management 
leadership framework, it is important to 
understand the evolution of leadership theory. 
According to Gosling, Maturano, and Dennison 
(2003), the evolution of leadership theory has 
traveled through several stages including the 
Great Man Theory, Trait Theories, Behaviorist 
Theories, Situational Theories, Contingency 
Theory, Transactional Theory, and 
Transformational Theory. (p.6) Each of these 
theories contains potentially useful concepts 
about leadership, so I will summarize them here. 
The Great Man Theory is the idea that great 
leadership is innate. In other words, it is 
something you are born with. As educators, 
when working with students, I think that we 
have all had experiences where we caught 



Current Principles and Best Practices for Providing Effective Leadership in Sport and Leisure Management 

2020-50 67 

ourselves saying to ourselves, ‘this student is a 
natural leader’. I personally believe that this 
kind of stereotyping is problematic at best. As 
educators, I believe that we should try to put 
aside our preconceptions and avoid stereotyping 
or judging students. When I catch myself 
thinking that a student does not have what it 
takes to be a great leader, I stop myself, and ask 
myself, what can I do to provide this student 
with the knowledge, skills, and experience they 
need to develop their leadership skills. In 
addition, I try to expand upon and accentuate 
their leadership skills’ strengths while at the 
same time addressing potential leadership skills’ 
weaknesses. Understanding that outdated ideas 
of leadership, such as the Great Man Theory, 
still influence our concepts of leadership is a key 
step in arriving at a more useful and current 
framework by which to teach students about 
leadership. Therefore, from this theory we can 
show students the dangers of stereotyping 
themselves and others, while stressing the 
importance of recognizing how people’s minds 
work in that many people still expect leaders to 
act a certain way and have a certain ‘gravitas’. 
(Newton, 2020) By understanding how this 
theory affects people’s behavior, students can 
better understand how to use this to their 
advantage. When I teach students about 
leadership, one of the points that I stress is that 
employees are always watching you as a leader. 
That is why it is important to ‘walk the talk’ or 
do as you tell others to do. (Boitnott, 2018) In 
order words, leaders should model the behavior 
they expect from the group by practicing what 
they preach. Therefore, our framework could 
include the kinds of modeling behavior a leader 
can use to address both ‘the Bottom Line’ and 
‘the Top Line’. In sport and leisure management, 
‘The Bottom Line’ could be defined several ways 
including making a profit, providing basic public 
services, or meeting the needs of people with 

special needs. Although in business, ‘the Top 
Line’ means “gross figures reported by a 
company, such as sales or revenues” 
(Investopedia, 2020), here we are using it to talk 
about Convey’s belief that transformational 
leaders should transform people and 
organizations for the greater good. (Stephen 
Convey as cited in Bolden, Marturano, & 
Dennison, p15)  
 
 The next theory, Trait Theory, also holds both 
positive and negative connotations for our 
framework. In this theory, leadership is broken 
down into individual traits that supposedly 
reflect the qualities of a great leader. (Gosling, 
Maturano, & Dennison) This a standard 
approach still used by many organizations. One 
of the issues with this theory is the assumption 
that people’s personalities are rigid and do not 
change depending on the situation or state of 
mind of the individual. (Gosling, Maturano, & 
Dennison) Another issue is that traits can be 
difficult to define and measure. For example, 
how do we define brave and how do we measure 
‘braveness’. One thing we could consider when 
developing our framework is whether these 
traits might be useful for labeling and grouping 
observable and thus quantifiable behavior. For 
example, the act of treating people with respect 
could be grouped under the label of showing 
empathy and/or emotional intelligence. (Bariso, 
2018) Instead of using a word like humble to 
talk about how to show empathy, we can modify 
these commonly used traits to describe 
leadership in a way that incorporate current 
trends in management and leadership and that 
focuses on quantifiable behavior. For example, 
treating employees with respect by taking time 
to listen to their feedback appears to produce 
positive outcomes such as building a positive 
work environment and culture. (Bariso, 2018) 
Therefore, if we were to include aspects of Trait 
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Theory in our framework, we might focus on 
how to use commonly used leadership traits as 
a means by which to label and group observable 
and quantifiable behavior that impacts both 
‘the Bottom Line’ and ‘the Top Line’.  
 
 The next group of theories, behaviorist 
theories, are more general theories about human 
behavior and do not only apply to leadership, but 
also to a whole swath of other fields. Since my 
first master’s degree was in education, I have 
studied quite extensively about how these 
theories apply both to education and the CLIL 
approach. Regarding leadership, the basic idea 
is that instead of looking at the traits of effective 
leaders, we should look at their actual behavior. 
(Sharer, 2013) This ties in with my observations 
about Trait Theory, in that as sport and leisure 
managers, we want to use a scientific and 
quantifiable approach to leadership skills. One 
of the strengths of this approach is that it is 
potentially quantifiable in that we can 
sometimes measure these behaviors through 
observation. Therefore, if we were to include 
aspects of behaviorist theories in our framework, 
we could emphasize the importance of using a 
quantifiable approach in our framework through 
evaluating behavior in a systematic and 
scientific manner to determine the effectiveness 
of an individual’s leadership skills.  
 
 The next two theories, situational leadership 
and Contingency Theory, focus on which style of 
leadership to use depending on the situation. In 
the Tannenbaum & Schmidt’s Leadership 
Continuum, there are four main leadership 
styles, which “can be located along such a 
continuum.” (Gosling, Maturano, & Dennison, 
p10). For CLIL purposes, I have simplified this 
model to three points, autocratic, democratic, 
and laissez-faire. (See Appendix 2!) Using a 
simplified version of their model, leadership 

approaches can be thought of as points on a 
spectrum with the autocratic approach being the 
leader telling the group what to do, the 
democratic approach being the leader 
negotiating with the group on what to do, and 
the laisses faire approach being the leader 
leaving it up to the group members to decide 
what to do. One of the strengths of this approach 
is that it shows the importance of adjusting one’s 
leadership skills and approaches to the situation 
at hand. Therefore, if we were to include aspects 
of situational leadership in our framework, we 
could emphasize the importance of considering 
the various interactions between the leader, 
members of the group and the situations where 
these interactions occur when deciding on which 
style of leadership to use. 
 
 I would like to finish this section of the paper 
by comparing the two most current and 
commonly used leadership theories, 
Transactional Theory and Transformational 
Theory. Transactional Theory focuses on the 
relationship between the leader and the group 
and the mutual benefits that arise from their 
mutual ‘contract’. This theory has long been the 
traditional model for leadership in many 
organizations. It focuses on ‘the Bottom Line’, 
clear roles, and hard data. In comparison, the 
Transformational Theory can be said to focus on 
‘the Top Line’, or the greater good, be that 
society’s greater good, the organization’s greater 
good, or the group’s greater good. According to 
Gosling, Maturano, and Dennison, this theory 
focuses on transforming people and organizations 
“with a sense of purpose that goes beyond a 
simple exchange of rewards for effort provided”. 
(p.16) One of the strengths of the transactional 
and transformational theories is that these are 
current leadership practices used by many people 
and organization all over the world. (Gosling, 
Maturano, and Dennison) Therefore, if we were to 
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include aspects of transactional and 
transformational leadership in our framework, 
we could emphasize the importance of finding the 
perfect balance between ‘the Bottom Line’ and 
‘the Top Line’. This is especially true in sport and 
leisure management since so much of 
organizations’ success depend on the customer or 
client’s experience.   
 
 From a review of the evolution of leadership 
theory, a sport and leisure management 
CLIL-based Leadership Skills Framework should 
allow students to quantify their impact on both 
‘the Bottom Line’ and ‘the Top Line’. This impact 
is determined by their interaction with the group. 
Therefore, the framework should show that it is 
the leader’s interaction with the group that 
determines the effectiveness of their actions on 
‘the Bottom Line’ and ‘the Top Line’. (See 
Appendix 3!) One way to do this might be a rubric 
that evaluates a leader’s strategies and tactics 
and their impact ‘the Bottom Line’ and ‘the Top 
Line’. A simple CLIL breakdown of tactics and 
strategies might start by stressing the difference 
between a manager and a leader. (See Appendix 
4!) Then, these differences could be used to define 
leadership strategies and tactics in a 
CLIL-Leadership Skills Rubric. For example, a 
focus on people could be broken down into 
strategies such as motivating, rewarding, and 
discipling members of the group. Each of these 
categories could be further broken down into 
sub-frameworks and sub-rubrics. (See Appendix 
5!) To test whether this rubric can be applied to 
current literature on leadership, I used key terms 
like motivating, rewarding, and discipling, to 
search the Harvard Business Review premium 
subscription for related books, articles, and 
resources. I also did a quick scan of the latest 
articles on leadership to see whether they could 
be integrated into this rubric. Since this project is 
still in its early stages, I recognize that this 

framework and the corresponding rubric will 
need to be revised and adjusted as I work my way 
through the thousands of articles on leadership in 
the HBR premium subscription database. 
However, this allows me to accomplish several 
objectives at the same time: one, I can test and 
revised my CLIL-based leadership skills 
framework and rubric by trying to incorporate 
real-world case studies into the framework and 
rubric; two, I can begin the process of building a 
collection of CLIL task-based ‘best practices’ case 
studies using current real-world cases from an 
authentic and relevant source, HBR; and three, I 
can learn more about leadership and thus share 
what I have learned with students using the 
CLIL approach. 
 
Conclusion 

 Now that I have begun the process of 
establish a CLIL-based framework and rubric 
for leadership skills in sport and leisure 
management. The next step is to begin sifting 
through the thousands of resources connected 
to leadership in the HBR premium subscription 
database. Hopefully, this approach will allow 
me to categorize, sort, and adapt these 
resources to the needs of my students in an 
efficient and effective manner by having 
established a clear, consistent, and cohesive 
methodology by which to integrate theory with 
practice through current principles and best 
practices. 
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心理サポートの実践と研究に関する思案 

-日本スポーツ心理学会第 47 回大会キーノートレクチャーの振り返り- 
 
 

武田大輔 

 
 

Considerations on psychological support practice and research 

-Reflections on the Keynote at the 47th Annual Conference of the Japanese Society of 

Sport Psychology- 

 
by 

 
Daisuke Takeda 

 
Abstract 

The purpose of this paper is to record in print what I am currently thinking about, which arose from my struggles with 

the practice and research of psychological support that I discussed at the conference. I argued that the challenge was 

how to express the materials with characteristics such as the "continuity of the one and only time" obtained in 

psychological support practice as case studies, and the value of papers that work on human activities. In order to achieve 

this, it is important to enrich the case studies, which play a role in the back-and-forth thinking process regarding 

psychological support practice and research. Finally, the paper concludes with an additional personal argument about 

the unique value of university bulletins. 

 

 Ⅰ．はじめに 

筆者は 2020 年 11 月に行われた日本スポーツ心

理学会第 47 回大会にてキーノートの演者を仰せ

つかった．そこで筆者の語った内容を振り返りな

がら活字に起こし，その記録を遺すことが本稿の

目的である．大学教員の日々の取り組みを活字化

して遺す試みは，将来的な学術的発展あるいは社

会貢献へ向けた繋ぎ的役割として有益であると考

える．論述の中には，本旨から外れた内容がとこ

ろどころ散見されるが，語り手がその場その時に

語ったことであるため，含めて記載した．それは，

一見無駄に思えることに何らかの意味があると考

えるからである．  
さて，学会会長と筆者が担ったキーノートの大

きなテーマは「科学としてのスポーツ心理学とそ

の研究（者）倫理」であった．筆者は「実践経験

から学問に貢献する，そして再び実践へ」と題し，

筆者自身の専門的生業として自覚している心理サ

ポートの実践を振り返り，そして本テーマに対し

ての私見を述べることで，自身の使命を果たそう

とした．その理由は，スポーツカウンセリングや

スポーツメンタルトレーニングといったアプロー

＊１ 東海大学体育学部生涯スポーツ学科 
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チでもってアスリートに対する心理的支援を行う

実践家としてのアイデンティティが大きいからで

ある．研究者と指導者の 2 足の草鞋を履くコーチ

ング領域の大学教員ならば，筆者の思いあるいは

苦悩を理解されるかもしれない．  

次節では，発表当日に示したスライド資料の見

出しに沿って振り返りたい． 
 
 Ⅱ．実践経験から学問に貢献する，そし

て再び実践へ-キーノートの内容- 

1．研究者としての未熟さの痛感〜登壇の背景 

筆者の登壇の経緯を最初に紹介する．きっかけ

は少し遡り 2018 年 11 月に仙台市で行われた公開

講座であった．公開講座について補足すると，ス

ポーツ心理学について，一般市民の方に広く知っ

てもらうための努力が学会として必要であるとの

意向から，毎年 1 回いずれかの地域に対して 3 名

ほどの学会員が訪れ，講座を開催するものである．

内容については，スポーツ心理学の概要だけでな

く，運動学習やスポーツ社会心理，健康スポーツ

心理，あるいは実践に近い領域のメンタルトレー

ニングやスポーツカウンセリングなどの各専門領

域について，できる限りわかりやすく伝えるもの

であり，2017 年から始められた註 1）．筆者は，第 2

回公開講座に，現スポーツ心理学会長である山本

裕二教授（名古屋大学）と現理事長の筒井清次郎

教授（東海学園大学）の二人の先生と一緒に参加

した．この時に筆者は，お二人の話す内容に感銘

を受けるのと同時に，自身の研究者としての未熟

さを痛感したのである．これは鮮明に覚えている．

何に感銘を受けたのかというと，二人の先生の話

す内容が，ご自身がそれまでに積み重ねられてき

た長年の研究の成果に基づいているということで

あった．「自分で気付けば運動はうまくなる」と「子

どものやる気の育て方と発達に応じた体力トレー

ニング」がそれぞれのテーマであったが，スポー

ツ心理学に関する専門書やテキストを読んで，そ

の内容を伝えるということでなく，またあるいは

その時々の流行のものを伝えるということでもな

く，ご自身の研究をベースに紹介しながら，一般

の方々に伝わる言葉を選んでお話しされていたの

である．その時に，本来，研究者あるいは教授と

は，このような先生方のことを指すのだと感じた．  

筆者の発表についてもそれなりの評価はいただ

いた．しかし，それ以上に心に引っかかること，

あるいは情けなく感じていたことは，筆者の実践

やその経験について，学術的に発表（論文化）で

きていないという思いだった．筆者自身を振り返

ると，たしかに，多くの心理サポート実践を経験

し，実践家としての専門的訓練も継続して積み重

ねてきたという自負はある．たとえば，心理サポ

ート実践の領域では，自身の実践を多角的に振り

返る事例（ケース）検討という訓練の場がある．

実践者のサポート事例を熟練した専門家が同席す

る集団の中で報告し，意見を求める場である．他

の専門家の発表を聞きながら，“このクライエント
註 2）はそろそろ怪我をするだろう”，あるいは“そ

ろそろ新たなパフォーマンスを構築するだろう”

など，ケースが展開していく中で，今後起こりう

ることも予期できるようになってきた．いわゆる

“ケースを読むこと”ができるようになった．も

ちろん，筆者自身の実践においても，目の前にす

るクライエントの内界（心の深層の様相）の動き

も把握できる実力が備わったと思う．ところが，

改めて自身を振り返ったときに，自身の実践を学

術論文として発表できていない事実と向き合わざ

るを得なかったのである．さらには，現在の学術

論文の価値基準の中で，どのように発表したら良

いのだろうか，その方法すらわからないでいると

いう状態であった． 

当初，筆者はこのキーノートの登壇を躊躇し，

演者として相応しくないと考えていた．なぜなら

筆者の考えるキーノートとは，一人の研究者が，

ひとつのテーマにじっくりと向き合い，何らかの

現象を深く掘り下げ，一貫した論を提示するとい

う，縦方向への積み重ねのようなものであったか

らである．研究の積み重ねに乏しい筆者には相応

しくないと考えていた．しかし残念なことに，そ

れを理由に辞退する勇気もなかった．そのような

ときに「今考えていることを好き勝手に話せばい

いんですよ」との同年代の同志からの言葉に支え

られ， それならば今日において筆者自身が苦悩し

ていることを話そうと決意したのであった． 

ここで今一度会長から提示されたこのキーノー
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トの趣旨に戻りたい． 

 
2．わからなさの共有，悩み続ける場〜企画趣旨 

ここでは，学会大会 2 号通信 1）と大会抄録集 2）

に記載された山本会長による企画趣旨を契機に考

えたことを述べる． 

最初に「スポーツ心理学が社会に役立っている

のか？」という根本的な問題提起をされた．たし

かに，メンタルトレーニングといった言葉は広く

知れ渡っているのかもしれない．しかし，それは

すべてがスポーツ心理学の知見に基づくことによ

るのだろうか．なんとなくわかりやすいものや，

それほど専門に学ばなくても理解できるだろう内

容だけが切り取られ，そしてさらには，専門家が

言うのだから正しいのだろうという印象に強く影

響され，世の中に浸透している可能性の方が大き

いように感じる．たとえば，目標設定技法などは，

その言葉の意味や響きだけからも，スポーツの文

脈でも，あるいはそれ以外の日常の文脈において

も役立つだろうと，簡単に誰にでも想像できるた

め，何の疑いもなくメンタルトレーニングプログ

ラムに組み込まれ，トレーニングが行われるだろ

う．しかし，強迫的なパーソナリティを持つ選手

や，あるいは主体性に乏しく，他者に従順な生き

方をしている選手などには，発達上の心理的課題

をさらに深刻なものにしてしまう可能性もある．

そのようなことは，あまり一般的には知られてい

ないように思う． 

次に会長は，科学界でのスポーツ心理学の認知

度についても触れており，十分な認知はされてい

ないと述べている．この指摘からは，一時期，世

間で話題となっていた日本学術会議を思い出した．

2020 年 6 月に，日本学術会議主催の学術フォーラ

ムで「人生におけるスポーツの価値と科学的エビ

デンス」というテーマの会議が行われた．筆者と

しては，学術会議がスポーツや運動に関わるテー

マを取り上げたことに驚き，Web 会議に視聴者と

して参加した．登壇者には，日本スポーツ心理学

会会員はもちろんその他の体育・スポーツ科学，

あるいは医学の有識者らがそれぞれの専門性から

の知見を紹介していた．その内容はここでは触れ

ないが，筆者が最も印象に残ったのは別のことで

あった．当時の学術会議の役職者のひとりが，会

議の総括を語ったのだが，その内容から筆者は残

念な思いに至ったのである．その内容とは，端的

に言えば，体育・スポーツ科学の研究が学問とし

て同じ土俵にはないといったことであった．筆者

の個人的価値観に依る受け止め方であること，ま

た発言者においては素朴な感想だったことを念の

ために加えておく．いずれにせよ，スポーツ心理

学を含む体育・スポーツ界の学術的な発信の課題

であると感じた．そもそも学術会議の委員会やそ

のメンバー構成をみれば，学術界における体育・

スポーツ科学の位置づけが想像されるだろう． 

今一度，スポーツ心理学会山本会長による問題

提起に立ち返りたい．会員が研究者として，どの

ような貢献ができるのかという問いである．筆者

の専門領域は繰り返し紹介したように実践ありき

の領域である．会長によるこの問題提起は，メン

タルトレーニングやスポーツカウンセリングを行

う者は，実践者であると同時に研究者でもあり，

実践を研究として積み重ねる必要があるというこ

とを示している．学術団体が認定する資格である

認定スポーツメンタルトレーニング指導士は，研

究もしなくてはいけないのである．ここに自称専

門家との大きな違いがあり，責任の質に帰する．  

残念ながら現状においては，心理サポート実践

を主たる活動にしている会員によって発表された

研究に対する苦言をよく耳にする．さらに耳が痛

くなる指摘に，「基礎研究ができない応用研究者と

いうのは，その応用研究を疑ってみる必要がある」

や「後生でも読むことのできる論文がなければ，

協調も競合もない」がある．これらの指摘に対し

ては，真摯に反省しなければならない．学会の場

は，理想的には会長の言う「わからなさを共有し

て，一緒に悩み続けるための場」といった雰囲気・

土壌のあるものになっていくことが望まれる．そ

れ相応の研究テーマの設定や知見の積み重ねが急

務である．少なくとも，心理サポート実践の実施

報告のみを行い，試合の勝ち負けや選手のポジテ

ィブな自己報告でもって，実践者自身の活動を肯

定的に評価し保障する場，あるいは承認欲求を満

たす場ではあってはならない．さらには安易な研

究発表を乱立させ，学術的業績の数量的荒稼ぎの
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場ともなってはならない． 

次項では，社会から信頼される学会としてひと

つの指標となり得るエビデンスについて触れてみ

たい． 

 

3．エビデンスの再考 

今日においては，あらゆるところで「エビデン

ス」という言葉を聞くようになった．たとえば，

新型コロナウイルスによってもたらされた新たな

生活様式へ転換が求められる最近において，毎日

のようにメディアに登場する専門家が，“このデー

タによると・・・”，“このデータをこのように読

むと・・・”のように，おそらくエビデンスのあ

るだろう発表に基づき，国民にわかりやすく説明

しようとしている．しかしながら，時には，“この

専門分野の視点においては，○○であるが，別の

観点からすると，△△といったように，このデー

タは信頼できない・・・”のように，多くの発表

があるけれども，すべて完全に完璧に納得のいく，

あるいは社会の動きを方向付ける決定的な研究は

ないようだ．それほど研究とは難しいものである

し，出てきたデータを解釈するのも簡単ではない

と感じる．疫学などのように高い基準での科学的

なエビデンスが重要とされる分野でも，解釈や理

解が難しいことであるのに，人の心といった形の

ない曖昧なものを研究対象とする場合，あるいは

心に限定することなく，人を対象とした研究領域

においては，何をもってエビデンスと言っている

のかを，研究者自身がまずは考えることが大切で

ある．後にも触れるが，個人の主観や経験に基づ

いたものはエビデンスの担保された研究あるいは

学術論文としては相応しくないとされる風潮があ

る．たしかに，現場の指導者が，自身の主観や経

験にだけたより，“この子は殴って育てたから，大

成したんだ”，“これは体罰ではない．本人も殴ら

れて良かったと言っている”などのようなことを

今でも耳にすることがある．これに対して，専門

家が科学的根拠に基づいた理論や知見を丁寧に繰

り返し説明し，なぜ暴力がいけないのかを説いて

いく必要はあろう．もし，指導者らの主観や経験

に学術的エビデンスに基づいた知識が備われば，

その指導者にとっても，その指導者に指導を受け

る子ども達にとっても有益なことに繋がると期待

できる．しかし一方で，それはエビデンスと言え

るのかということもある．たとえば，どのような

類いの雑誌に載っていても，それはすべてエビデ

ンスと言えるのだろうか．あるいは著名な大学教

授が言っていたから，それはエビデンスであると

なりうるのか．つまらない冗談のように読者は思

うかもしれないが，実際にそのようなことは身の

回りに起きている．新聞やインターネット上の記

事などでは「この種のテーマに詳しい○○大学△

△教授によると」という前置きがあり，わざわざ

カギ括弧で括られて，その教授が語ったとされる

コメントが載っていることがある．その内容には，

専門家でなくても言えるようなものもある．おそ

らく，その教授は掲載されたコメント以上のこと

を話されているのかもしれないが，世に出た記事

には浅はかなところだけが切り取られて載ってい

る．それでも，“著名な教授が言うのだから”，と

いうことで世間の人々の信念や価値観の支えにな

っていく．これは専門家の発信するその責任の大

きさを示している．  

一方で，学術的なところでは，狭義の科学観が

学術論文の発表に影響を与えていると思われる．

当然ながら，科学の中で大切にされているのは，

普遍性，論理性，客観性，再現性など，大学院教

育を受けたものであれば，誰しもが学んできたも

のである． 筆者は，スポーツ心理学会の編集委員

会委員を拝命し，業務の担当としては，筆者が専

門とする応用あるいは臨床領域に関する投稿論文

について，その内容を確認し，相応しい査読者を

選定することにある．投稿された論文に関して，

たとえば方法論においては，質問紙を用いたもの

や，インタビューを用いたもの，あるいは実践か

ら得られたデータを用いたものなど多岐にわたる．

当然ながら，普遍性，論理性を意識して，研究の

構成を立てるのは大切なことである．ところが，

客観性あるいは再現性などに強く意識が囚われて

しまうと研究そのものが成立しなくなる．特に，

現場で起こっていることを記述していく方法では，

この狭義の科学観では研究の俎上にあげていくこ

とすら難しいのではないかと考える．もちろん，

安易な研究は論外である．たとえば，努力して有
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機的なデータを得たにも関わらず，それを最小単

位のユニットに分解し，トライアンギュレーショ

ンなどによってカテゴライズあるいは妥当性を担

保しようする．そしてその結果，無機質なデータ

のまとまりとなり，そこから得られた概念が極め

て抽象的となる．主張としては理解できるが，そ

れがいったいどのように役立つのかといった印象

に繋がる論稿もある．言い換えるなら，現場で起

きている事象を“身をもって”感じているのだが，

その実感にまで響かないのである．本稿では，特

定の方法論や個別の研究を例に挙げることは控え

るが，有機的なデータが，言い換えれば，人間の

営みのリアリティに迫ることのできるデータが，

本質から遠ざかり無機質なものとして捉えられる

ことに，筆者は残念に思うのである． 

では，どのように表現したらよいのだろうか．

これがとても難しく，筆者自身も悩んでいる．執

拗に繰り返すが，筆者の専門とする領域は実践あ

りきである．人と人との密な関係がベースである．

したがって，研究資料は筆者の主観を通したデー

タとならざるを得ない．ところが，それを何の策

もなく主観にのみ頼って表現することでは，何か

が足りないとも感じている．“それはあなたの思い

込みでしょう”とは言わせないような，主観を通

して記述されたものだからこその価値を見いだす

作業に日々取り組んでいる． 

先に述べた狭義の科学観の支配はとても大きい

と感じる．精神分析の始祖であるフロイトは，無

意識の概念を提唱したことでよく知られている．

フロイトを契機に，無意識というものがあるとい

う前提でいくつかの理論が発展し，実際に治療場

面などで役立ってきたことは多くの人が認めると

ころである．無意識のようないわゆる科学的なア

プローチでは説明が難しい概念でさえ，フロイト

は治療の実践においても，あるいは自身の論を展

開することにおいても科学的な態度を終身に据え

たようだ 3）．そのくらい科学観というのは我々の

研究活動に影響を与えているのだと思う． 

エビデンスに戻るが，それぞれの立場で使って

いるエビデンスというものを，研究者自身が改め

て考える必要がある．その思考の手がかりの一つ

に，研究者自身が分析しようとする資料の特徴を

改めて考えることが挙げられる．当然のことであ

るとのお叱りを受けるかもしれないが，その当た

り前のことを改めて考えることが求められている

と思う．  

次項では，筆者の専門性を整理しながら，筆者

にとってのエビデンスをまとめたいと思う． 

 

4．筆者の専門性の整理-実践の基本的態度- 

ここからは極めて個人的なことになってくる註 3）．

筆者にとって，アスリートへの心理的支援は重要

な仕事である．スポーツメンタルトレーニングや

スポーツカウンセリングを主な拠り所としている

が，ここでは便宜的に「心理サポート」と呼んで

いる．研究を行うにあたっては，心理サポートの

実践を通じて体験したことから，研究のテーマを

設定することになる．あるいは実践を行っている

と必然的に研究テーマに導かれるとも実感してい

る．したがって研究を行うにあたっては，心理サ

ポート実践がないと成立しない．ところが，心理

サポートでは，実践者自身が考えた仮説を確かめ

るために，実験的な手続きを行い検証するといっ

た，いわゆる科学的な実証研究の手続きとはなり

えない．実践であるため「目の前にする人（選手）」

あるいは「目の前にするチーム」との関わりがあ

る．深く密な対象との関係がベースにあり実践は

行われる．人に関わるあるいは集団に関わるとい

う生業のため，心理の専門家としての“基本的な

態度”を自覚することは重要である．その態度の

一部を担う心理支援の立場にはさまざまあり，認

知行動，精神分析，分析心理，実存心理など多岐

にわたる．実践者が何らかの理論をベースにする

のは自然なことである．現在においては，いくつ

かの理論を折衷するような態度や信念をもつ実践

家もいる．筆者自身はというと，この理論的ベー

スがそれほどはっきりとはしていない．スポーツ

心理学会員の抱く筆者に対する印象には，ユング

（分析心理）的な立場があるのかもしれないが，

筆者自身はユング派であるとは恐れ多くて言えな

いと思っており，むしろその志向は微塵もない．

現在においては，分析心理学を中心に学ばれた臨

床心理士でさえも，純粋なユング派（ユンギアン）

を自称する者は少数ではないかと思う．このあた



武田大輔 

東海大学紀要体育学部 76 

りは，心理臨床の歴史的流れにも関わることであ

るので，これ以上は触れない．元に戻って，やは

り実践家としては基本的な態度を時折自覚する必

要はあるだろう．あえて筆者自身が何を拠り所と

しているかといえば，臨床心理学で著名な河合隼

雄先生の考えに大きな影響を受けていると言える．

筆者が大学生の頃は，カウンセリングや臨床とい

う言葉をまったく知らなかった．カウンセリング

などは，有識者であり先生と呼ばれる人達が，困

った人に何らかの助言をするという程度にしか考

えていなかったかもしれない．思春期での個人的

なことでさらに告白すれば，カウンセリングとか

そういった胡散臭いものに対する嫌悪感すらあっ

た．ところが，大学 3 年生の終わり頃と記憶して

いるが，心理臨床とは異なる文脈で河合隼雄先生

を知ることになる．筆者は当時，子ども達のサッ

カーの指導者をしていた．サッカーを通じて子ど

もたちが成長していく，社会性を身につけていく

ことに関心があった．子ども達の成長の魅力にの

めり込むと同時に，何か子どものスポーツに足り

ないものがあるように感じていた．その時に，あ

る先生から河合隼雄先生の「子どもと学校」とい

う文庫本を紹介された．それを読んだときにとて

も感銘を受けたのが，現在の仕事に繋がるきっか

けのひとつとなった．少し話は逸れたが，とにか

く筆者が河合隼雄先生に影響を受けていることは

間違いない．そのため，実践を行う際には，河合

先生の心理支援の基本的態度を意識している．そ

の態度の対象は「目の前にいる人」，「関わる人」

あるいは「チームという集団」でも同じ意味合い

である．その目の前にいる人に対して，「いまでき

る最善のことは何か」をしっかりと考え，その人

に役立つことをしていく 4），といった極めてシン

プルな態度である．ところがこれがとても難しい．

“試合で緊張する”，“コーチと合わない”，“今ま

でできていた技ができなくなった”，あるいは“漠

然とメンタルトレーニングを教えてほしい”とい

った理由で選手は心理サポートを求めやってくる．

これらを主訴と呼ぶ．専門家でなければおそらく

このような主訴に対して，“リラクゼーション技法

を教えよう”とか，“ポジティブシンキングの方法

を学ばせよう”などと，なんとなく役に立ちそう

な心理技法をマニュアルに沿って指導するだろう．

心理サポート実践の初学者が“テキストに書かれ

ているメンタルトレーニングのパッケージを提供

しているのに，どうも選手が変わらない”と平気

で言うらしい．さらに残念なこととしては，“うま

くいかないのは，選手が真面目にメンタルトレー

ニングをしていないからだ”とか，“メンタルトレ

ーニングを実践しても変化がないのは，その選手

のメンタルが弱いからだ”などと言う者もいる．

実はこれは初学者だけに限らない．再び話が逸れ

てきたので本題に戻る．いずれの立場であっても，

主訴を聴きその背景を尋ねていく．すると，“なぜ

この人は今こんなことで苦しむのだろうか”，“苦

しみを訴えてはいるけれども，それはある意味必

然に感じる”，“この苦悩にはなんらかの意味があ

りそうだ”などという思いが生じてくる．そして

このようなことを真剣に考えていけばいくほど，

もっと根本的なものに直面することになる．目の

前の人に役立つことを考えることは，人間存在の

意味を問うような，哲学領域の人達が古くから立

ち向かっている問題にも触れることになる．おそ

らく真剣に心理サポートに取り組んでいる専門家

は，そのような哲学的な問いに対する葛藤に導か

れる体験をしていると思う．またこれは，研究者

としてのアイデンティティーが大きい者でも同じ

ではないかと思う．研究者それぞれが大切にして

いるテーマに取り組み，何かがわかれば，同時に

それ以上にわらかないことが出てくる．それを繰

り返すと，人間存在とは何かという類いの思いに

辿り着くだろう．ただし，あまりに哲学的な問い

への探求にはまってしまうと，それこそ目の前に

する人に対する仕事ができなくなってしまう．筆

者はそのような危機を何度か経験している．考え

ざるを得ないけれども，実践家本人が壊れるギリ

ギリのところで，距離を置くことも必要なことと

感じている．  

実践者それぞれの有する基本的態度に支えられ

て実践を行うのだが，研究に必要となる実践から

得られるデータには特徴がある．その始まりは，

何らかの主訴で心理サポートを求めてやってきた

競技者に関わることである．そこには，筆者と競

技者との唯一の関係性ができてくる．心理サポー
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トの中で展開されるものは，他とは比較できない

競技者と筆者との固有の関係性だからこそ生じた

現象となる．この関係性を基盤とした人間同士の

営みであるという特徴を活かして，研究テーマに

取り組んでいく．また心理サポートは，一回で終

わることはそれほどなく，複数回継続していく．

長いものでは数年の関わりになることもある．そ

の時々の一回のセッション（関わり）は再現する

ことのできない一度限りのものである．その一回

の関わり方次第で相手の動きが変わるし，また相

手の反応によって，関わり手の側も何らかの影響

を受ける．そして，その次の回に，さらにまたそ

の次の回にと繋がっていく．当然ながら，やり直

しはない．唯一無二の時間を競技者と共に過ごす

ということである．その一回に伴いまた次の展開

がやってくる．その連続ということである．つま

り，「唯一無二の時間の連続性」という特徴を持つ

のが筆者の得る資料である．そして，対峙する専

門家と競技者のそれぞれが体験するその瞬間，空

間はそれぞれにとって生の体験である．そして，

スポーツ文化に身を置いてきた両者だからこそ，

身体性を伴う関わりに含まれた“生の体験”は特

異であろう．ここに体育・スポーツの独自性があ

ると筆者は考えている．心理サポートの場で語ら

れる競技者の体験は，その語られた時にはすでに

経験となっているのかもしれない．当然ながら，

体験の主体は身体性を備えた人間であり，語られ

た経験はすでに何らかの意識的な機能が加わって

いる．ところが，体験の方は，そこに「からだ」

という漢字が備わっていることからも，競技者の

身体体験はより生に近い，まさに体験そのものだ

と考えられる註 4）．一般の人々よりも自身の身体と

の相互性の強いアスリートだからこそ，彼らの身

体を通した体験というのは，生に近いという表現

でいいのかはわからないが，心と体の総体として

の人間の営みに近い感覚が得られているのではな

いかと考えている註 5）．これは心理サポート実践の

筆者の実感によるところが大きいのだが，大切な

概念と捉えている．  

学会の抄録集には，心理サポート実践から得ら

れた主観による資料をどのように分析資料として

扱い，どのようにアウトプットしたら良いのかが

わからず悩んでいると記した 10）．大きな括りでい

うと質的研究，その中でも事例研究としてアウト

プットすることになるが，研究としてまとめてい

く前段階の作業として，重要な位置づけとなる「事

例検討」について次に触れる． 

 

5．実践の振り返りに不可欠な事例検討 

実験により得た数値を，あるいは社会調査で得

られたビックデータを統計的に分析するなどが，

科学研究では主たる分析方法になっている．そし

て，テクノロジーが発展したことで，これらの分

析装置はかなり高度な計算ができるようになって

いる．ところが，筆者の専門領域での主たる方法

論は事例研究である．この場合は，先に示した分

析装置とは異なり，分析装置が実践者自身である

というかなり特異な性質を持つ．したがって，分

析装置そのものものをアップデートするためには，

実践者自身がアップデートされなくてはいけない．

これは単に実践経験を多く積めばよいという単純

なものではない．実践者が訓練を積むことでしか，

分析装置としての能力は向上しないのである．そ

してこの訓練にあたるもののひとつが事例検討で

ある 11）． 

すでに 1 項でも触れたが改めて事例検討に関わ

る一連の手続きを端的に説明する．まず実践者が

自身の実践の様子を詳細に逐語化し，資料を作成

する．その資料を経験豊富な者を含んだ複数名の

専門家の集まる場にて読み上げる形で提示する．

読み手の側は，語り手となる事例提供者の声を聞

きながら，その資料を味わうことになる．すると，

実践者とアスリートとの間でどのような関わりが

行われていたのかを想像することができる．この

読み手が想像することのできる資料を作成するこ

とが，実践家には求められる．その作業プロセス

には，繰り返された省察を経て事例が“揉まれる”

ことが必要となる 12）．  

ところで，事例検討を誤解している専門家もい

る．スポーツに深く関わってきた者だからか，“勝

ったから良い，負けたから失敗”のような二者択

一的な考えが先行するようだ．心という見えない

事象を扱うわけであり，そもそも単純な良し悪し

を決定づけることは難しく，またさほど有益でな
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い．そうではなく事例検討においては，提示され

た事例の中で，関わり手とアスリートとの間で展

開された現象には，どのようなプロセスが流れて

いたのか，そこにはどのような意味があったのか，

あるいはどのような物語が流れているのかなど，

さまざまな視点からの読みや解釈が提示されるの

である．それはどれが正しいと言うことではない．

指定討論者のコメントがいかにも正解かのように

受け取る人もいるようだがそれも違う．その場で

提示されたさまざまな解釈や意見によって，事例

の提供者だけでなく，聞き手の人達の“心が動く”

ことが大切である．事例提供者の場合では，資料

作成の段階で，提供者自身の読みなどができてく

る．しかし，事例検討の場で，その読みに変化が

生じてくる．自身では思いもよらなかったことが

新たに加わったり，あるいは自身の読みにさらな

る色合いがついたりなど，このような動きがある

からこそ，分析装置自身である実践者の能力が磨

かれていくのである．聞き手においても同様であ

る．他者の事例を読み，そこでの展開を想起する

ことで，聞き手自身のサポート経験が喚起され，

そしてそれをその他の視点から振り返るきっかけ

となる動きが生じる．この動きが大切なのである． 

このような事例検討の場を通過した後に，事例

研究としてアウトプットされたものが，ひとつの

価値ある論文として認められても良いのではない

かと考える．事例検討を経て出版された論文は，

おそらくは事例検討の場で提示された意見や解釈

により何らかの加工が加えられ，ある種のテーマ

を考えるに相応しい内容としてまとめられている．

読者がそのような論文を目にすることで，次の実

践に活かされてもよいだろうし，研究活動におけ

るインスピレーションとなってもよいだろう．筆

者の現状の課題としてはこの論文化である． 

事例検討での体験について，それ自体を言葉に

することは難しいのだが，次のような例から想像

してもらいたい． 

 

6．こころとからだが動く 

ここで紹介する例は，読売新聞の編集手帳とい

うコラム（2020 年 10 月 17 日）にあった記事から

である．この記事を読んでいた時に，事例検討や

事例研究の魅力に似ていると直感的に感じたので

紹介する．もちろん執筆者の記者は，異なる文脈

でこのコラムを書かれている．このコラムでは，

北村薫さんという作家さんの著作の一部を用いら

れており，それは小学生の書いた詩であった． 

 

＜ある小学生の詩＞ 

ぼくが くりのいがいがを 手でもったら と

ても いたかったよって ママにはなしたら マ

マが いたそうねって顔をしかめた ママってか

わそうだね おはなしをきいただけで いたくな

るなんて 

＜北村さんの感想＞ 

嘲笑とは最も遠い心の持ち方をした時，人がど

れほど人に近づけるかを示すような詩に，出会う

ことが出来ました． 

 

筆者はこれを読んだときに，学術論文にもこの

ようなことが生じることに価値が置かれてもよい

のではないかと感じた．読み手の北村さんは間違

いなく感動している．こころとからだが，つまり

身体的に動いている．この詩に対して，たとえば

ピアジェの発達で考えると，知覚，認知能力の未

分化な機能が・・・と説明できるだろう．あるい

は，幼少期の脳の発達から言うと・・・などと，

さまざまな理論で説明できるだろう．しかし，こ

のような説明は，現象のメカニズムの理解には繋

がっても，自身の身体が躍動するまでになるのだ

ろうかと疑問を抱く．事例研究を味わう醍醐味と

は，先の詩に触れることで，個々人に何らかの動

きが生じることと同種のものと考える．事例に目

を通し，何を感じるか，何を想像するか，どのよ

うな心的エネルギーが動き出すのかといった人の

生に力動を生じさせるのが事例研究の魅力の一つ

と考えるのである． 

学術論文が現場には役に立たないという批判が

多少なりともある．当然ながら，科学的手続きに

基づいた学術論文は貴重である．しかし，それだ

けではないとも思う．学術論文は，我々のような

専門家だけのものではない．実際に現場で指導に

あたる人達が読むこともある．スポーツ活動上で

の苦悩からの脱出のきっかけとなることもある．
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科学的な理論の説明も大切だとは思う．それと同

じように，ひとつの事例を通して，読み手のここ

ろが動き，つまりこれまでの体験，経験が動き，

そして，その次の行動に影響を与えるような論文

も，科学論文と同じように価値が認められてもい

いのではないかと考える 13）．そのような論文を書

くことは簡単ではない．しかし，挑戦しなければ

ならないと筆者自身に言い聞かせている． 

 

7．事例検討から事例研究へ-わからなさを大切に

する- 

質の高い事例検討の場は少しずつ増えてきてい

るようだ．たとえば，国立スポーツ科学センター

で毎月行われている事例検討会は，年々その会自

体が成熟しているように感じる．さまざまなバッ

クボーンの持った研究者や実践者が集まり，多角

的な視点でもって，ひとつの事例について考える

ことのできる場である．そのような場を，全国各

地で育くみ，土壌を豊かにしてもらいたい．事例

検討とは，実践と研究に対する個人内の往還的思

考プロセスの触媒とも言えよう．そのプロセスを

経て活字化された事例研究が発表されるのがスポ

ーツ心理学会の目標のひとつでもあると思う．  

最後に，山本会長の言及された「わからなさを

大切にする」について一言添える．これは研究だ

けでなく，実践においても同じである．簡単にわ

かるものは，そもそも学問の対象とならない．ま

してや専門的な資格を持つ者が実践を行うまでも

ない．我々のような研究者あるいは専門性を有し

た実践者が，人間の営みの複雑さ，わからなさを

持ち続けることが必要かと思う．研究者であれ，

実践者であれ，わらかなさに対峙する苦悩に身を

置き，その苦悩を大切にしながら，その先に辿り

着くであろう研究者の深奥から浮上する新たな知

見を積み重ねることのできる，あるいはそのプロ

セスを重んじる学会になればと願っている註 6）． 

 

Ⅲ．おわりに 

本稿は，ひとりの大学教員の取り組みを活字に

して遺すことを目的とした．読者の中には，なぜ

紀要なのかと疑問を抱く者がいるかもしれない．

いくつか理由を挙げておく．体育学部に所属する

多くの教員は，研究活動のみに従事しているので

なく，運動部活動の指導・管理運営や地域でのス

ポーツ指導実践，あるいはスポーツを通じた社会

問題解決への取り組みなどにも専心している．そ

こでの体験は，言葉には表すことの難しいなんら

かの感動をそれぞれにもたらしているだろう．そ

れを研究という形にするときに，その表現化が困

難な作業であるにも関わらず，それを掲載する学

術雑誌もさほど多くはない．その受け皿として，

本紀要の役割を提示したかったことが理由の一つ

である．また，複合領域である体育学あるいはス

ポーツ科学においては，所属成員間にある種の団

結力が備わっているかのように映ることがある．

しかしながら，それぞれの専門性を真に理解する

機会は意外と少ないように思う．紀要に遺る中で，

わずかでも同士の営みが誰かに繋がるのならば，

それも大学の紀要の価値と考えてもよいと筆者は

考えている註 7）．  
 

註 

註 1 ） 日 本 ス ポ ー ツ 心 理 学 会 の ウ ェ ブ サ イ ト

（http://www.jssp.jp）を参照されたい． 

註 2）心理サポートを求めてやってくる人を総称的にク

ライエントと呼ぶ．本稿では，その対象は文脈によっ

て選手，アスリート，競技者と記載しているが意味あ

る違いはない． 

註 3）学術的論稿に私的なことを記述することの是非に

ついて筆者は私見を述べることしかできない．少なく

とも心理臨床実践では，クライエントの生育歴を丹念

に聞く．それにより，目の前にするクライエントの苦

しみの意味を深く了解できるからである．指導実践す

る指導者の指導哲学が重要であることは言うまでも

ないが，そこには指導者の生育歴，競技歴，指導歴，

すなわち生き方が強く関わる．個人の歴史があるから

こそ，了解できる資料も存在する．本稿もそれと同じ

と考える． 

註 4）筆者がこのように考えるに至ったのは，山本昌輝

教授（立命館大学）との対話にある．山本教授は，「宿

業体としての人間と業熟という形の超越」について論

じているが 5），その本質は苦しみの中に発見的に見い

だす個性とであろう．その点において，競技者に対す

る心理臨床と根底は同じである． 
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註 5） 筆者は，老松の身体系個性化 6）を拠り所とし，

心と体の総体としての身体をイメージし，アスリート

の語る身体を媒介とした心と体の繋がりの在り様と

個性化プロセスについて関心を持ち一連の研究を行

っている 7）8）9）． 

註 6）ここで論じた内容は，本文中に引用したもの以外

の学術書や論文 14）15）16）17）も参考としている． 

註 7）筆者がこのように思うのは，本学部体育学科の阿

部悟郎教授の影響による．阿部教授は，研究委員会の

いくつかの会議の席において，時代の潮流に沿わない

が，後に価値あるものと評価される論文があること，

そしてその可能性を担保するためにも紀要の存続は

重要であることを訴えている．筆者の紀要に対する考

えは，間違いなく阿部教授によって変わったことをこ

こに触れておく． 
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The personal opinion on the continuation of publication of the Bulletin of the School of 

Physical Education. 
 

by 
 

Daisuke Takeda 
 

Abstract 
The purpose of this paper is to present my personal opinion by looking back on the five years I was involved in the 

research committee and my own recent situation as an opportunity to reconsider the new value of the School of the Faculty 

of Physical Education. I argued that there is value in allowing free submissions that go beyond the scope of general 

academic papers, in connecting faculty members who belong to the university, and in bequeathing the living testimony 

of the faculty members themselves. 

 
 Ⅰ．はじめに 

大学の運営方針の転換に伴い，学部紀要の出版

に関する基本的な考え方を再検討することが各学

部において求められている．筆者の聞く限りでは，

大学としての考えは，それぞれの研究者の研究領

域や分野における主要なジャーナルへの積極的な

投稿を推奨していることにある．したがって，紀

要に関わる予算を含めて，各学部における紀要の

位置づけを明確にする必要が生じてくる．この作

業は，基本的には単年度で構成される研究委員会

による議論を経て，その原案が教授会にて審議さ

れるのが通常であろう．しかし，人的にも時間的

にも限りある委員会活動だけの原案でよいのだろ

うか．委員会の枠を超えて，各教員がそれぞれに

紀要の持つ意味を改めて考える時間を持ってもよ

いのではないか．それは，各教員の日頃の活動を

振り返る機会ともなろう．以上のように，大学運

営に関わる背景と，個人的な考えとが動機となり，

本稿を執筆することとした．体育学部においては

学部紀要を発行する意義をどのように考えるのか，

つまりその存続価値を議論する契機を提示するこ

とが本稿の目的である． 
 

Ⅱ．学部紀要の独自性と可能性 

1．研究委員会での紀要出版担当の経験から 

筆者は 2016年の本学入職時から現在までの約 5
年間において研究委員会委員を拝命し，主に紀要

の出版に関わる業務に関わらせていただいている．

そもそも煩雑な作業のある紀要作成であるが，電

子化への移行，予算削減による教員の作業増など，

その煩雑さと業務負担は年々厳しくなっていると

感じる．ネガティブな言及はほどほどにし，これ

＊１ 東海大学体育学部生涯スポーツ学科 
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までに紀要に関わる業務を通じて筆者が感じたこ

とを記載する． 
最初に紹介したい印象深いことは，植田恭史教

授による一連の玉稿「私の考えるコーチング論」

である．2019 年度はⅨとあり，その積み重ねを想

像できる．単なるハウツー的な指導書ではなく，

指導者としての姿勢や生き方までが伝わってくる

内容である註 1）．植田教授が素晴らしい指導者であ

ることは，筆者がわざわざ説明しなくとも周知の

ことである．筆者が東海大学に赴任しすぐに感じ

たことは，ここには素晴らしい指導者が多くいる

ということだ．その理由は簡単で，他大学と比べ

て充実しているとは決していえない施設環境にお

いて，多くの運動部が高い競技レベルにあるから

だ．そしてそれは本学における指導者や学生アス

リートの創意工夫があってのことであろうと想像

した．そのため，本学の指導者らの体験知を活字

として遺すことには多くの意義や価値があると考

える． 
ところが，その論述を拝読しているときに，僭

越ながら，時折違和感を感じたのである．戸惑い

であったのかもしれない．その時はその理由がわ

からなかった．その後，植田教授の論文だけでな

く，ほかにも多くの実践に基づいた資料を論文化

する論稿がいくつか投稿され，一部は審査を経て，

またある一部は研究委員会による精査を経て出版

に到るのだが，残念ながらすべてが掲載されるこ

とはなかった．それらひとつひとつの詳細につい

てはここでは触れないが，筆者が感じたことは，

この紀要自体がいわゆる狭義の科学観あるいは学

術論文の一般的概念や体裁に縛られているのでは

ないかということである．大胆に言えば，著者の

主張を支える客観的な裏付けがなければ学術論文

ではないという偏った価値観である．ここでの客

観性は，数値に代表されるように可視化され，再

現可能なものといった狭義の意味である．たとえ

ば，植田教授の論述の中にも，ご自身の主張を支

えるような他者の研究を引用しているのだが，引

用元の内容とご自身の主張とがやや離れていると

感じることがあった．その引用がなければ，より

力強い主張となったはずだと感じるのである．も

ちろんすべての教員の学術論文に対する考え方を

尋ねたわけではないので，あくまでも筆者による

想像を基にした指摘である． 
ところで筆者自身はというと，現在における科

学観に縛られ，自身の心理サポート実践やそれに

基づく研究の表現に苦悩している．それは本紀要

50 号において別に提出した．コーチング領域だけ

でなく，体育やスポーツ，健康運動などを包含す

る体育学に身を置く者註 2）の多くは，それぞれの

フィールドで他者との交流を生身でもって体験し，

それを自身の経験としているであろう．あるいは

他者との交流だけでなく，大地，水，空気といっ

た自然とも生身で関わっている．意識と体の相互

的関わりの強い体育人においては，その体験の言

語化は容易でないと想像する．無理矢理に研究の

俎上に落とし込もうとして安易な操作化を施した

実証研究は，しばしばリアリティとの距離を作る

だろう．その距離は，研究者と現場（指導者や運

動実践者など）との距離とも置き換わる．それで

も専門用語で構成された概念遊びは高尚なやり取

りに見えるため，専門家でなければ，高度な研究

が行われていると認識されるだろう．  
話が逸れる前に本旨に戻る．コーチングの妙や

コーチングの本質といった体験そのものの言語化

は困難ではあるが，そうは言っても，何らか活字

にしていくことは大学人の使命である．その活字

化に狭義の科学観が邪魔をしているなら，それに

依らない表現が許される表現媒体があっても良い

のではなかろうか．体育学部紀要によって実現で

きると考える．繰り返すが，体育学部教員のあら

ゆる実践の記録は学術的にも貴重である．  
 

2．原著論文とは 

原著論文とは何かを改めて考えることが，最近

の個人的出来事の中であった．筆者の考える原著

論文とはオリジナリティに富む研究の発想やそれ

による知見の提示がなされたものと考えていた．

たとえば，「（ある現象に対して）みかんを用いて

明らかにした研究は見られるが，りんごで行った

研究は見あたらない．だから意義がある．」といっ

た類いは，対象を変えて行っただけであり，真の

独自性とは言えないと考えていた．パラダイムシ

フトが起こるような結果を提示することは夢のよ
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うな話だが，少なくとも各研究領域のメジャーと

されるジャーナルに原著として採択されることを

研究者は目指していると想像する．ただしそれは

容易でないとも考える．数年にわたる研究の積み

重ねの先に，独自性のある論文，すなわち原著論

文があると筆者は考えていたからである註 3）．とこ

ろが，改めて原著論文の定義はと尋ねられても，

明確には答えられないと思い直したのである．た

とえば，いくつかのジャーナルの投稿規定等を確

認してみる．筆者の領域に近いところから，日本

体育学研究，日本スポーツ心理学研究，東海大学

紀要体育学部を取り上げ，それぞれの定義を引用

する註 4）． 
 
体育学研究：原著論文は，科学論文としての内

容と体裁を整えているもので，新たな科学的な

知見をもたらすものであることが必要です.た

だし，人文系と自然系の論文構成には違いがあ

りますので，論文の構成や見出しはそれぞれの

研究領域に応じて適切なものを用いてくださ

い.  

 

スポーツ心理学研究：原著論文は，新しい知見

を含む実証的または理論的な論文である. 

 

本学部紀要：原著論文とは，科学論文としての

内容と体裁を整えているもので，未発表の資料

に基づき新たな科学的な知見をもたらすもの． 
 

以上のように，定義はされているものの，曖昧

なところが多い．本学部紀要の原著に注目すると

「科学論文としての内容と体裁」，「科学的知見

をもたらす」のように“科学”への重み付けがあ

るようだ．それでは，科学とは何かを考える必要

がある．しかしながら，現状としては本学部教員

によってこれらを真剣に議論する時間的余裕はな

く，査読を必要とする原著論文については，査読

を担当する教員の科学観，原著に対する考え方に

頼らざるを得ないのである． 
本稿は科学論を述べることが趣旨ではない．本

学部紀要を存続させる意義や，本学部における原

著論文とはどのようなものが相応しいのかを考え

る契機を提示することである．予算の削減が大学

の決定となり，本学部紀要の発刊についても研究

委員会で話題となった．紀要の根幹だけでなく，

出版までの詳細などをすべて決定するまでにはい

かなかったが，しばらくは学部の人的および財的

資源でもってできる範囲で継続することが確認さ

れた．学部としての紀要をどのように位置づける

かは今後の課題とした．この時に発せられた阿部

悟郎副委員長（体育学科教授）のパーソナルコメ

ントは紀要の存続意義を考える上で重要であると

思われた註5）．発言の内容はおおよそ次に示すと

おりである．「各専門領域における学術雑誌への

論文採択には，その時代の潮流にあったものとな

ってしまうこともある．学術的産物には後生で評

価されることもある．そのような論文を大切にす

る上でも，紀要は存続すべきである」．主要雑誌

ではリジェクトされたので紀要に投稿するといっ

た消極的理由でなく，将来的に価値ある論文へと

繋がるために，内容の多様性や自由度を認める紀

要となることが望まれる．一方で，学術団体で設

置されている編集委員会と同じ機能を有する本学

部研究委員会であるが，この「体育学部研究委員

会の編集のもと，東海大学体育学部によって紀要

は発行されるため，学外の識者に評価されること

も意識しなければならない．社会的責任がある」．

これは同じく研究委員会委員の内山秀一教授（体

育学科）によるパーソナルコメントであり，重要

な指摘である．いわば自由と規律のようなもので

あろう．最低限の体裁を持ちながらも，現代にお

ける科学論文の範疇を超えた論文が提出されても

良いのではないだろうか．その価値は多様に評価

されてよい．そのために，これを機に投稿規定に

ついても取り上げ，いずれの原稿の内容もそれぞ

れに特徴を持つ価値あるものとして整理する議論

を待ちたい．ちなみに，筆者は本稿を「その他」

の内容（原稿の種類）として提出しているのだが，

投稿規定にその原稿内容は記載されていない．投

稿の申し込みに用いる投稿原稿添付票には，原稿

の種別として，査読を希望しない「その他」があ

り，審査を希望する領域にも「その他」があるの

だ．前任者からの引き継ぎ資料からなので，おそ

らく2016年以前からこのようになっていたのだと
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想像される．細かな規定にこだわらず，あるいは

気づかずにいたことで，ここまでにもこの「その

他」で書かれた論稿もある．今更規定に沿ってい

ないからとの理由で取り下げるのは，愚の骨頂で

ある．そのままにしておいてよいと思う．今後の

議論において，整理されることを待ちたいが，社

会的責任と自由度を担保することを考慮されたい．  
 

3．誰のために書くのか 

若手研究者なら大学機関への就職のため，現職

教員であれば業績評価のため，といった理由もあ

ろう．しかし，それだけでない理由が当然ある． 
私的な話を紹介したい．筆者のゼミ生のことで

ある．彼女は卒業論文を提出した後に，後輩のゼ

ミ生に次のようなことを述べた．それは「卒業論

文作成においてたくさんの学術書を読みました．

学術書を読むというのは，人との出会いであると

感じました．著者の主張を読んで，なぜこの著者

はこのように主張するのかを考えるようになりま

した．それは著者の人柄に触れるようなことでし

た．だから，学術書を読むということは人との出

会いなんだということを学びました．（2019年度

卒業 生涯スポーツ学科 黒岩莉咲子）」である．

“体育学部教員は団結力がある”，“仲が良くてい

いですね”といった言葉を聞くことがある．たし

かにそのようなところはあるだろう．しかし，そ

れぞれの教員がどのようなことに関心を持ち，ど

のような価値観を有しているのかといった専門領

域の肩書き名称からは見えない学術的な営みにお

ける人柄に触れることは，実のところはさほど多

くないのではなかろうか．委員会の業務，共に行

う授業，あるいは今は積極的にできない飲み会な

どのコミュニケーションとは異なる水準での関わ

りといったものがあるだろう．それが学部紀要の

役割であっても良いと考える．つまり，同じ職場

で働く仲間の人柄に触れる機会としての意味も紀

要にはあるのではないか． 
他者への方向性を述べたが，同じく自分自身へ

の方向性としてはどうだろうか．すなわち自分の

ために書く動機を保障する場としての紀要である．

筆者がこの50号に私見を記した一番の動機は，自

分のためであった．本号の別の論稿において，心

理サポート実践と研究との往還における筆者自身

の苦悩を記した．そこでは，なかなか言語化にた

どり着けないもどかしさを訴えた．そのような心

境の中，あるとき小説家村上春樹を題材とした書

籍1）を読んでいた．そこには村上氏の小説を執筆

するきっかけが記されていた．「・・・才能や能力

があるにせよないにせよ，とにかく自分のために

何かを書いてみたいと・・・」．この一節に触れた

ときに，自分自身がざわつくような感じを覚えた

のである．またこの時に，若い頃の心理臨床の訓

練でのことを思い出した．それは，病院臨床にお

いて，多くの老人がカウンセラーに自身の生涯の

物語を聴いてもらうことで，生のエネルギーが満

ちてくることであった．自己の生きた証が遺るこ

との偉大さを思い出したのである．学術論文とし

て相応しいのかどうかも大切だが，それ以上に自

分のために書きたい自分がいることに気づいたの

だ．ここまでで理解されると思うが，何かに縛ら

れて息苦しくしていたのは筆者自身だったのであ

る．教員としての業務の種類と量が過多となって

いる今日ではあるが，その中でも特にエネルギー

を注ぎ大切にしている生業を，大学人として何ら

かの形で遺したいと思う教員がいるかもしれない．

それぞれがここに生きていることを遺すような紀

要であってもよいと願うのはお門違いだろうか．

尋ねてみたいところである．  
 

Ⅲ．おわりに 

2020 年度体育学部紀要は，節目となる 50 号で

ある．単なる節目でなく半世紀という重みある数

字であり，しかも本来なら東京オリンピック・パ

ラリンピックが開催されたはずの年でもあった．

体育学部として特別な号となったかもしれない．

ところが実際には，新型コロナウイルスによるさ

まざまな生活習慣や働き方に変化が求められ，多

くの人々がそれへの適応に相当のエネルギーが使

われたと思う．大学人も同じである．そうは言っ

ても，もう少し 50 号発刊へ向けて何か発信でき

なかったのかと反省する． 
冒頭に述べたように，各教員が紀要の位置づけ

を考えてよいと思う．それは，それぞれに多忙な

業務に追われる中，その仕事ひとつひとつのプロ
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セスには次世代に遺すべく大切なものが含まれて

おり，それを言語的表現において達成できる媒体

が紀要であると考えるからである．そのためには，

教員各自によって紀要の位置づけを考えることが

必要であろう．また，その思考がそれぞれの仕事

をアウトプットする積極的かつ主体的な機会とな

れば幸いである．広く世の中に評価される論文だ

けが価値あるものではないと思う．同時代に，同

場所で，活動を共にした同志との関わりが，次世

代に何らかをもたらすことにも価値を置いてもよ

いのかと思う．そしてそれは，自分自身を遺すこ

とでもある．以上が，筆者の紀要に対する価値観

である．さまざまな考えが出てくることを期待し

たい． 
 

註 
註 1）本稿においては，植田教授のすべての玉稿を引用

リストには載せていないが，これまでの体育学部紀要

を手にすればその詳細は把握できる． 

註 2） ときおり体育人や体育会系の人と括られるが，

その意味や是非はここでは問わない． 

註 3）この考えは，筆者自身の受けてきた大学院教育環

境から感じたものである．しかし思い起こせば，恩師

が「各大学の紀要でも優れた論文に出会うこともある」

ともおっしゃっていた．筆者はそれをずいぶんと忘れ

ていたのである．  

註 4） 現在においては，多くの学術団体がウェブサイ

トを有しており，誰でも簡単にアクセスできる．サイ

トには投稿論文に関する規定や手引きが紹介されて

いる．本稿では URL までを記載することはしないが，

筆者は本紀要の発行時期の直近に確認した． 

註 5） 阿部教授による，あるいは後述する内山教授に

よるパーソナルコメントは，あくまでも筆者が感じ取

った内容である．ここに紹介したのは筆者であり，こ

の意見に対する異論は筆者に対して提示されたい． 

 
引用文献 

1）山愛見（2019）村上春樹，方法としての小説．新曜

社．pp.21-22. 
 
謝辞 
本稿に個人名を記載することを許可してくださった

植田教授，内山教授，阿部教授，および卒業生の黒岩莉

咲子氏に心より感謝いたします．なお，植田教授に確認

をした際には，1 年 1 篇を目標に執筆され，書くことの

喜びや世に出ることの誇りを感じられたこと，そしてそ

れをもたらした体育学部紀要への感謝のお言葉をいた

だきました．ここに付しておきます． 
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Ⅰ　投稿資格
本紀要への投稿は，原則として「本学体育学部教員」およびその関係者とする。但し研究委員会が

認めた場合には，その限りではない。
Ⅱ　原稿の内容

体育学の研究領域における総説，原著論文，実践研究，研究資料およびその他とし，和文，欧文の
いずれでもよい。但し完結したものに限る。
１．「総説」とは，特定の研究領域に関する主要な文献の総覧で，単なる羅列ではなく特定の視点に

基づく体系的なまとまりを持つもの。
２．「原著論文」とは，科学論文としての内容と体裁を整えているもので，未発表の資料に基づき新

たな科学的な知見をもたらすもの。
３．「実践研究」とは，保健・体育・スポーツを実践する立場からの，授業研究やトレーニング，コ

ーチングおよびスポーツの戦略・実践にかかわる研究や報告などの要素が含まれたもの。
４．「研究資料」とは，調査や実験の結果を主体にした報告であり，体育学の研究上，客観的な資料

として価値が認められるもの。
５．「研究報告」とは，他の学術誌等に掲載された研究論文の概略を報告するもの。
６．「実践報告」とは，コーチングやスポーツ等の実践事例の記録を纏めたもの。

Ⅲ　投稿期日
原稿は毎年研究委員会の定める期日までに提出するものとする。

Ⅳ　掲載採否・順序
掲載の採否・順序などは原則として編集委員会が定める査読委員の審査を経た上で，研究委員会に

おいて決定する。
尚，「研究報告」「実践報告」は原則として査読を行わないが，採否については研究委員会において

決定する。
Ⅴ　投稿一般規定
１．用　紙

和文原稿，欧文原稿ともにＡ４判の用紙を使用する。
２．用語および文体

１）原稿は，原則としてワードプロセッサーで作成するものとし，横書き，１ページ全角40字 
30行の設定とする。本文はひらがな現代かなづかいとする。外国語は原語での記述を原則と 
し，かな書きする場合はカタカナとする。数詞は算用数字を使用する。

東海大学紀要（体育学部）投稿規定

1970年４月制定
1990年４月改定
1998年４月改定
2005年７月改定
2017年４月改定
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筆者名

東海大学紀要体育学部

２）欧文原稿
⑴　原稿は，欧文（原則として英語）とし，不透明なタイプ用紙に通常の字体（ワードプロ
セッサーの場合は半角）を使い，タイプまたはワードプロセッサー書きにするが，写真図
版にある文字についてはこの限りではない。また，図表説明のスペースはシングルとする。

⑵　用紙の上端，下端および左端は約３センチ，右端は約2.5センチの余白を置き，ほぼ 
27行にわたって書く。ページ番号は，下端余白中央に書く。

⑶　欧文による表題の下に著者名（ローマ字），更に著者名の下に所属する機関名を正式英
語名称に従って書く。

３．原稿紙数
投稿は，ワードプロセッサーにより，A４版白無地用紙に作成する。原則として，和文原稿は１
編につき図表，抄録等を含めて刷り上がりが10ページ以内とする。欧文原稿も，１編につき図表，
抄録等を含めて刷り上がり10ページ以内（刷り上がり１ページは，おおよそ600語）とする。こ 
れをこえる場合の費用は著者負担とする。

４．単位および単位記号
国際単位系，メートル法を基準とする。

５．項目分け
大項目より小項目への順序は，原則としてつぎのごとくとする。
Ⅰ，Ⅱ，…１，２，…１），２），…（1），（2），…ａ），ｂ），…⒜，⒝，…

６．図表および写真
図表は，必ず別紙に記載し，原稿中にその挿入箇所を記入する。図表は一括し文巻末に添付する。

原稿は白紙または淡青色方眼紙に黒で書くことを原則とし（ワープロ・パソコン作成図表も可），図
表中の文字や数字ははっきりと書く。写真は原則として白黒の鮮明な画面のものとする。なお表題
は表の場合は上方，図の場合は下方に記入する。

７．引用，注記，および参考文献
引用，注記，および参考文献は，原則として本文中の該当する箇所の右肩に小数字で１），２）

のように初出順に番号を付け，原稿末尾にその番号順に，以下の例にならって一括掲載する。
例１）論文＝著者名（発行年）論文名，誌名，巻（号），引用ページ（p. または pp.）の順に記

入する。
小野寺孝一・宮下充正（1997）全身持久性運動における主観的強度と客観的強度の対応性，体
育学研究．21，pp. 191-193．

例２）単行本：著者名（発行年）書名（版数ただし初版は省略），発行所，引用ページ（p. また
は pp.）の順に記入する。

マイネル：金子明友訳（1981）スポーツ運動学．大修館書店，pp. 118-119．
８．抄　録

１）和文原稿の場合，「２．用語および文体の２）欧文原稿⑴─⑶」の規定に準じて，欧文 
（原則として英語）にて表題，著者名，所属を明記し，研究の目的，方法および結果が簡明に
理解できるような300語程度の抄録を添える。なお，同時に欧文抄録の和訳文を添付する。

２）欧文原稿の場合，和文にて表題，著者名，所属を明記し，研究の目的，方法および結果が簡
明に理解できるような600字程度の抄録を添える。

９．原稿提出の際の提出物
１）原稿添付票（投稿整理票）
２）原稿２部（正と副）
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タイトル

2020─50

３）抄録２部（和文原稿の場合は欧文抄録の正と副，欧文原稿の場合は和文抄録の正と副）
４）和文原稿の場合は，欧文抄録の和訳文２部（正と副）
５）正・副原稿の電子ファイル各２種（Word形式と PDF形式）
尚，副の原稿は著者名，所属を伏せて提出する。

10．校　正
原則として校正は著者に依頼する。校正は研究委員会で定めた期日までに必ず返却する。

11．別刷り
掲載論文の別刷りを希望するときは，その必要部数をあらかじめ研究委員会に申し込むこと。な

お，50部をこえる別刷りの費用は著者負担とする。
12．人を対象とする研究に関する倫理審査について

研究計画で，身体的介入がある場合や，国の方針の適用範囲にある場合など「人を対象とする研
究」を行う時は，必ず倫理委員会の審査を受けなければならない。なお，審査結果については，論
文中に明記することとする。

13．東海大学機関リポジトリへの登録について
掲載論文は「東海大学機関リポジトリ規程」に従い当該リポジトリに登録され，インターネット

上で公開される。
 以上　



91

編集後記

2020年度「東海大学紀要（体育学部）」第50号をお届けいたします。
今年度の紀要は記念すべき50号で、特別寄稿が 2編、原著論文 1編、実践研究 2編、研

究資料 2編、実践報告 2編、その他 3編の計12編が掲載されております。
今年2020年度は、新型コロナウイルス（COVID-19）に始まり、新型コロナウイルスに

終わった 1年でした。 4月の緊急事態宣言から大学全面入構禁止で、緊急事態宣言解除後
も、原則遠隔授業、そのまま、夏の第 2波到来。秋学期になってようやく条件付きで入構
できるようになり、遠隔と対面授業の併用でなんとか授業成立と思ったら、そのまま11月
末から第 3波到来。年末年始後に 2度目の緊急事態宣言発出となり、現在に至っています。
このような状況の中で、何とか例年通りに発行を迎えることが出来、ひとまずほっとして
います。論文執筆者、査読者、紀要編集にご尽力いただいた出版社、並びに関係の皆様に、
心より御礼申し上げます。
近年、大学の研究、教育環境は著しく変化しています。それに伴い、紀要の位置づけが

全学的に検討されており、今後、紀要の存続を含めて抜本的に改革する必要があると考え
ます。一昨年度から、この「東海大学紀要（体育学部）」には電子投稿形式を採用しまし
たが、本年度は発行のための予算も大学予算から学部予算へと変わりました。そのため、
今回の編集作業は可能な限り、紀要編集委員（体育学部研究委員会）メンバーで実施し、
例年以上の打ち合わせ、作業を重ね、なんとか発刊に漕ぎ付けることができました。今後、
体育学部の研究の益々の発展のために紀要を存続させるのであれば、原稿の種類や査読の
仕組み（レベルも含め）、編集のあり方、投稿規定、予算等について検討・改革していく
必要があるでしょう。また、体育学部においては、論文としては測れない研究や活動があ
ります。これらについても、きちんと報告・記録して活用し、未来に伝達するアーカイブ
機能を高めていきたいと考えます。プランの詳細はまだ明確ではありませんが、大学全体
の方針に従いながら、学部の研究活動の推進、研究成果の発信に、引き続き努めて参りま
す。今後ともご協力のほど、よろしくお願いします。

東海大学体育学部研究委員会
委員長　　山田　　洋
副委員長　　阿部　悟郎
編集担当　　内山　秀一

押見　大地
武田　大輔
八百　則和
吉村　哲夫
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